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▲二戸護口賀〕新了年
『

評議員｜

岡崎陽一

菅野明

桐生稔

I嵯峨座晴夫

清水英佑

辻井博

戸田弘元

殿塚猷一

中野謙二

原洋之介

藤本弘次

降矢憲一

堀義康

谷津義男

柳瀬友彦

山田三郎

吉岡茂平

理事。監事’

理事長中山太郎 元厚生省人口問題研究所所長

㈱東京銀行協会副会長

大阪産業大学大学院経済学研究科教授

早稲田大学人間科学部教授

衆議院議員・元外務大臣

参議院議員・元環境庁長官

側)アジア人口開発協会事務局長

国際協力事業団理事

東京電力株式会社取締役副社長

衆議院議員･元織水産大臣総務庁長官

東京大学名誉教授・文化功労者

鵬鯖図画鮒力胴蕊長醜ﾊﾛ殻瀦

側日本農業研究所理事長

側家族計画国際協力財団常任理事

前新光証券株式会社特別顧問

前衆議院議員・元環境庁長官

東海大学エ学部教授

鯨工款韓長,鯨大学樒辨･文|励鵜

鯨ﾀﾜｰﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ|拭会獅搬権

株式会社工ﾌｴﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ代表取締役会長

棚日本原子力産業会議副会長

㈹エイジング総合研究センター監事

I理事長清水嘉与子

巴
甜
一

常務理事広瀬次雄

理事阿部英樹

〃勝俣恒久

〃鹿野道彦

〃川野重任

〃黒田俊夫

〃後藤康夫

〃近泰男

〃斎藤伸雄

〃桜井新

〃武田修三郎

〃本多健一

〃前田福三郎

〃三好正也

〃森一久

東京慈恵会医科大学環境保健医学講座主任教授

京都大学大学院農学研究科教授

㈱日本鉄鋼連盟参与

電気事業連合会専務理事

東海大学外国語教育センター教授

東京大学東洋文化研究所所長

㈱日本電機工業会専務理事

拙日本家庭問題研究協会常務理事

(財)日本原子力文化振興財団専務理事

衆議院議員・農林水産大臣

拓殖大学外国語学部教授

日本大学生物資源科学部教授・東京大学名誉教授

(樹日本自動車工業会理事

監事斎田慶四郎
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扉･スケッチ芸者さん､稚の舞い

杉本雄三･画く元･関西電力病院長〉 人口と開発'目次

出
生
率
過
去
最
低
を
更
新
／
飢
餓
な
お
８
億

人
／
栄
養
不
足
人
口
は
深
刻
な
問
題
／
国
連

人
口
基
金
次
期
事
務
局
長
／
「
ポ
リ
オ
根

絶
」
宣
言
／
中
国
一
人
っ
子
見
直
し
二
人
／

巻
頭
言
／
幻
世
紀
の
日
本
人
ロ
と
３
つ
の
「
フ
リ
ー
」

ｌ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
新
役
員
１

９
ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
・
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
を
迎
え
て

◇
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
が
お
別
れ
講
演

◇
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
が
退
官
記
念
講
演

◇
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
に
ト
ラ
ャ
・
オ
ベ
イ
ド
女
史

◇
張
維
慶
・
中
国
計
画
生
育
委
員
会
主
任
が
講
演

◇
張
主
任
が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
と
昼
食
会

◇
「
中
国
西
部
地
域
の
開
発
と
人
口
に
関
す
る
中
国
議
員
会
議
」
開
く

◇
イ
ン
ド
シ
ナ
国
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
開
催

◇
第
珊
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
、
タ
イ
で
開
催

◇
解
禁
か
ら
一
年
の
ピ
ル
問
題
を
検
討

◇
好
評
だ
っ
た
「
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
」
ブ
ー
ス

・
恋
心
の
な
い
世
代
到
来
を
憂
え
る

１
１
１
１

・
深
刻
化
す
る
水
資
源
不
足

ｌ
中
国
に
み
る
現
状
と
打
開
策
Ｉ

ｌ
書
評
ｌ
若
林
敬
子
署
『
東
京
湾
の
環
境
問
題
客

・
食
料
生
産
と
水
資
源

・
高
齢
化
社
会
と
社
会
保
障
政
策

・
日
本
の
教
育
を
考
え
る

に

ゆ

す
ふ
ぉ

ら
む

中
国
・
国
勢
調
査
が
難
航
／
人
口
減
で
も
豊

か
に
／
環
境
を
考
え
る
指
標
に
／
世
界
型
億

下
水
な
し
、
下
痢
／
人
口
問
題
、
日
本
が
指

針
に
…
他

中
野
謙
二
妬

１
口川
野
重
任
鉈

阿
藤
誠

Ｉ
「

内
嶋
善
兵
衛

駒
村
康
平

小
此
木
八
郎
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１
１

一一一口巻頭
二
十
世
紀
は
人
口
増
加
の
時
代
で
あ
っ

た
。
二
十
一
世
紀
は
人
口
減
少
の
世
紀
で

あ
る
。
今
日
、
一
億
二
千
七
百
万
人
の
日

本
人
口
は
、
二
十
一
世
紀
半
ば
に
は
約
一

億
人
、
二
十
一
世
紀
末
に
は
現
在
の
半
分

近
く
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
二
十
世
紀
の
後
半
に
は
人
口
の
高
齢
化

が
続
い
た
が
、
従
属
人
口
負
担
は
人
口
史

上
最
小
で
あ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
の
前
半

に
は
一
段
と
高
齢
化
が
続
き
、
二
十
一
世

紀
半
ば
に
は
従
属
人
口
負
担
は
人
口
史
上

最
大
と
な
る
。

二
十
一
世
紀
前
半
に
訪
れ
る
超
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
の
最
大
の
経
済
社
会
問
題

は
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
を
続
け
る
な

か
で
、
い
か
に
し
て
十
分
な
労
働
力
を
調

達
し
、
増
大
を
続
け
る
高
齢
者
を
扶
養
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ

に
対
す
る
人
口
論
的
な
解
答
は
、
ヱ
ィ

ジ
・
フ
リ
ー
」
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
フ

リ
ー
」
、
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
フ
リ
ー
」
な

社
会
の
構
築
と
要
約
で
き
よ
う
。

エ
イ
ジ
・
フ
リ
ー
な
社
会
と
は
、
年
齢

１
１

に
よ
る
差
別
も
特
権
も
な
い
社
会
で
あ

る
。
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

か
ら
社
会
参
加
の
機
会
を
奪
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
他
方

で
、
高
齢
者
の
特
権
を
減
ら
し
、
年
功
的

シ
ス
テ
ム
を
排
し
て
若
者
の
創
造
的
能
力

を
高
く
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
な
社
会
と
は
、

男
女
差
別
の
な
い
男
女
共
同
参
画
型
社
会

蓬
．

△
垂
升
製
川
田
川
皿

題、

房

で
あ
る
。
生
産
年
齢
人
口
減
少
時
代
に
は

女
子
労
働
の
活
用
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
に
関
わ
り
易

い
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
負
担
が
解
消
さ
れ
、

少
子
化
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
フ
リ
ー
な
社
会
と

は
、
民
族
差
別
の
な
い
多
民
族
社
会
で
あ

る
。
西
欧
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
は
、
少
子
高

齢
化
と
高
学
歴
化
の
結
果
、
外
国
人
の
比

重
が
高
ま
り
、
実
質
的
に
多
民
族
社
会
に

転
換
し
つ
つ
あ
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
生

産
年
齢
人
口
が
今
後
急
減
し
て
い
く
日
本

が
、
そ
の
例
外
で
あ
り
続
け
る
と
は
考
え

に
く
い
。
二
十
一
世
紀
の
企
業
社
会
が
外

国
人
労
働
へ
の
依
存
度
を
強
め
て
い
く
か

ぎ
り
、
日
本
社
会
が
多
民
族
社
会
の
方
向

に
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
難
い
。

二
十
一
世
紀
の
日
本
を
〃
た
そ
が
れ
社

会
“
と
し
な
い
た
め
に
は
、
年
齢
、
男
女
、

民
族
に
よ
る
差
別
の
な
い
社
会
を
積
極
的

に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３



食料生産
■と■～■

■水資源
と約

五
○
○
万
年
前
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
群
か

ら
枝
分
か
れ
し
た
と
い
わ
れ
る
人
類
は
、
そ

の
生
存
期
間
の
九
九
・
八
％
を
通
じ
て
、
自

然
生
態
系
の
恵
み
に
す
が
っ
て
生
き
て
き

た
。
し
か
し
、
長
く
続
い
た
氷
期
が
終
わ
り

温
暖
化
す
る
地
球
気
候
の
な
か
で
、
狩
り
の

対
象
と
な
る
大
型
野
獣
の
減
少
を
契
機
と
し

て
、
人
類
は
約
一
万
年
前
農
耕
を
発
明
し

ｌ
究
極
の
資
源
ｌ
食
料

鯵

力
に
よ
っ
て
農
耕
・
農
業

は
原
始
的
な
段
階
か
ら

次
々
と
発
展
を
と
げ
、
い

ま
や
六
○
億
人
の
世
界
人

口
を
扶
養
し
う
る
高
収
性
農
業
に
ま
で
達
し

て
い
る
。

科
学
技
術
の
創
造
・
開
発
力
と
高
度
な
工

業
生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
て
い

る
高
収
性
農
業
は
、
下
の
四
つ
の
資
源
を
目

的
に
応
じ
て
、
セ
ッ
ト
で
、
し
か
も
比
較
的

に
安
価
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展

し
、
維
持
さ
れ
て
い
る
。 こ
の
お
蔭
で
、
生
存
を

支
え
る
基
本
的
な
資
源
ｌ

輔》》州季辨》》や》』》
釜巨畝して、不安定な狩りの
嶋
舩
Ⅷ
Ⅷ
駄
湖
躍
繩
馴
紗

｛
内
債
頼
る
生
活
へ
と
移
行
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ

の
間
、
多
く
の
人
々
の
努

た
０

世
界
の
先
進
諸
国
の
農
業
の
実
態
は
、
昔

の
牧
歌
的
な
農
業
の
姿
か
ら
様
変
わ
り
し
て

い
て
、
正
に
近
代
科
学
技
術
の
申
し
子
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
の
産
業
そ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
お
蔭
で
、
多
く
の
先
進
国
の
住
民

は
、
人
類
誕
生
の
そ
の
時
か
ら
人
々
を
苦
し

め
続
け
て
き
た
飢
え
か
ら
開
放
さ
れ
、
｜
時

代
前
ま
で
は
王
侯
・
貴
族
の
専
有
物
で
あ
っ

た
よ
う
な
食
事
を
日
常
安
い
値
段
で
楽
し
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
正
に
高
収
性
農
業
の
も
た

ら
し
た
奇
跡
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
い
ま
現
在
、
世
界
の
農
業
は
ど
れ
位

の
食
料
を
生
産
し
、
家
畜
を
養
い
世
界
の

人
々
に
供
給
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
九

①
環
境
資
源
（
気
候
、
土
壌
、
水
な
ど
）
α

②
生
物
資
源
（
多
収
性
の
作
物
品
種
、
多

産
・
多
収
の
家
畜
・
家
禽
類
）

③
技
術
資
源
（
効
果
的
な
肥
料
・
農
薬

類
、
効
率
的
な
農
業
機
械
類
、
整
備
さ
れ
た

灌
排
水
シ
ス
テ
ム
、
利
用
勝
手
の
よ
い
技
術

・
生
産
物
情
報
シ
ス
テ
ム
、
生
産
物
流
通
シ

ス
テ
ム
）

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
）



戸

食料生産と水資源

穀類

イモ類

20.96

５．６７ 世界人口

約６０億人ダイズ

糖類

型
儲 約

亀$腰 世界の農用地

普通作物

永年作物

草地･牧野

1３．８２

１．２９

１６．９６

世
界
の
陸
地
面
積
一
念
・
亀
億
鯵

ミルク

牛底

４．７２

０．５４

ｑ８８

０．４７

肉・乳牛
豚

羊

家鶏

肉・乳

豚

1３．３４

９．３７ 牛肉

豚肉

鶏卵

10.64

34.13

億ﾄン億頭（羽

●内嶋善兵衛<うちじま･ぜんぺえい＞
1929年長崎県生れ

農学博士（専攻）農業気象学、環境科学
く現職>宮崎公立大学学長

〈学歴>宮崎大学宮崎農林専門学校農科卒
業

く職歴>農業技術研究所所員、お茶の水女
子大学理学部教授、宮崎公立大学
人文学部長

<主な著者＞「２１世紀の食料・農業」（共
讓東大出版会、1975年）「人類
と地球環境」（共著、建帛社､1996

年）ほか多数，訳誓多数

薪炭材
製剤用材

パルプ材

その他用材

14.85

９．２０

４．１４

１．５６

魚類０．８０

甲殻･軟体骨０．１２

海藻類0.12

世界の森林

34.54億鍬

億ﾄン
億㎡

人類による土地と生物生産物の利用

（ＦＡ０．１９９５資料より内嶋作成）
図１

九
○
年
代
半
ば
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
資
料
を
用
い
て
、

そ
れ
を
示
す
と
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
球
上
の
陸
地
の
約

一
三
％
を
使
っ
て
二
一
億
ト
ン
の
穀
類
、
イ
モ

類
五
・
七
億
少
、
ダ
イ
ズ
一
・
五
億
ト
ン
、
糖
類

一
・
二
億
少
を
生
産
し
、
多
く
の
家
畜
・
家

禽
を
養
い
、
そ
し
て
六
○
億
人
の
世
界
人
口

が
生
き
て
い
る
。
広
大
な
海
洋
か
ら
の
生
産

物
は
意
外
に
少
な
く
、
総
計
で
も
約
一
億
少

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
他
、
人
類
は
多
く
の
目

的
の
た
め
一
一
一
五
億
粉
の
林
地
か
ら
毎
年
約
三

○
億
立
法
厨
（
約
一
五
億
ト
ン
）
の
木
材
を
収

穫
し
利
用
し
て
い
る
。

図
１
に
あ
げ
た
農
産
物
一
一
九
・
三
億
ト
ン
、

畜
産
物
六
・
六
一
億
ト
ン
、
水
産
物
一
・
○
億
少

が
、
現
在
地
球
上
で
生
き
て
い
る
六
○
億
人

の
生
存
の
基
で
あ
る
。
こ

》
船

れ
一
ｂ
は
す
べ
て
、
太
陽
ェ

〈
円
賞

・
社
鑪
識
率
、
ネ
ル
ギ
ー
を
有
機
物
内
に

一》癖》研》》繊州墹蠅Ⅲ順繊胱鮎Ⅷ
一》》》》》》準酵酔》櫟》｝》歴”

賞受
生
存
を
過
去
か
ら
現
在
ま

く

で
、
ま
た
現
在
か
ら
未
来
へ
と
担
い
つ
づ
け

る
光
合
成
植
物
群
は
、
光
合
成
を
営
む
葉
緑

素
を
有
し
て
い
る
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

ち
な
ん
で
、
緑
の
巨
神
（
○
局
①
の
ロ
レ
ニ
四
ｍ
）

と
よ
ば
れ
て
い
る
。

高
度
に
発
達
し
た
現
在
の
科
学
技
術
を

も
っ
て
し
て
も
、
上
に
あ
げ
た
よ
う
な
生
存

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
を
人
工
的
（
無
機

的
）
に
作
り
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
緑
の
巨
神
の
力
を
利
用
し
て
農

業
で
作
り
出
す
人
類
の
生
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
”

食
料
は
代
替
不
能
な
資
源
で
、
人
類
の
生
存

に
と
っ
て
究
極
の
資
源
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
よ
う
に
記
す
と
、
人
類
の
生
存
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
獲
得
す
な
わ
ち
農
業
は
、
こ
こ
一

万
年
間
を
通
じ
て
順
調
に
発
達
し
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
四
種
の
資
源
を
利
用

す
る
高
収
性
農
業
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
高
い
収
穫
物
を
安
定
的
に
も
た
ら
す
と

５

思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
実
際
は
そ
う
で
は
な

２
．
食
料
の
需
給
を

攪
乱
す
る
要
因
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縢
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陰

発
中
加
境
源
術

爆
集
増
化

食
料
需
給
の
撹
乱
要
因

く
、
収
穫
は
極
め
て
不
安
定
で
、
環
境
資
源

な
か
で
も
気
候
資
源
の
豊
か
さ
の
変
動
に
応

じ
て
、
か
な
り
大
き
な
年
々
変
動
を
く
り
か

え
し
て
い
る
。

地
球
上
に
世
界
規
模
の
穀
類
輸
送
ル
ー
ト

の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
は
、
局
所
的

な
気
候
変
化
ｌ
異
常
気
象
に
襲
わ
れ
た
地
域

は
ひ
ど
い
凶
作
そ
し
て
飢
え
に
さ
い
な
ま
れ

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
に
干
魅

・
大
洪
水
な
ど
に
よ
り
、
中
国
で
は
約
六
千

二
五
○
万
人
が
飢
え
と
病
い
で
死
亡
し
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
生
産
技
術
の
向
上
と
穀

給側

図２世界の食料需給を撹乱する要因（内嶋作成）

物
輸
送
網
の
整
備
に
よ
り
、
二
十
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
は
甚
大
な
被
害
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
世
界
人
口
の
増
大

や
地
球
環
境
の
劣
化
に
つ
れ
て
、
農
業
生
産

を
支
え
る
自
然
生
態
系
は
、
異
常
気
象
な
ど

の
外
乱
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

現
在
お
よ
び
近
未
来
の
世
界
の
食
料
需
給

を
撹
乱
す
る
要
因
を
ま
と
め
る
と
図
２
の
よ

う
に
な
る
。
図
の
よ
う
に
、
撹
乱
要
因
は
需

要
側
と
生
産
供
給
側
と
に
二
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
食
料
供
給
の
増
加
と
医
療
技
術
の

向
上
に
よ
り
、
前
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
世
界

人
口
は
急
増
し
始
め
、
昨
年
六
十
億
人
を
超

え
た
。
そ
し
て
、
今
世
紀
半
ば
に
は
九
○
～

九
五
億
人
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

爆
発
す
る
人
口
は
、
職
と
生
き
が
い
を
求
め

て
大
都
市
へ
と
集
中
し
て
お
り
、
都
市
域
人

口
は
全
人
口
の
六
○
～
七
○
％
に
達
す
る
も

の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
所
得
水

準
の
高
い
都
市
住
民
は
肉
食
化
の
傾
向
を
強

め
、
よ
り
多
く
の
食
料
ｌ
穀
類
を
消
費
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
口
増
、
都
市
集
中
、
所

得
向
上
は
需
要
増
に
相
乗
的
に
作
用
す
る
。

一
方
、
生
産
供
給
側
の
要
因
は
、
本
来
的

に
は
高
収
性
農
業
を
支
え
る
四
大
資
源
に
分
６

割
さ
れ
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は

原
油
価
格
の
高
騰
は
あ
る
が
、
カ
ス
ピ
海
地

域
や
シ
ベ
リ
ア
地
域
で
の
新
規
の
油
田
・
ガ

ス
田
の
発
見
が
あ
り
、
ま
た
大
陸
棚
に
莫
大

な
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
資
源
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
る
の
で
、
資
源
枯
渇
は
遠
の
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
環

境
・
資
源
・
技
術
に
つ
い
て
重
点
的
に
説
明

す
る
。

肥
大
す
る
人
間
活
動
に
よ
っ
て
、
農
業
生

産
を
支
え
る
地
球
環
境
は
劣
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
気
候
温
暖
化
と

有
害
紫
外
線
量
の
増
加
は
、
地
球
上
の
作
物

栽
培
帯
の
南
北
移
動
や
作
物
・
家
畜
類
に
被

害
を
も
た
ら
す
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。
温
暖

化
は
地
表
で
の
水
収
支
（
降
雨
、
流
出
、
蒸

発
散
な
ど
）
を
変
化
さ
せ
、
ま
た
異
常
気
象

の
発
生
を
活
発
に
し
、
収
穫
量
の
変
動
性
を

高
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

資
源
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
の
は
農
業

の
場
で
あ
る
耕
地
と
牧
野
で
あ
る
。
図
１
に

示
し
た
よ
う
に
普
通
作
物
に
一
三
・
八
億

鯵
、
永
年
作
物
に
一
・
三
億
鯵
の
耕
地
が
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
比
較
的
に
気

￣
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候
・
土
壌
条
件
の
よ
い
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
環
境
条
件
が
よ
く
整
っ
て
い

る
の
は
全
耕
地
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

残
り
は
半
乾
燥
地
帯
・
湿
潤
地
域
や
地
力
の

悪
い
地
域
に
あ
り
、
高
い
生
産
を
安
定
的
に

う
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
現
在
で
も
約
一
七

億
鯵
の
土
地
が
開
墾
可
能
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
不
良
環
境
地
（
急
傾

斜
、
低
地
力
、
水
分
の
不
足
。
過
剰
な
ど
）

で
、
耕
地
と
し
て
の
利
用
に
適
し
て
い
な

い
。
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
、
そ
れ
ら
の

地
域
は
野
生
生
物
群
の
安
住
の
地
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
世
紀

半
ば
に
予
想
さ
れ
る
世
界
人
口
約
一
○
○
億

人
の
時
代
に
は
、
耕
地
の
絶
対
的
不
足
が
生

ず
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
、
野

生
生
物
群
の
聖
地
を
耕
地
化
し
て
人
為
的
な

大
絶
滅
を
も
た
ら
す
の
か
、
単
位
収
量
の
飛

躍
的
な
上
昇
を
も
た
ら
す
革
新
的
な
農
業
技

術
を
創
造
・
展
開
す
る
の
か
と
い
う
大
き
な

課
題
が
人
類
の
前
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
だ
ろ

亭
つ
。も
う
一
つ
の
重
要
な
資
源
問
題
は
、
生
物

生
産
そ
し
て
人
類
社
会
の
存
続
の
鍵
で
あ
る

淡
水
資
源
の
枯
渇
で
あ
る
。
あ
と
で
説
明
す

る
よ
う
に
、
地
球
上
の
淡
水
資
源
は
地
球
上

の
水
資
源
の
わ
ず
か
二
・
五
三
％
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
も
、
陸
上
植
生
お
よ
び
人
類
が
利

用
で
き
る
の
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
力
に

海
洋
ｌ
大
気
－
陸
地
の
間
を
循
環
し
て
い
る

淡
水
だ
け
で
、
そ
れ
は
全
淡
水
量
（
要
呂
画
・
垣

×
Ｓ
』
百
酉
）
の
わ
ず
か
一
・
二
六
％
（
造
・
面

×
ご
鐸
百
鱈
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
わ
ず
か
な

淡
水
に
陸
上
の
全
生
物
群
と
人
類
と
が
生
を

ゆ
だ
ね
て
い
る
。
し
か
も
人
類
は
高
度
な
科

学
技
術
文
明
を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
多
量

の
食
料
を
生
産
す
る
た
め
に
、
広
大
な
集
水

域
か
ら
淡
水
を
あ
つ
め
利
用
し
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
地
球
環
境
問
題
お
よ
び
生
物
多
様

性
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
増
大
す
る
人
類
生
存
の
た
め
の
水

需
要
を
い
か
に
解
決
す
る
か
は
、
近
未
来
に

直
面
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

食
料
の
生
産
・
供
給
を
制
約
す
る
技
術
的

な
問
題
と
し
て
は
、
二
十
世
紀
後
半
の
農
業

革
命
を
支
え
た
高
収
性
農
業
技
術
の
停
滞
が

あ
る
。
肥
料
・
農
薬
の
多
投
と
優
良
品
種
の

普
及
は
緑
の
革
命
と
よ
ば
れ
る
、
収
量
の
飛

躍
的
上
昇
を
も
た
ら
し
た
が
、
最
近
で
は
足

踏
み
状
態
に
あ
る
。
と
く
に
土
壌
条
件
・
気

候
条
件
の
好
適
で
な
い
地
域
で
は
そ
う
で
あ

る
。
先
進
国
で
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
利

用
に
よ
る
農
業
生
物
の
改
良
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
逆
に
、
食
品
の
安
全
性
へ
の
関

心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
消
費
者
の
反
発
さ
え

受
け
て
い
る
。

一
方
、
優
良
な
改
良
農
業
生
物
の
世
界
的

広
が
り
に
つ
れ
、
多
様
な
地
域
の
風
士
条
件

に
適
応
し
て
育
て
ら
れ
て
き
た
多
く
の
地
方

種
が
姿
を
消
し
て
い
る
。
最
近
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
の

発
表
に
よ
る
と
、
優
良
家
畜
・
家
禽
類
の
広

が
り
に
つ
れ
て
地
方
種
の
三
分
の
一
か
ら
二

分
の
一
が
今
世
紀
中
に
絶
滅
す
る
。
こ
の
よ

う
な
絶
滅
は
作
物
群
に
お
い
て
も
同
様
で
、

遺
伝
子
バ
ン
ク
に
保
存
さ
れ
る
前
に
か
な
り

の
地
方
品
種
が
地
球
上
か
ら
消
失
し
た
。
こ

れ
ら
の
各
地
方
の
環
境
条
件
に
適
応
し
た
在

来
種
の
消
失
は
、
近
い
将
来
の
地
球
環
境
の

激
変
へ
の
対
応
の
選
択
幅
を
せ
ば
め
る
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
問
題
に
な
る
の
は
、
食
品
の
リ
ス

ク
回
避
お
よ
び
耕
地
生
態
系
の
保
全
の
た
め

７

に
、
持
続
型
農
業
へ
の
移
行
が
先
進
国
を
中



植
物
の
光
合
成
は
緑
葉
内
で
行
わ
れ
る

が
、
そ
の
主
な
原
料
で
あ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
は
大
気
中
か
ら
葉
内
に
、
水
は

根
系
を
通
し
て
吸
収
さ
れ
茎
・
幹
を
経
て
葉

心
に
し
て
起
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
安
全

持
続
型
農
業
ま
た
は
低
投
入
型
農
業
は
、
安

全
な
食
料
を
生
産
し
耕
地
生
態
系
を
守
る
た

め
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
多
肥
・
多
農
薬
を

柱
と
す
る
高
収
性
農
業
に
く
ら
べ
て
低
収
で

あ
る
。
多
く
の
研
究
に
よ
る
と
、
収
穫
量
は

３
．
植
物
生
産
と
水

図３．植物葉によるＣＯ２の吸収と水の蒸散
（内嶋，1987）

内
に
供
給
さ
れ
る
。
そ
の
様
子
を
モ
デ
ル
的

に
示
す
と
図
３
の
よ
う
に
な
る
。
図
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
（
わ
ず
か

○
・
○
三
六
％
に
す
ぎ
な
い
）
は
、
接
地
気

層
－
葉
間
気
層
を
通
っ
て
葉
面
上
に
形
成
さ

れ
て
い
る
葉
面
気
層
（
正
し
く
は
葉
面
境
界

層
）
に
達
し
、
そ
れ
を
通
過
し
て
気
孔
へ
と

流
入
し
葉
内
へ
と
吸
収
さ
れ
る
。
一
方
、
葉

内
の
水
蒸
気
密
度
は
空
気
中
の
そ
れ
よ
り
高

い
の
で
、
水
蒸
気
は
気
孔
を
通
っ
て
逆
向
き

に
流
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
光
合
成
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

る
緑
葉
は
、
気
孔
を
開
い
て
大
気
中
か
ら
Ｃ

Ｏ
２
を
吸
収
す
る
と
同
時
に
、
気
孔
を
通
し

て
多
量
な
水
蒸
気
を
大
気
中
へ
と
放
散
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
植
物
の
光
合
成
過
程

高
収
性
農
業
の
そ
れ
の
六
○
～
七
○
％
と
い

う
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
爆
発
す

る
世
界
人
口
を
前
に
、
多
収
な
高
収
性
農
業

と
や
や
低
収
な
安
全
持
続
型
農
業
を
ど
の
よ

う
に
調
和
さ
せ
る
か
は
、
今
後
解
決
の
い
そ

が
れ
る
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
単
位
蒸
散
量
あ
た
り
の
乾
物
生

産
量
を
表
わ
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
、
多
く

の
測
定
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
Ｓ
色
‐

日
で
す
の
Ｐ
］
ヨ
ヨ
》
』
・
ロ
の
ｍ
・
巳
題
》
し
烏
』
の
竜
》

己
麓
な
ど
）
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
利
用
す
る
と
、
乾
物
一

議
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
蒸
散
量
（
厨

筈
、
高
排
雪
）
を
計
算
で
き
る
。
そ
れ
ら
の

結
果
を
要
約
的
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

Ｃ
４
イ
ネ
科
作
物

体
）
を
生
産
す
る
の
に
、
植
物
（
作
物
）
は

ど
れ
位
の
水
を
放
出
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
を
表
わ
す
の
に
、
つ
ぎ
の
蒸
散
効
率
（
ま

た
は
水
利
用
効
率
）
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
乾
物
生
産
過
程
が
水
を
多
量
に
消
８

費
す
る
過
程
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
水
の
蒸
発
は
多
量
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
す
る
の
で
、
蒸
散
放
熱
は
強
い
日
射

下
で
葉
温
を
適
域
に
維
持
す
る
た
め
の
液
冷

の
一
種
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

雑
琲
違
掛
Ⅱ

一
種
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
一
霊
の
乾
物
（
乾
燥
し
た
植
物

針
小
遣
亜
ｅ
煎
鰄
澱
薄
剛

針
小
盈
亜
ｓ
評
言
聴
言
剛

〆
〆

〆
〆
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（
キ
ビ
、
ソ
ル
ガ
ム
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
な
ど
）
四
ｓ
厨
升
、
厨
認
嘗

Ｃ
３
イ
ネ
科
作
物

（
イ
ネ
、
ム
ギ
類
）
墨
二
噸
受
、
厨
紳
曾

Ｃ
３
作
物

（
ナ
タ
ネ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ワ
タ
な
ど
）

Ｓ
ｃ
富
美
、
厨
評
替

Ｃ
３
マ
メ
科
作
物

（
エ
ン
ド
ウ
、
ベ
ッ
チ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
）

『
ｇ
厨
昊
、
厨
辞
書

こ
の
よ
う
に
、
作
物
は
自
分
自
身
の
体
を

作
出
す
る
過
程
で
莫
大
な
量
の
水
を
浪
費
す

る
。
そ
の
程
度
は
Ｃ
３
マ
メ
科
作
物
で
最
大

で
Ｃ
４
イ
ネ
科
作
物
で
最
小
で
、
二
倍
以
上

の
開
き
が
あ
る
。
こ
の
違
い
は
Ｃ
３
作
物
と

Ｃ
４
作
物
と
の
間
で
の
光
合
成
機
作
の
違

い
、
お
よ
び
マ
メ
科
作
物
で
は
生
合
成
に
よ

り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
油
脂

・
タ
ン
白
質
含
量
の
高
い
こ
と
に
関
係
し
て

い
る
。

人
類
の
必
要
と
す
る
収
穫
物
は
全
乾
物
量

で
は
な
く
、
種
実
な
ど
そ
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
関
係
を
表
す
の
に
、
作
物
生
態
学
の
分

野
で
は
下
の
収
穫
係
数
（
ｈ
）
が
よ
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

の
裸
地
面
や
畦
間
地
面
か
ら
の
蒸
発
を
考
慮

す
る
と
、
必
要
水
量
は
さ
ら
に
若
干
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

上
記
の
説
明
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
人
類

と
多
く
の
家
畜
・
家
禽
類
の
生
存
を
支
え
る

農
作
物
は
、
収
穫
物
の
生
産
過
程
に
お
い
て

多
量
の
水
を
大
気
中
へ
放
出
し
て
い
る
。
こ

い
ま
、
上
に
示
し
た
蒸
散
必
要
量
と
、
ロ

Ⅱ
Ｐ
罫
Ｐ
」
ｓ
値
を
用
い
て
、
収
穫
物
一

少
を
生
産
す
る
の
に
要
す
る
蒸
散
量
（
少
）

を
求
め
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

ｈ＝0．３５

８６０

１７００

１７００

２０００

ｈ＝0.4

７５０

１５００

１５００

１７５０

貴
蒲
索
欝
Ⅱ

Ｃ４イネ科作物

Ｃ３イネ科作物

Ｃ３作物

Ｃ３マメ科作物

角
鯆
癖
ｓ
寄
書
排
雪
郷

苗
藤
曾
ｓ
灘
嘗
剛

勺
。
巴
の
］
（
］
垣
。
②
）

は
穀
類
一
少
の
生

産
に
は
平
均
一
千

少
の
水
が
必
要
と

述
べ
て
い
る
が
、
上

記
の
値
は
Ｃ
４
イ

ネ
科
作
物
は
別
と

し
て
、
勺
。
ｇ
①
］

の
推
定
値
よ
り
大

き
い
。
し
か
も
、

作
物
の
成
育
初
期

地
表
水
と
地
下
水
は
、
大
気
大
循
環
に

よ
っ
て
各
地
に
も
た
ら
さ
れ
る
降
水
に
よ
っ

て
掴
養
さ
れ
て
い
る
。
降
水
は
海
洋
か
ら
の

距
離
や
大
気
の
対
流
を
強
制
す
る
山
岳
の
存

在
お
よ
び
太
陽
放
射
の
強
度
に
よ
っ
て
強
く

影
響
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
陸
上
の
年
間
降
水

量
は
、
砂
漠
域
の
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
か
ら
（
南

米
の
ア
ト
カ
マ
砂
漠
で
は
数
十
年
間
降
水
が

記
録
さ
れ
て
い
な
い
）
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
南

麓
の
五
○
○
○
涙
以
上
ま
で
と
広
い
範
囲
に

変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
降
水
量
の
偏
在
と
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
入
射
量
の
不
均
一
分
布
に
よ
っ
て
、

陸
地
上
の
気
候
の
乾
燥
度
（
ま
た
は
乾
湿

度
）
も
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
。
自
然
植
生
９

の
水
供
給
が
抑
制
さ
れ
る
と
、
作
物
の
乾
物

生
産
過
程
が
撹
乱
さ
れ
、
全
乾
物
量
お
よ
び

収
穫
係
数
が
減
少
す
る
。
こ
の
た
め
収
穫
量

は
激
減
す
る
こ
と
が
し
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
水
資
源
の
確
保
は
、
現
在
と
近
未
来

の
食
料
生
産
を
左
右
す
る
最
も
重
要
な
資
源

問
題
で
あ
る
。

４
．
偏
在
す
る
水
資
源



の
乾
物
生
産
力
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
植
物

生
産
力
は
気
候
が
湿
潤
で
（
植
物
へ
の
水
補

給
が
容
易
）
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
豊
か

、

６

識
図４大陸上におけるＲ、｜の地理的分布（Henningの図を１部簡略化）

表１放射乾燥度による気候帯区分（Haral983） （
光
合
成
活
動
が
盛
ん
）
な
地
域
に
お
い
て

高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

国
巨
ご
岸
。
（
巴
呂
）
が
最
初
提
案
し
、
そ

の
後
巴
の
尊
自
に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
た
放
射

乾
燥
度
（
因
□
目
Ⅱ
勾
己
、
亀
弓
、
こ
こ
で
”
曰

は
年
間
純
放
射
量
烏
Ｃ
巴
／
具
、
１
は
水

の
蒸
発
潜
熱
、
ｒ
は
年
間
降
水
量
、
四
を

用
い
る
と
、
気
候
の
乾
湿
条
件
は
表
ｌ
の
よ

う
に
区
分
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
気
候
帯
の
大

陸
上
の
分
布
が
図
４
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
高
い
生
産
力
の

予
想
さ
れ
る
多
湿
ｌ
半
湿
潤
域
は
赤
道
直
下

の
熱
帯
収
束
帯
域
と
中
緯
度
の
モ
ン
ス
ー
ン

気
候
域
そ
し
て
周
極
地
域
と
に
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
広
い
大
陸
の
多
く
が
亜
熱
帯
高

圧
帯
下
の
乾
燥
・
砂
漠
気
候
域
に
位
置
し
て

い
て
、
水
資
源
の
獲
得
が
極
め
て
む
ず
か
し

い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、
人
口
爆
発
を

か
か
え
る
多
く
の
中
進
国
・
発
展
途
上
国
の

多
く
は
詞
ｏ
閂
ｖ
画
の
気
候
域
に
広
が
っ
て

い
る
。

図
４
の
様
子
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
た

め
に
、
各
地
域
・
大
陸
別
に
Ｒ
Ｄ
Ｉ
別
の
面

積
頻
度
分
布
を
し
ら
べ
た
。
そ
の
結
果
が
図

５
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
対
象
地

域
は
分
布
曲
線
の
特
徴
か
ら
三
つ
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
型
亜
土
地
は
Ｒ
Ｄ
Ｉ
八
２
の

範
囲
に
分
布

南
ア
メ
リ
カ
型
吸
Ｒ
Ｄ
Ｉ
八
２
域
に
高
い

分
布
を
も
つ
が
長
い
裾

を
も
つ
分
布

ア
フ
リ
カ
型
如
Ｒ
Ｄ
Ｉ
ｖ
４
域
に
多
く

分
布

こ
れ
か
ら
、
地
球
上
の
各
地
域
の
気
侯
乾

１０

ＲＤＩ 気候帯の特徴 植物生産力 年間蒸発能

Ｏ～２
多湿気候域（１＞Ｒ

ＤＩ）から半湿潤域

高Ｒｎ域：高生産力

低Ｒｎ域：低館産力

1000～1500mｍ

200～400mｍ

２～７
半湿潤気候域から

半乾燥気候域

水資源の確保があれ

ば高い生産力
1000～1500mｍ

７～1０
砂漠周辺の

半乾燥・乾燥気候域

水資源の確保が困難で

生産力は一般に低い
1500～20001,ｍ

10以上 砂漠気候域
水資源の枯渇により

生産力最低
2000mm以上
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東南アジア型

Sbuhheasナ

南アメリカ型

SbumAmentan

アフリカ型
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表２世界の各大陸の水資源比較（km3／年） 放射乾燥度（ＲＤｌ）別の土地面積分

布曲線の地域間比較（ＵＣＨＩＪＩＭＡａｎｄ

ＯＨＴＡ２０００)．

（）数値は地域平均ＲＤｌを示す。

図５

燥
度
別
の
土
地
分
布
は
特
徴
的
な
変
化
を
し

て
お
り
、
そ
れ
は
各
地
域
の
自
然
植
生
の
タ

イ
プ
と
生
産
力
、
し
た
が
っ
て
農
業
生
産
力

の
現
状
と
今
後
の
発
展
へ
の
水
資
源
の
制
約

の
程
度
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

植
物
生
産
に
利
用
さ
れ
る
水
資
源
は
、
天

水
栽
培
に
お
い
て
は
自
然
の
降
水
か
ら
、
灌

概
耕
地
で
は
地
表
・
地
下
流
出
水
（
降
水
に

よ
っ
て
酒
養
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て

い
る
。
い
ま
、

ソ
連
ｌ
Ｈ
Ｄ
委

員
会
（
＄
ご
）
と

句
ｏ
ｍ
５
」
（
』
や
垣
②
）

の
資
料
を
用
い

て
、
各
大
陸
の

水
資
源
量
を
示

す
と
表
２
の
よ

う
に
な
る
。

表
に
示
さ
れ

て
い
る
流
出
量

は
次
の
よ
う
に

水
資
源
賦
存
量

と
よ
ば
れ
、
最

大
利
用
可
能
な

水
資
源
量
を
、

１１

大陸 降水量 流出量 蒸発散量 流出率

ﾖーロッパ 8,290
2,900～

3,240
4,940 0．３９

アジア 32,200
14,100～

14,550
1８，１００ 0．４４

アブリカ 22,350
4,110～

4,320
16,040 0．１８

北アメＩノカ 1６，２００
6,200～

6,280
9,530 0．３９

南アメリカ 28,400
10,420～

11.700
1５，１２０ 0４１

オーストラリア 7,080
1,970～

2,370
4,390 0．３４

全陸地 119,000 4７，０００ 72,000 0．３９



源
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

勺
。
、
寺
の
」
ら
（
巴
＆
）
は
、
一

表
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
水
資
源
は
重
要

な
環
境
形
成
要
因
で
あ
り
、
多
く
の
野
生
生

物
の
安
全
な
生
息
場
所
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
人
類
は
す
べ
て
の
水
を
利
用
可
能
な
資

推定需要量(ｋｍｌＩ／年）

２，８８０

９７５

３００

２７５

４，４３０

推定消費量(ｋｍ３／年）

１，８７０

９０

５０

２７５

２，２８５

昊
噸
読
貢
刺
脚

Ⅱ
餅
其
団
煎
（
雨
受
脚
ｌ
雑
瀕
騨
脚
）

農業

工業

民生

蒸発損失

計

水
資
源
の
偏

在
と
消
費
地

の
か
た
よ
り

一
九
九
○
年

の
各
部
門
別

の
水
需
要
量

と
消
費
量
を

上
の
よ
う
に

推
定
し
て
い

る
。陸
地
全
体

と
し
て
み
る

と
、
総
流
出

量
の
一
○
％

弱
を
使
用
し

て
い
る
に
す

ぎ
な
い
が
、

図
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
人
類
は
一
三
・

八
億
鯵
の
耕
地
と
一
・
三
億
沙
の
永
久
作
物

畑
そ
し
て
一
七
億
鯵
の
草
地
・
牧
野
を
使
用

を
考
え
る
と
、
人
類
の
水
資
源
利
用
率
が
五

○
％
を
大
き
く
超
え
て
河
川
及
び
湖
沼
生
態

系
そ
し
て
周
辺
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
（
例
え
ば
、
ア
ラ
ル

５
．
生
産
に
必
要
な
水
資
源
量

言
．
。
一
己
・
一
ゼ
コ
ロ
・
」
：
｜
」
・
妾

叶
、
入
｛
。
Ｅ
］
咽
潤
釧
鴎
型

『
】

⑭
□
①
Ｑ
Ｘ
け
い
二
八
Ｈ

Ⅵ
Ｅ
ｏ
ｍ
ｍ
ｘ
ｐ
Ａ
＄
八
や

狸
．
亡
ロ
①
Ｑ
計
詠
徐
Ｉ
型

①
云
匡
汁
到
や
い

い
一
□
○
・
斗
ｑ
－
－
村

Ｅ
コ
ニ
ｇ
ｏ
叩
く
福
会
式

①
Ｃ
Ｃ
Ｕ
」
ロ
ヮ
コ
、
型
什
ｃ
｛
わ

□
シ
□
ｍ
ｍ
ｏ
Ｃ
ピ
わ
ゃ
汁

。
←
ｏ
ぢ
。
薊
三
ｍ
ｍ
八
八
Ｒ

Ｅ
Ｃ
⑪
ロ
メ
ｏ
ｍ
Ｋ
や
砧

尹
旦
」
□
ｍ
升
到
村
杓

。
←
□
←
。
△
申
や
禎
孕
猟

①
且
ａ
Ｘ

ｎ

①
Ｎ
ｌ
ロ
エ
ハ
、
□
中
心
｛

ち
、
二
斗
く
●
、

し
て
食
料
を
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
に

は
、
食
物
作
用
九
○
○
種
、
原
料
作
物
一
千

種
、
そ
し
て
飼
料
・
緑
肥
作
物
四
○
○
種
が

海
や
黄
河
流
域
）
。
日
本
で
は
賦
存
量
の
二

二
％
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
環
境
維
持
や
生

態
系
保
全
を
考
え
る
と
限
度
に
近
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

図６．世界の人類を扶養している15作物の年間生産量

（ＦＡＯ資料より作成）
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食料生産と水資源

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
類
の
食
料

生
産
の
な
か
で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る

の
は
、
図
６
に
示
す
十
五
作
物
で
あ
る
。

こ
の
十
五
主
要
作
物
の
年
間
生
産
量
、
作

物
種
の
特
徴
お
よ
び
生
産
必
要
水
量
の
デ
ー

タ
を
用
い
る
と
、
収
穫
物
生
産
の
た
め
作
物

群
の
年
間
消
費
水
量
は
次
の
よ
う
に
試
算
で

き
る
。

⑰
．
』
（
ず
Ⅱ
Ｐ
』
）
１
９
］
（
宮

Ⅱ
Ｐ
韻
）
％
と
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
多
く
の

耕
地
の
集
中
し
生
産
量
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
二
○
％
に
達
す
る

ｈ＝０．３５：43,857億ﾄン（＝4,386km3）

ｈ＝０．４０：38,579億ﾄン（＝3,858km$）

た
だ
し
、
こ
の
数
値
は
作

物
葉
か
ら
の
蒸
散
活
動
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
水
量
だ
け

を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
作
物
の
発
芽
。

成
育
初
期
に
お
け
る
地
面
蒸

発
お
よ
び
成
育
後
の
畦
間
蒸

発
を
考
え
る
と
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
一
○
～
二
○
％

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
上

の
蒸
散
損
失
量
を
表
２
に
示

し
た
各
大
陸
の
蒸
発
散
量
と

比
較
す
る
と
、
全
陸
地
で
は

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

【
の
。
（
］
巳
］
四
ロ
ニ
ロ
ョ
の
日
。
』
（
｝
老
」
）
は

二
○
五
○
年
の
食
糧
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
表
３

を
発
表
し
て
い
る
。

少
子
化
傾
向
と
感
染
症
の
広
が
り
の
た
め

1994を単純化）2050年の食糧シナリオ（kendallandPimente表３

に
、
世
界
人
口
の
増
勢
は
鈍
り
、
常
識
的
シ

ナ
リ
オ
よ
り
や
や
下
回
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
人
口
増
と
所
得
水
準
の
上
昇

を
考
え
る
と
、
現
在
の
一
・
四
倍
の
穀
類
生

産
（
二
八
億
ト
ン
）
が
必
要
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
五
十
年
間
に
お
け
る
農
業
科
学
の

進
歩
に
よ
っ
て
多
く
の
技
術
が
開
発
さ
れ
、

平
均
単
収
は
現
在
（
二
・
六
五
少
／
鯵
）
よ

り
約
一
・
七
倍
（
四
・
五
二
ト
ン
／
鯵
）
に
上
昇

す
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
作
物
の

乾
物
生
産
力
の
増
大
と
収
穫
係
数
の
増
加
に

よ
っ
て
主
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
、
蒸
散
効
率

の
改
善
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
い
な
い
（
蒸

散
効
率
は
植
物
の
光
合
成
活
動
と
い
う
基
本

的
機
能
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
大
幅

な
改
善
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
）
。

し
か
し
、
点
滴
灌
概
法
な
ど
の
採
用
に
よ

り
、
地
面
蒸
発
は
大
幅
に
抑
制
で
き
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
が
、
常
識
的

な
二
○
五
○
年
食
糧
シ
ナ
リ
オ
で
も
、
二
八

億
ト
ン
の
穀
類
生
産
が
必
要
で
、
作
物
生
産
の

た
め
の
消
費
水
量
も
一
・
四
倍
、
す
な
わ
ち
げ

Ⅱ
Ｃ
・
韻
で
Ｐ
］
色
百
勢
、
ロ
Ⅱ
Ｃ
・
ち
で
回
さ
］
百
国

の
水
量
と
な
る
。
地
球
気
候
の
温
暖
化
に
と

1３

悲観的シナリオ 常識的シナリオ 楽観的シナリオ

世界全人口（億人） 130 100 7８

穀類栽培耕地
(億ｈａ）

全体

潅概地

7．０４

1，１９

6．２０

1．１２

8．４５

1．７０

穀類総生産量（億ﾄﾝ）

人当隼産量（kg／人･年）

2４

192

2８

280

3２
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も
な
ぃ
降
水
量
も
数
％
増
加
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
Ｔ
四
倍
に
増
大
す
る
生
産
用

水
量
を
ま
か
な
う
に
は
、
莫
大
な
水
量
を
流

出
水
量
か
ら
耕
地
に
導
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

一
方
、
温
暖
化
に
伴
っ
て
地
面
・
植
被
面

か
ら
の
水
の
放
散
Ｉ
蒸
発
散
量
は
増
大
し
、

河
川
流
出
量
は
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
常
識
的
な
食
糧
シ
ナ

リ
オ
で
も
、
そ
の
達
成
に
は
水
資
源
の
確
保

と
い
う
大
き
な
難
関
が
控
え
て
い
る
。

I‘

〆



高齢化社会と社会保障政策

高
齢
化
社
会

日
本
の
一
九
九
九
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
一
・
三
四
と
な
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
の
一
・
三
八
よ

り
低
位
推
計
の
一
・
三
二
に
接
近
し
て
い

る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は

一
九
九
七
年
に
出
生
率
に
つ
い
て
中
位
、
高

位
、
低
位
の
三
通
り
仮
定
を
置
い
た
人
口
推

計
を
行
っ
て
い
る
。
中
位
推
計
で
は
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
二
○
○
○
年
に
一
・
三
七
九

と
最
低
値
に
な
り
、
そ
の
後
上
昇
に
転
じ
る

と
予
測
し
て
い
る
が
、
’
九
九
九
年
時
点
で

す
で
に
こ
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

少
子
・
高
齢
化
の
問
題
は
、
二
○
○
七
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
総
人
口
数
の
問

題
と
、
二
○
五
○
年
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て

１
．
加
速
す
る
少
子
・
高
齢

化三
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
に
な

る
と
い
う
年
齢
構
成
の
変
化
と
い
う

問
題
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
総
人
口
数
の
そ
の
も
の
の
増
減

に
つ
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
な
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
議

論
が
あ
る
が
、
年
齢
構
成
の
変
化
は

社
会
保
障
を
中
心
に
大
き
な
問
題
を

引
き
起
こ
す
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
に

占
め
る
割
合
が
高
く
な
る
と
い
う
高

齢
化
は
先
進
国
共
通
の
現
象
で
あ
る

が
、
図
１
か
ら
も
明
ら
か
の
よ
う

に
、
日
本
の
高
齢
化
は
そ
の
程
度
も

深
刻
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
ス

図１

アー(９６)・(図表2-1)各国の高齢化の進展

4０

５
０

５
０

３
３

２
２

６
５
崖
以
上
人
口
比
率
の
最
商
価
（
程

度
）

1５

9５8５7５６５4５ 5５3５2５1５

高齢化率が１０から20％に上昇するに要する年数(高齢化のスピード）
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高
齢
化
は
財
市
場
、
労
働
市
場
、
資
本
市

場
を
通
じ
て
日
本
経
済
に
影
響
を
与
え
る
。

図
２
は
二
○
○
○
年
を
基
準
と
し
た
労
働
力

人
口
の
見
通
し
と
家
計
支
出
総
額
の
動
き
を

示
し
て
い
る
。
労
働
力
人
口
の
動
き
は
労
働

省
雇
用
政
策
研
究
会
二
九
九
九
）
の
推
計

に
基
づ
い
て
お
り
、
支
出
総
額
の
動
き
は
、

現
在
の
世
帯
主
年
齢
別
の
支
出
行
動
を
前
提

に
、
年
齢
別
世
帯
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
家

計
の
支
出
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
示
し

て
い
る
。
年
齢
別
世
帯
構
成
お
よ
び
人
口
要

因
に
よ
っ
て
家
計
の
総
支
出
額
は
二
○
一
○

年
ま
で
は
増
加
し
、
二
○
一
○
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
る
。
現
行
の
生
産
シ
ス
テ
ム

ビ
ー
ド
が
速
い
点
も
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
他
の
先
進
国
よ
り
も
短
時

間
で
高
齢
化
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
そ
の
負

担
を
め
ぐ
る
利
害
の
調
整
が
困
難
に
な
る
。

ま
た
、
日
本
は
先
進
国
中
最
悪
の
政
府
債

務
残
高
を
抱
え
た
ま
ま
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
に
突
入
す
る
点
も
、
考
慮
し
な
い
と
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
改
革
は
実
効
性

２
．
高
齢
化
と
曰
本
経

済

を
前
提
に
す
る
と
、
労
働
需
要
も
同
様
の
動

き
を
す
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
労
働
力

人
口
は
高
齢
者
や
女
性
の
労
働
力
率
は
上
昇

す
る
も
の
の
、
相
対
的
に
労
働
力
率
の
低
い

高
齢
者
層
が
増
え
る
た
め
、
労
働
力
人
口
は

二
○
○
五
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
。

労
働
供
給
の
ピ
ー
ク
は
労
働
需
要
の
ピ
ー
ク

よ
り
も
早
く
来
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
、
労
働
市
場
が
逼

迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
年
齢
別
世

帯
構
成
の
変
化
に
よ
る
家
計
の
需
要
構
成
の

変
化
も
あ
る
。
高
齢
化
に
よ
っ
て
保
健
・
医

療
、
娯
楽
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
成
長
率

が
特
に
高
く
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

が
な
い
。
公
的
年
金
の
財
政
再
計
算
、
政
府

の
経
済
・
財
政
見
通
し
な
ど
の
多
く
が
中
位

推
計
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
て
お
り
、
実
際

の
出
生
率
が
中
位
推
計
を
下
回
る
少
子
・
高

齢
化
の
「
加
速
」
は
人
口
の
変
動
と
い
う
財

政
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

アー

特
徴
は
労
働
集
約
的
で
あ
り
、
全
体
と
し
て

労
働
需
要
は
一
層
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

た
め
、
労
働
力
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

よ
う
に
労
働
節
約
的
な
技
術
革
新
が
必
要
に

な
る
が
、
国
際
比
較
に
よ
っ
て
、
労
働
力
人

口
の
低
下
を
補
う
よ
う
に
労
働
生
産
性
が
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
関
係
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
十
分
に
技
術
革
新
は
期
待
で
き

る
。
し
か
し
、
労
働
力
人
口
の
年
齢
構
成
に

お
い
て
若
年
労
働
者
の
急
減
と
高
齢
労
働
労

働
者
の
急
増
が
発
生
す
る
た
め
、
現
在
の
よ

う
な
若
年
労
働
者
に
偏
っ
た
労
働
需
要
構
造

に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
大
量
の
失
業
者
が
存
在
す
る
一
方
で
、
若

年
者
を
中
心
と
し
た
求
人
が
存
在
し
、
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
す
る
。
高
齢
者
や
女
性
の

労
働
力
率
を
引
き
上
げ
な
が
ら
同
時
に
労
働

の
流
動
性
を
高
め
、
年
齢
差
別
的
な
雇
用
慣

行
を
改
革
し
、
労
働
力
の
効
率
配
分
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
は
資
本
市
場
に
も
影
響
を
与
え

る
。
家
計
が
現
役
時
代
に
貯
蓄
を
行
い
、
老

後
そ
れ
を
取
り
崩
す
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
的
な
貯
蓄
行
動
を
行
え
ば
、
高
齢
化
に

よ
っ
て
経
済
全
体
の
貯
蓄
率
は
急
激
に
低
下

1６



高齢化社会と社会保障政策

人ロ構造の変化による消費と供給の変化

1.05

１
-←家計消費

-←労働力
重i譲薑M１ ０．９５

0.9

2０００２００５２０１０２０１５２０２０

図２

す
る
こ
と
に
な
り
、
蓄
行
動
は
観
察
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ

資
本
形
成
を
阻
害
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
貯
蓄
行
動
は
就
業
の

る
予
測
も
あ
る
。
し
有
無
や
所
得
階
層
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が

か
し
な
が
ら
、
日
本
あ
り
、
無
業
、
低
所
得
階
層
は
ラ
ィ
フ
サ
ィ

に
お
い
て
は
純
粋
な
ク
ル
的
な
貯
蓄
行
動
を
す
る
が
、
有
業
、
中

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
貯
・
高
所
得
階
層
で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
的
な

蕾
モ
デ
ル
は
成
立
し
貯
蓄
行
動
を
と
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

な
い
と
い
う
指
摘
も
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
た
上
で
、
年
齢

あ
り
、
将
来
の
日
本
別
世
帯
構
成
・
人
口
要
因
に
よ
っ
て
家
計
の

の
貯
蓄
率
に
つ
い
て
貯
蓄
率
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
計
算

は
議
論
が
分
か
れ
て
す
る
と
、
一
九
九
九
年
か
ら
一
一
○
二
○
年
に

い
る
。
特
に
同
居
高
か
け
て
貯
蓄
率
は
一
一
％
弱
低
下
す
る
が
、
そ

齢
者
の
貯
蓄
行
動
に
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
貯
蓄
率
の
高
い
就
業

つ
い
て
、
デ
ー
タ
上
高
齢
者
の
数
が
増
加
す
れ
ば
、
貯
蓄
率
の
低

も
子
供
が
世
帯
主
に
下
は
よ
り
緩
や
か
な
も
の
に
な
る
。
ま
た
、

な
る
と
高
齢
者
の
貯
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
社
会

。
研
研
教
講
師
の
閣
勧
蝿
窕
弘
一
”
剛
球
膣
保
障
制
度
へ

『》一一一》》一》一》一》》一（》》 ある。し
か

し
な
が
ら
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
支
出

増
加
に
よ
る
財
政
赤
字
の
拡
大
を
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
す
る
た
め
所
得
移
転
が
増
加
す
る
の

で
、
政
府
部
門
を
通
じ
る
形
で
マ
ク
ロ
全
体

の
貯
蓄
率
は
現
在
よ
り
減
少
す
る
の
は
確
実

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
資
本
供
給
の
制
約
は

国
際
金
融
市
場
に
お
け
る
資
本
流
入
に
よ
っ

て
も
十
分
に
補
わ
れ
ず
、
結
局
、
貯
蓄
制
約

に
よ
っ
て
投
資
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
。

以
上
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
労
働
供
給
、
資

本
供
給
が
経
済
成
長
要
因
と
し
て
期
待
で
き

な
く
な
り
、
技
術
進
歩
の
み
が
経
済
成
長
の

エ
ン
ジ
ン
と
な
る
。

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
最
も
不
安
定
に
な
る

の
が
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
。
社
会
保
障
給

付
の
六
四
％
は
高
齢
者
向
け
で
あ
り
、
そ
の

費
用
の
ほ
と
ん
ど
が
現
役
世
代
に
よ
っ
て
負

担
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
若
年
世
代
に

と
っ
て
、
負
担
し
た
社
会
保
障
費
用
よ
り
、

将
来
受
給
を
期
待
で
き
る
社
会
保
障
給
付
の

３
．
社
会
保

の
再
構

築障

ジー
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方
が
は
る
か
に
小
さ
い
と
い
う
「
世
代
間
の

公
平
性
」
に
対
す
る
不
満
も
大
き
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
国
民
年
金
空

洞
化
の
急
激
な
拡
大
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。

空
洞
化
の
原
因
が
、
保
険
料
負
担
能
力
で
は

な
く
、
年
金
制
度
へ
の
不
安
で
あ
る
。
図
３

参
照
。

０
５
ｉ

印
池
『
臼
四
列
恒
鞠
胆
已

悪
マ
マ
ｊ
灸
騒
＆

悪
寸
甸
四
句
便
燃
麿
『

魂
山
③
》
【
凹
勾
Ｒ
Ｍ
壁

図３ 国民年金未納の理由

療
費
の
変
化
を
見
て
み
よ
う
。

医
療
費
を
子
供
層
、
現
役
層
、
高
齢
層
に
分

け
る
と
、
少
子
化
の
影
響
で
子
供
層
の
医
療

費
は
減
少
、
現
役
層
の
医
療
費
も
二
○
○
五

年
に
減
少
に
転
じ
る
。
｜
方
、
高
齢
人
口
の

増
加
に
よ
っ
て
高
齢
層
の
医
療
費
は
増
加
し

社
会
保
障
制
度
を
安
定
的
に

維
持
す
る
た
め
に
は
、
将
来
世

代
が
受
け
入
れ
可
能
な
制
度
で

あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
人
口
変
動
に
あ
わ
せ
た
給

付
と
負
担
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
度

成
長
期
に
拡
大
し
た
社
会
保
障

給
付
の
引
き
締
め
は
進
ん
で
い

な
い
。
特
に
年
金
改
革
が
遅

れ
、
団
塊
の
世
代
の
年
金
水
準

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
十
分
な

時
間
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
団
塊

の
世
代
が
本
格
的
に
老
人
医
療

を
利
用
す
る
の
に
や
や
時
間
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
医
療

改
革
を
終
了
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
人
口
要
因
の
み
に
よ
る
医

つ
づ
け
、
二
○
二
○
年
に
は
高
齢
層
の
医
療

費
が
総
医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
六
○
％
を

超
え
、
総
医
療
費
も
三
六
兆
円
に
達
す
る
。

し
か
し
、
国
民
医
療
費
の
増
加
率
は
毎
年
一

％
程
度
で
あ
り
、
厚
生
省
や
医
師
会
の
推
計

図４
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高齢化社会と社会保障政策

よ
り
も
小
さ
い
。
こ
れ
は
診
療
報
酬
や
薬
価

と
い
っ
た
価
格
要
因
や
技
術
進
歩
要
因
を
考

慮
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
技
術
進
歩
、

診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
成
長
率
を
二
％
と
す

る
と
、
二
○
二
○
年
に
は
国
民
医
療
費
は
五

一
一
一
・
四
兆
円
に
、
同
じ
く
三
％
成
長
と
み
る

と
、
六
四
・
九
兆
円
に
、
さ
ら
に
高
齢
者
医

療
の
成
長
率
を
一
・
五
％
、
現
役
、
若
年
者

部
分
の
医
療
成
長
率
を
二
・
五
％
と
す
る

と
、
五
一
・
三
兆
円
に
な
る
。
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
医
療
費
問
題
は
、
供
給
面
に
関
す

る
診
療
報
酬
や
薬
価
を
工
夫
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
抑
制
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
４

社
会
保
障
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
二

種
類
の
考
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
社
会
保

険
、
年
金
中
心
型
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
。

年
金
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
現
行
水

準
を
維
持
し
な
が
ら
、
高
齢
期
に
お
け
る
医

療
、
介
護
等
の
保
険
料
、
自
己
負
担
を
現
役

世
代
な
み
に
徴
収
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
介
護
保
険
の
よ
う
に
保
険
料
を
年
金
天

引
き
と
い
う
形
で
行
え
ば
、
年
金
の
実
質
的

な
減
額
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
形
の
社
会
保

障
を
進
め
る
な
ら
ば
、
自
己
負
担
部
分
や
社

会
保
険
給
付
で
カ
バ
ー
す
る
以
外
の
部
分
の

以
上
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
を

検
討
し
て
き
た
が
。
二
十
一
世
紀
、
高
齢
化

費
用
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
民
間
保
険
の
充

実
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
必
要
に
な
る
。

一
方
、
も
う
一
つ
の
考
え
方
は
、
税
、
医
療

・
介
護
重
視
型
で
あ
る
。
個
人
が
あ
る
程
度

必
要
額
を
予
測
で
き
る
老
後
所
得
に
つ
い
て

は
、
公
的
年
金
を
よ
り
ス
リ
ム
化
し
、
私
的

年
金
の
比
重
を
高
め
、
一
方
、
不
確
実
性
の

高
い
医
療
・
介
護
は
公
的
給
付
を
充
実
さ
せ

る
考
え
方
で
あ
る
。
個
人
の
不
確
実
性
に
対

す
る
対
応
能
力
を
考
え
る
と
後
者
の
現
物
給

付
型
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
実
際
に
は
、
諸
改
革
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
帳
尻
合
わ
せ
的
に
、
年
金
中
心
型
に
進

ん
で
い
く
可
能
性
も
高
い
。
い
ず
れ
の
方
向

に
進
む
に
し
て
も
、
大
き
な
政
府
（
福
祉
国

家
論
）
か
小
さ
な
政
府
（
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト

論
）
か
と
い
う
二
者
択
一
の
議
論
で
は
な

く
、
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
退
職
、
失
業
、

疾
病
な
ど
の
リ
ス
ク
そ
の
も
の
を
小
さ
く
す

４
．
高
齢
化
す
る
ア
ジ
ア

曰
本
の

問
題
が
深
刻
な
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
。

図
５
で
も
わ
か
る
よ
う
に
韓
国
・
シ
ン
ガ

る
よ
う
に
、
国
民
を
動
機
づ
け
る
制
度
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障

の
中
心
原
理
で
あ
る
応
能
負
担
や
給
付
の

ニ
ー
ズ
原
理
か
ら
努
力
や
責
任
に
応
じ
、
社

会
保
障
、
公
的
支
援
に
よ
っ
て
個
人
の
自
立

を
促
す
よ
う
な
「
第
三
の
道
」
を
追
求
す
る

こ
と
に
な
る
。
特
に
、
高
齢
期
ま
で
十
分
に

準
備
期
間
が
あ
り
、
人
口
構
造
の
変
動
の
過

渡
期
に
お
い
て
負
担
が
集
中
す
る
四
十
歳
以

下
の
世
代
に
対
し
、
集
中
的
に
私
的
年
金
の

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
し
、
健
康
維
持
活
動

へ
の
支
援
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
保

育
・
教
育
・
職
業
訓
練
と
続
く
連
続
的
な
人

的
資
本
強
化
の
支
援
を
行
い
、
個
人
の
生
活

保
障
能
力
を
強
化
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

社
会
保
障
、
税
制
に
組
み
込
み
、
人
口
構
造

の
変
動
に
対
し
て
少
し
で
も
安
定
性
の
あ
る

仕
組
み
に
切
り
か
え
る
必
要
が
あ
る
。
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高齢化社会と社会保障政策

出
生
率
（
図
９
）

を
示
し
て
お

り
、
さ
ら
に
社

会
保
障
制
度
の

仕
組
み
も
類
似

し
て
い
る
。
日

本
の
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
維

持
可
能
な
社
会

保
障
体
系
の
再

構
築
へ
の
試
み

は
、
二
十
一
世

紀
に
高
齢
化
を

経
験
す
る
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
の

社
会
保
障
制
度

構
築
に
も
参
考

に
な
る
で
あ
る

一
つ
。

６
、
図
７
参
照
）

特
に
韓
国
は
女
性
の
就
業
行
動
（
図
８
）
、

出
生
率
（
図
９
）
な
ど
、
日
本
と
似
た
動
き

図８

日本･韓国･シンガポールの女性の就薬行動
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０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
５
０
５

２
１
１偶
珊
週

－◆－日本

一■－韓国

鱈…シンガポール

‘‘‘‘鐵〆'ｊＭＷ
年齢

2１



わ
た
く
し
の
よ
う
な
若
輩

が
教
育
を
語
る
の
は
は
な
は

だ
借
越
で
は
あ
り
ま
す
が
、

常
々
教
育
に
つ
い
て
強
い
関

心
を
懐
い
て
お
り
ま
し
た

し
、
と
く
に
最
近
は
政
務
次

官
と
し
て
文
部
行
政
に
関

わ
っ
た
経
験
か
ら
も
、
こ
こ

に
不
明
を
省
み
ず
自
ら
の
信

ず
る
と
こ
ろ
を
披
瀝
し
た
い

と
の
思
い
で
、
あ
え
て
筆
を

執
っ
た
次
第
で
す
。

文
部
政
務
次
官
を
拝
命
し

て
以
来
、
当
然
な
が
ら
こ
れ

ま
で
以
上
に
ご
父
母
の
み
な

さ
ん
や
教
職
員
の
方
々
と
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
教
育
論
を

た
た
か
わ
す
機
会
が
ふ
え
ま

し
た
。
じ
っ
さ
い
、
わ
が
国

の
教
育
現
状
は
問
題
山
積
で

あ
り
、
解
決
策
に
つ
い
て
も

種
々
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が

あ
っ
て
、
は
た
し
て
ど
こ
か

ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か

困
惑
し
き
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
た
く
し
は
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
続

け
て
い
た
昭
和
四
十
年
の
生
ま
れ
で
、
多
く

の
日
本
人
が
食
べ
る
６
の
着
る
も
の
に
不
自

由
し
な
く
な
り
、
比
較
的
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
し
た
。
わ
た

し
自
身
、
さ
い
わ
い
に
も
恵
ま
れ
た
家
庭
環

境
に
育
ち
、
小
学
生
の
頃
な
ど
は
、
学
校
の

先
生
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て
授
業
が
中

止
に
な
る
と
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
大
喜

び
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
「
良
き
時
代
」
に
も
す
で
に

今
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
な
ど
の
現
象
は
存

在
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
状

況
を
見
れ
ば
、
教
育
現
場
で
問
題
が
激
増
し

て
い
る
の
は
あ
な
が
ち
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と

情
報
の
氾
濫
の
せ
い
ば
か
り
で
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
少
年

少
女
の
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
、
ふ
つ
う
の

若
者
た
ち
の
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
非
行
、

陰
湿
卑
劣
を
き
わ
め
る
蜜
一
位
は
て
は
成
人

顔
負
け
の
凶
悪
犯
罪
が
連
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
事
件

が
続
発
す
る
の
か
、
国
民
は
身
近
な
事
例
に

脅
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
将
来
に
対

す
る
不
安
を
隠
し
き
れ
な
い
で
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
が
ひ
と
り
若
年
層

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題

で
あ
る
の
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
と
く
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
戦
後
五
十
数
年
、
日
本
社
会

の
す
み
ず
み
ま
で
晴
一
伝
さ
れ
、
主
張
さ
れ
、

追
求
さ
れ
て
き
た
人
権
、
自
由
、
平
等
と
い

う
民
主
主
義
の
規
範
に
は
、
当
然
、
責
任
、

規
律
、
義
務
の
裏
付
け
が
伴
う
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
権
利
と
義
務
と
の
、
い
わ
ば
コ
イ
ン
の
両

面
で
あ
る
べ
き
も
の
が
ま
っ
た
く
別
々
の
方

向
に
進
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
す
。
か
く
申

す
わ
た
く
し
も
、
自
ら
の
生
活
と
行
動
を
省

み
る
と
き
、
伍
促
た
る
思
い
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
等
あ
る
い
は
公
平
に
つ
い
て
言
う
な

ら
、
た
と
え
ば
、
小
学
校
の
運
動
会
に
つ
き

も
の
の
徒
競
走
を
行
う
と
き
、
走
り
終
え
た

子
ど
も
た
ち
に
順
位
を
つ
け
な
い
方
針
を
と

る
、
あ
る
い
は
あ
ら
か
じ
め
タ
イ
ム
を
計
っ

て
速
い
順
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
本
番
で

ゴ
ー
ル
の
と
き
に
あ
ま
り
差
が
出
な
い
よ
う

2２



日本の教育を考える

工
夫
す
る
学
校
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
の

理
由
を
問
う
と
、
負
け
る
子
が
か
わ
い
そ
う

だ
か
ら
公
平
に
し
な
く
て
は
、
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
の
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。す
べ
て
の
人
間
が
平
等
で
あ
り
、
公
平
に

扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
運
動
会
で
の
徒
競
走
で
負
け
る

子
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
順
位
を
つ
け
な
い

と
い
う
の
が
学
校
の
方
針
で
あ
る
な
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
喜
び
や
悔
し

さ
と
い
っ
た
人
間
の
自
然
な
感
情
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
間
関
係
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、
成
長
段
階

に
あ
る
子
ど
も
の
頃
か
ら
競
わ
せ
る
べ
き
と

iii
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官

こ
ろ
は
競
わ
せ
、
協
調
す
べ
き
と
こ
ろ
は
協

調
し
、
助
け
合
う
べ
き
と
こ
ろ
は
助
け
合

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
個
人
の
資
質
や
能
力
の
相
違
、
自

信
や
敬
意
、
努
力
や
忍
耐
、
満
足
や
失
意
、

反
省
や
達
成
感
な
ど
、
豊
か
な
感
情
を
育
て

て
行
く
の
が
真
の
教
育
だ
と
、
わ
た
く
し
は

思
う
の
で
す
。

故
小
渕
前
首
相
の
提
唱
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
教
育
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
、
青
少
年

に
よ
る
奉
仕
活
動
や
体
験
学
習
の
義
務
化
が

論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
も
こ
れ

に
は
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
し
ま
す
。

他
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
文
字
ど
お

り
あ
く
ま
で
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
行
う
も

の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
強
制
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
の
反
論
も
あ
り
ま
す
。
は

て
は
奉
仕
活
動
の
義
務
化
は
徴
兵
制
へ

の
準
備
だ
と
批
判
す
る
声
さ
え
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

し
か
し
、
知
識
や
学
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
だ
け
が
勉
強
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
い
日
々
に
集
団
生
活
を
通
じ
て

規
律
や
ル
ー
ル
を
守
る
訓
練
を
す
る
こ

と
は
、
半
ば
強
制
し
て
こ
そ
初
め
て
実

効
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
。
ま
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
的
弱
者
の
存

在
を
知
り
、
苦
痛
を
理
解
し
、
悲
し
み
を
思

い
や
る
心
を
養
う
の
は
、
遊
び
た
い
さ
か
り

の
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的
に
で
き
る
ほ
ど
な

ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
験
学
習
か
ら
触
発
さ
れ
る
も
の
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
将
来
へ

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
を
「
徴
兵
制
へ
の
準
備
」
な
ど
と

批
判
す
る
の
は
飛
躍
も
は
な
は
だ
し
く
、
わ

た
く
し
は
理
解
に
苦
し
む
ば
か
り
で
す
。

学
校
教
育
の
場
で
教
え
る
立
場
の
教
職
員

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。
た

し
か
に
、
児
童
生
徒
や
父
母
の
側
に
多
様
な

能
力
と
価
値
観
が
混
在
す
る
今
日
の
状
況
で

は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
か
な
ら
ず
し
も
す
べ

て
の
子
ど
も
が
学
校
に
通
え
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
時
代
に
比
べ
て
、
教
職
員
の
苦
労
は

並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
と
て
も
、
教
職
員
の
質
的
向
上
を

要
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
理
由
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

新
し
い
教
職
過
程
で
は
、
大
学
等
で
の
指
認

定
授
業
科
目
の
履
修
と
学
校
で
の
教
育
実
習



に
加
え
て
、
免
許
の
種
類
に
よ
っ
て
は
相
当

時
間
の
「
介
護
等
の
体
験
」
が
必
修
科
目
と

し
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
少
子
化
に
よ
っ
て
教
育
職
へ
の

入
口
が
ま
す
ま
す
狭
く
厳
し
く
な
り
、
競
争

と
淘
汰
と
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
を
免
れ
ぬ
た

め
、
結
果
と
し
て
質
的
に
向
上
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
知
識
と
学
力
の
み

の
競
争
と
選
抜
で
あ
っ
て
は
、
抜
本
的
解
決

に
は
ほ
ど
遠
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
は
提
案
し
た
い
。
介
護

施
設
や
養
護
施
設
で
お
年
寄
り
や
障
害
者
の

世
話
を
す
る
体
験
を
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
教
職

免
許
の
条
件
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
や

自
然
環
境
な
ど
校
外
で
子
ど
も
た
ち
が
集
う

場
で
の
交
流
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
教
職

に
就
く
前
に
、
｜
年
間
、
民
間
企
業
で
の
社

会
人
体
験
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
す
。

一
般
に
学
校
の
教
師
は
視
野
が
狭
く
、
社

会
人
と
し
て
の
常
識
に
欠
け
る
こ
と
は
よ
く

指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
し
て
や
大
学
で

の
教
職
課
程
を
修
了
後
、
直
ち
に
現
場
で
子

ど
も
の
教
育
に
当
た
る
と
い
う
の
で
は
、
基

礎
学
力
の
指
導
は
で
き
て
も
、
い
わ
ゆ
る
全

人
教
育
の
実
践
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
短
期
間

で
も
、
メ
ー
カ
ー
や
商
社
、
銀
行
や
流
通
業

の
従
業
員
と
し
て
勤
務
し
、
製
品
は
ど
の
よ

う
に
し
て
企
画
開
発
さ
れ
、
製
造
さ
れ
、
品

質
管
理
さ
れ
、
販
売
さ
れ
る
の
か
、
顧
客
と

は
ど
の
よ
う
に
接
す
べ
き
か
、
会
議
で
は
ど

の
よ
う
に
議
論
し
妥
協
点
を
見
出
す
の
か
、

意
思
決
定
の
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

上
司
や
同
僚
と
は
ど
の
よ
う
に
付
き
合
い
、

人
間
関
係
を
築
く
の
か
。
こ
う
し
た
実
社
会

の
体
験
が
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
、
ま
ち
が

い
な
く
社
会
の
一
員
で
あ
る
学
校
教
師
の
視

野
を
広
げ
、
生
き
た
知
識
を
子
ど
も
た
ち
に

分
か
ち
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
ま

す
。も
と
よ
り
教
育
と
い
う
「
聖
職
」
を
担
う

者
に
は
、
将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
情
熱
を
も
っ
て
心
身
を
厳
し
く
鍛
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
責
任
を
学
校
に

の
み
押
し
付
け
が
ち
の
風
潮
も
、
問
題
視
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
教
育
は
胎
児
の
と
き
か
ら
と
い

う
極
論
も
あ
り
ま
す
。
家
族
の
状
況
も
ま

た
、
か
つ
て
の
そ
れ
と
は
大
い
に
異
な
り
、

多
様
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
塑

情
を
抱
え
た
家
庭
環
境
に
つ
い
て
一
概
に
論

ず
る
の
は
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
ブ
ッ
ク

・
ス
タ
ー
ト
な
る
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
母

親
ま
た
は
父
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を
、
た
と
え
一

日
十
分
間
で
も
い
い
、
膝
の
上
に
乗
せ
て
、

お
話
を
し
、
あ
る
い
は
本
を
読
ん
で
聞
か
せ

る
、
そ
う
い
う
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
愛
情
の
中
に
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
公
共
の
場
で
不
快

感
を
与
え
な
い
人
間
に
育
つ
よ
う
、
最
低
限

の
マ
ナ
ー
を
き
び
し
く
教
え
込
む
必
要
が
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

青
少
年
の
マ
ナ
ー
を
論
ず
る
と
き
、
き

ま
っ
て
例
に
挙
が
る
の
が
電
車
の
座
席
に
か

か
わ
る
こ
と
で
す
が
、
わ
た
く
し
は
そ
れ
に

も
ま
し
て
、
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
習
慣
を

家
庭
で
も
学
校
で
も
き
び
し
く
、
あ
る
い
は

う
る
さ
く
注
意
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
薦
め
た
い
の
で
す
。
学
校
で
は
先
生
や
友

だ
ち
に
、
地
域
に
あ
っ
て
は
顔
見
知
り
の
隣

人
に
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
に
ち

は
、
と
挨
拶
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
共
の



人
口
と
開
発
’
二
十
一
世
紀
日
本
を
語
る

に
は
、
こ
れ
に
環
境
の
セ
ク
タ
ー
を
加
え
て

論
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

’
九
二
○
年
、
わ
が
国
東
京
圏
（
｜
都
二

県
）
に
居
住
す
る
人
口
は
七
五
八
万
人
、
全

国
の
わ
ず
か
一
三
％
で
あ
っ
た
の
が
、
八
○

年
を
経
た
今
、
一
一
一
三
○
○
万
人
、
二
六
％
も

の
人
口
が
集
中
分
散
す
る
。

東
京
は
、
日
本
の
首
都
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
中
枢
管
理
、
情
報
、
金
融
の
一
極
集
中

も
進
み
、
世
界
都
市
ト
ウ
キ
ョ
ウ
と
し
て
突

場
に
お
い
て
初
対
面
の
人
、
赤
の
他
人
に
対

し
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
失
礼
し
ま
し

た
、
な
ど
、
た
ん
な
る
会
釈
で
な
く
、
か
な

ら
ず
声
を
出
し
て
言
葉
で
挨
拶
を
す
る
の
で

す
。ポ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
国

宋
占
小
の
唱
憩
児
ョ
媚
．
《
。
．’

出
し
た
地
位
と
化
し
た
。
こ
の
過
程
で
次
第

に
目
前
の
漁
業
の
宝
庫
、
万
民
の
海
と
し
て

の
貴
重
な
東
京
湾
の
二
二
％
を
も
埋
立
て
、

自
然
海
岸
の
大
方
は
消
滅
し
た
。
最
後
に
残

は
ん
ず

る
三
番
瀬
と
盤
州
干
潟
が
、
そ
の
保
全
を
め

ぐ
っ
て
い
ま
正
念
場
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
事
業
の
見
直
し
が
進
む
時
、
埋
立
て

や
干
拓
は
ダ
ム
、
道
路
と
並
ん
で
そ
の
さ
い

た
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
若
林
敬
子
さ
ん
は
、
中
国
の
人
口

問
題
の
研
究
で
知
ら
れ
る
社
会
学
者
だ
が
、

民
性
や
文
化
の
違
い
の
せ
い
に
し
て
、
こ
う

い
う
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
軽
視
す
る
の
は
国
際
社

会
で
の
孤
立
化
に
つ
な
が
り
、
少
し
お
お
げ

さ
に
言
え
ば
、
文
明
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
く

な
る
恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
に
も
教
育
が
国
家
の
最
優
先

課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

東
京
湾
と
の
関
わ
り
は
、
三
十
年
前
の
大
学

院
生
の
時
に
地
下
鉄
東
西
線
が
開
通
し
た
直

後
の
浦
安
調
査
に
始
ま
る
。
わ
が
国
初
め
て

の
公
害
法
・
水
質
二
法
を
制
定
さ
せ
る
契
機

に
な
っ
た
一
九
五
八
年
の
本
州
製
紙
事
件
な

ど
浦
安
漁
民
の
海
を
守
る
闘
い
や
漁
業
権
全

面
放
棄
に
至
る
過
程
、
さ
ら
に
は
江
戸
期
か

ら
の
東
京
港
や
京
浜
、
戦
後
京
葉
の
埋
立
て

開
発
な
ど
東
京
湾
の
開
発
と
環
境
の
攻
防
の

二
十
世
紀
を
骨
太
に
、
実
証
的
に
論
じ
た
書

で
あ
る
。

が
、
あ
る
意
味
で
教
育
の
荒
廃
が
今
日
ほ
ど

深
刻
な
結
果
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
れ
の
提
言
で
あ
り
、
｜
つ
ひ
と
つ
国
民

全
員
で
真
剣
に
検
討
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

貝
斐
關
７
｜
｜
Ｃ
Ｃ
Ｃ
生
，
●
九
円

定
価
六
○
○
○
円
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こ
こ
へ
き
て
中
国
の
北
部
一
帯
か
ら
、
水

不
足
の
深
刻
化
を
警
告
す
る
ニ
ュ
ー
ス
、
情

報
が
ず
い
ぶ
ん
伝
え
ら
れ
る
。
「
北
京
、
水

不
足
で
計
画
給
水
Ｃ
「
乾
い
た
黄
土
に
潤

い
を
」
「
空
も
水
も
ｌ
荒
れ
る
国
士
」

「
砂
漠
化
で
遷
都
の
危
機
？
」
な
ど
な
ど
。

い
ず
れ
も
二
○
○
○
年
に
入
っ
て
か
ら
の
新

聞
報
道
の
見
出
し
で
あ
る
。
こ
の
夏
、
河
北

省
承
徳
の
世
界
遺
産
「
避
暑
山
荘
と
外
八

廟
」
を
訪
れ
た
学
生
か
ら
は
「
山
荘
一
帯
の

湖
が
干
上
が
っ
て
カ
ラ
カ
ラ
で
し
た
よ
」
と

聞
か
さ
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
も
し
た
。
水
不
足

が
、
山
柴
水
明
の
風
光
を
も
消
し
去
っ
た
の

で
あ
る
。

首
都
北
京
が
「
遷
都
の
危
機
？
」
ｌ
と

の
報
道
（
同
年
八
月
の
米
誌
ニ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
』
ア
ジ
ア
版
、
八
月
十
七
日
『
毎

日
新
聞
』
に
よ
る
）
は
、
あ
ま
り
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
非
現
実
的
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
根
拠
の
な
い
話
で
は
な
い
。

同
誌
に
よ
れ
ば
、
北
方
か
ら
北
京
へ
向
け
毎

年
三
・
五
キ
ロ
の
ペ
ー
ス
で
砂
漠
化
が
進
行

し
て
お
り
、
三
十
五
年
後
に
は
北
京
に
到
達

す
る
と
い
う
。
五
月
中
旬
、
内
蒙
古
自
治
区

な
ら
び
に
河
北
省
を
視
察
し
た
朱
鎗
基
首
相
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国
で
は
黄
塵
万
丈
の
表
現
で
古
く
か
ら
知
ら
た
。
と
こ
ろ
が
官
庁
ダ
ム
は
上
流
の
水
質
汚

れ
る
）
は
こ
の
春
異
常
に
激
し
く
、
三
月
一
一
一
染
か
ら
飲
め
な
く
な
り
（
一
九
九
七
年
一
一

日
か
ら
四
月
中
旬
に
か
け
て
十
三
回
も
吹
き
月
、
水
供
給
シ
ス
テ
ム
か
ら
除
外
）
、
密
雲

荒
れ
た
。
例
年
に
比
べ
て
早
く
発
生
、
強
ダ
ム
の
貯
水
量
も
年
々
減
少
し
て
現
在
わ
ず

く
、
広
範
囲
で
、
頻
度
も
多
か
っ
た
。
お
も
か
八
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
例
年
の
十
な
い

が
、
砂
漠
が
徐
々
に
な
理
由
は
、
地
球
温
暖
化
と
降
雨
の
減
少
、

北
京
に
近
づ
き
つ
つ
ラ
ニ
ー
ー
ー
ャ
現
象
に
よ
る
強
風
の
発
生
、
そ

りょ
あ
る
一
」
と
を
確
認
、
し
て
近
代
化
に
と
も
な
う
土
地
の
乱
開
発
、

日２
「
砂
漠
化
防
止
を
一
過
放
牧
、
水
資
源
の
乱
用
に
あ
っ
た
。
こ
れ

月轌
刻
も
ゆ
る
が
せ
に
で
『
ｂ
の
要
因
が
重
な
り
あ
っ
て
、
土
壌
の
水
分

０ｍ
き
な
い
」
と
、
警
鐘
の
蒸
発
を
早
め
、
植
生
を
破
壊
、
砂
漠
化
を

２卸
を
乱
打
し
た
の
も
事
広
げ
た
の
だ
っ
た
（
『
北
京
週
報
』
一
一
○
○

醗
実
で
あ
る
・

○
年
十
八
号
「
砂
あ
ら
し
の
被
害
と
教
訓
」

朝ｒ
こ
れ
よ
り
先
、
華
か
ら
）
。

北
地
方
の
沙
塵
暴

北
京
市
民
の
飲
用
水
は
こ
れ
ま
で
、
お
も

（
砂
あ
ら
し
、
わ
が
に
官
庁
ダ
ム
と
密
雲
ダ
ム
に
依
存
し
て
き

●中野謙二<ながの.けんじ＞
1931年富山県生まれ

く現職>東海大学外国鱈部教授

〈最終学歴>東京外国鰭大学中国語科卒業

〈職歴>毎日新聞社入社、ソウル香港、
北京特派員、鯰説委員、国立高岡

短期大学教授

<主な著暫＞『新北京歳時記」1981年東方

番店、「中国概鎗新版」1996年有

斐閣、『中国の社会構造」1997年

大修書店など多数。

族ら河のうこけし
自約・大密｡、ば＋
治百そ馬雲三，四

景舌翁話芸芒菫盆
鰯北河をIこかダて

雛：鑿；
鱸鴉窪ｆｉ菅菫
１満ムと北とあが
ト州か潮方いと続

に
よ
る
と
、
川
の
水
は
枯
れ
、
両
側
の
山
に

は
さ
ま
れ
た
川
筋
の
平
地
は
、
見
渡
す
限
り

一
面
の
砂
地
。
ど
の
家
も
砂
に
囲
ま
れ
、
砂

丘
の
圧
力
で
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
家
も
あ
る
。

「
文
化
大
革
命
」
中
の
乱
開
発
が
、
砂
漠
化

の
最
大
要
因
だ
そ
う
だ
。

環
境
問
題
に
詳
し
い
米
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ

チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
の

指
摘
だ
と
、
「
こ
こ
数
年
で
中
国
の
数
百
の

池
や
小
川
が
消
滅
し
て
干
上
が
っ
た
。
堆
河

は
九
七
年
に
大
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
、
水
流
が

黄
海
に
到
達
で
き
な
い
曰
が
三
カ
月
間
続
い

た
。
北
部
平
野
部
の
地
下
水
の
水
位
低
下
は

ひ
ど
く
、
一
年
に
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ

低
下
し
て
い
る
。
北
京
で
は
九
九
年
、
二
・

五
メ
ー
ト
ル
低
下
し
た
」
ｓ
毎
日
新
聞
』
九

九
年
一
一
月
十
一
一
一
日
『
読
売
新
聞
』
二
○
○

○
年
五
月
九
日
な
ど
）
。

「
泉
城
」
と
呼
ば
れ
る
山
東
省
済
南
市
内

の
趙
突
泉
（
ほ
う
と
つ
せ
ん
）
な
ど
が
湧
出

を
止
め
て
久
し
い
。
承
徳
の
避
暑
山
荘
も
こ

れ
に
該
当
し
よ
う
。
が
、
観
光
地
で
あ
れ
ば

ま
だ
被
害
は
少
な
い
。
こ
の
春
の
北
部
か
ら

中
南
部
に
か
け
て
の
干
ば
つ
被
害
は
農
地
千

二
百
四
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全
耕
地
面
積
の

２７

中
国
の
水
不
足
地
帯

（
｜
人
当
た
り
年
間
水
資
源
一
一
千
弐
未
満
）



甘
粛
省
蘭
州
市
内
を
流
れ
る
黄
河

ｌ
こ
の
あ
た
り
は
ま
だ
水
迩
も
豊
富
な

の
だ
が
’
二
○
○
○
・
九
・
五
写
す

約
一
三
％
）
に
及
び
、
住
民
二
千
百
四
十
七

万
人
と
家
畜
千
七
百
六
万
頭
が
飲
料
水
不
足

に
見
舞
わ
れ
た
と
の
報
道
合
読
売
新
聞
』

五
月
三
十
日
）
が
あ
る
。

中
国
の
『
半
月
談
』
誌
は
二
○
○
○
年
第

十
一
期
の
水
資
源
特
集
で
、
河
南
省
汝
陽
県

の
農
民
が
百
年
来
の
干
ば
つ
で
汝
河
（
堆
河

の
上
流
）
が
断
流
、
村
の
貯
水
池
も
底
を
み

せ
た
さ
い
、
全
村
で
八
万
元
（
約
百
万
円
）

出
資
し
て
井
戸
を
掘
り
、
十
四
万
人
の
飲
用

水
に
あ
て
、
農
作
物
被
害
も
最
小
限
に
く
い

と
め
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
た
。
大
変
な

労
苦
と
出
費
だ
が
、
こ
れ
に
し
た
っ
て
一
時

的
な
対
応
策
に
し
か
過
ぎ
な
か
ろ
う
。

水
不
足
に
と
も
な
う
黄
河
断
流
は
、
い
ま

や
旧
聞
に
属
し
よ
う
が
、
こ
こ
で
概
括
し
て

お
く
と
、
下
流
が
干
上
が
る
断
流
現
象
は
七

二
年
、
河
口
付
近
で
始
ま
り
、
八
○
年
代
は

ま
だ
年
平
均
七
・
四
日
、
百
五
十
キ
ロ
の
長

さ
だ
っ
た
の
に
、
九
○
年
代
前
半
は
年
平
均

五
十
三
日
、
一
一
一
百
キ
ロ
に
広
が
り
、
九
七
年

は
二
百
二
十
六
日
間
、
長
さ
七
百
キ
ロ
に
も

及
ん
だ
。
新
聞
に
は
干
上
が
っ
た
黄
河
を
横

断
す
る
農
民
の
姿
が
載
っ
た
り
、
「
二
○
二

○
年
に
は
内
陸
川
に
」
と
の
専
門
家
の
予
測

ま
で
報
じ
ら
れ
（
九
八
年
七
月
二
十
一
日

『
中
国
青
年
報
』
）
た
り
し
た
。

実
は
こ
の
九
月
、
甘
粛
省
蘭
州
郊
外
の
劉

家
峡
ダ
ム
を
訪
れ
て
意
外
の
感
に
打
た
れ

た
。
断
水
騒
ぎ
の
黄
河
も
、
こ
の
あ
た
り
で

は
満
々
と
水
を
湛
（
た
た
）
え
て
い
る
。
し

か
も
上
流
だ
け
に
、
青
く
澄
ん
で
い
る
。
そ

ん
な
ダ
ム
湖
に
快
速
艇
を
走
ら
せ
、
遺
跡
の

炳
霊
寺
石
窟
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
と
、
水

不
足
な
ど
別
世
界
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
謎
は
帰
国
の
あ

と
、
各
種
デ
ー
タ
を
調
べ
て
よ
う
や
く
判
明

し
た
。

黄
河
の
総
流
量
は
現
在
約
五
百
八
十
億
立

方
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
水
を
農
工
業
用
水
あ
る

い
は
飲
用
水
と
す
る
た
め
、
流
域
に
大
小
三

千
百
余
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
総
容
量
は
五
百
四
十
七
億
立
方
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
（
『
瞭
望
新
聞
周
刊
』
二
○
○
○

年
七
月
十
日
「
解
決
黄
河
水
問
題
迫
在
眉

捷
」
か
ら
）
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
黄
河

の
水
は
九
五
％
ま
で
活
用
さ
れ
る
べ
く
計
画

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
降
雨
量

が
減
り
、
上
中
流
域
で
の
用
水
塁
が
増
え
れ

ば
、
と
た
ん
に
断
流
が
起
っ
て
む
し
ろ
当
然
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で
あ
ろ
う
。

断
流
騒
ぎ
さ
な
か
の
二
○
○
○
年
六
月
、

わ
が
国
各
紙
の
北
京
特
派
員
が
寧
夏
回
族
自

治
区
に
お
け
る
砂
漠
緑
化
計
画
を
現
地
か
ら

報
じ
た
。
十
台
の
大
型
ポ
ン
プ
が
う
な
り
を

あ
げ
て
黄
河
の
水
を
高
台
に
汲
み
上
げ
、
新

設
の
用
水
路
に
流
し
、
乾
き
き
っ
た
荒
れ
地

を
農
業
地
帯
に
変
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
の

だ
。
開
発
総
面
積
千
三
百
平
方
キ
ロ
（
伊
豆

大
島
の
十
五
倍
く
ら
い
の
広
さ
）
、
こ
れ
に

よ
っ
て
二
十
万
地
域
住
民
の
生
活
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
新
た
に
八
十
万
人
の
移

民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
合
毎
日
新
聞
』

六
月
二
十
一
一
日
ほ
か
）
。

各
紙
が
同
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
に
取

材
、
相
前
後
し
て
報
道
し
た
の
は
、
西
部
大

開
発
を
Ｐ
Ｒ
す
る
中
国
側
の
「
売
り
込
み
」

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
規
模
雄

大
な
開
発
計
画
に
は
違
い
な
い
。
た
だ
し
、

水
洞
れ
に
悩
む
下
流
域
の
住
民
が
、
こ
の
工

事
を
ど
う
み
て
い
る
こ
と
か
。

水
資
源
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
く
か

ら
上
流
域
と
下
流
域
で
の
利
害
対
立
、
抗
争

が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
黄
河
流
域
の
場
合
、

後
述
す
る
政
府
規
定
も
あ
っ
て
そ
れ
程
で
も

な
い
が
、
上
中
流
ほ
ど
水
使
用
が
ル
ー
ズ

で
、
節
水
観
念
に
乏
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
黄
河
の
水
の
九
二
％
ま
で
が

農
業
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
上
流

域
の
青
海
、
甘
粛
、
寧
夏
、
内
蒙
古
で
は
灌

概
方
式
が
古
く
（
多
く
は
「
漫
灌
」
と
呼
ば

1987年中国政府の決めた黄河水愚配分基準（億立方米）

れ
る
、
田
畑
へ
水
を

自
然
に
流
人
さ
せ
る

灌
概
方
式
）
で
老
朽

化
し
て
お
り
、
利
用

効
率
は
三
○
な
い
し

四
○
％
、
し
か
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
当
り
用
水
量
は

下
流
域
の
河
南
、
山

東
の
二
倍
と
い
う
。

西
北
地
区
の
農
業
用

水
は
全
国
用
水
量
の

一
六
％
な
の
に
、
農

業
付
加
価
値
は
全
国

の
一
％
に
し
か
過
ぎ

な
い
、
と
の
批
判
も

あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
か

ら
、
現
在
な
に
よ
り

も
強
調
さ
れ
て
い
る

当
面
の
対
策
は
、
黄
河
の
統
一
的
管
理
と
、

そ
の
も
と
に
お
け
る
浪
費
防
止
作
戦
で
あ

る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
中
国
に
は
八
七
年

に
政
府
の
決
め
た
「
黄
河
水
量
配
分
基
準
」

が
あ
っ
て
、
山
東
七
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、

内
蒙
古
五
十
八
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
河
南
五

十
五
・
四
億
立
方
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
用
水
量

を
省
区
ご
と
に
決
め
て
い
る
の
だ
が
、
水
利

省
の
下
部
機
構
た
る
黄
河
水
利
委
員
会
に

は
、
配
分
と
監
督
す
る
権
限
も
手
段
も
な
い

（
『
人
民
日
報
』
九
八
年
十
一
月
十
三
日

「
黄
河
、
懸
在
人
椚
心
頭
的
河
」
）
。

こ
の
た
め
「
黄
河
法
」
と
い
っ
た
立
法
に

よ
っ
て
政
府
の
全
面
管
理
を
実
施
、
そ
の
も

と
に
①
水
資
源
配
分
を
合
理
的
か
つ
均
等

化
、
②
価
格
の
再
検
討
（
現
状
は
「
黄
河
の

水
千
ト
ン
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
一
本
」

と
い
わ
れ
た
り
す
る
）
、
③
滴
灌
（
作
物
の

根
も
と
だ
け
へ
の
灌
概
方
式
）
な
ど
近
代
的

農
法
の
導
入
、
④
工
業
用
水
に
し
て
も
一
度

だ
け
の
使
用
で
な
く
、
循
環
使
用
を
普
及
す

る
、
な
ど
の
措
置
を
と
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
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が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
こ
の
点
、
北
京
市
は
こ
と
し
五
月

の
会
議
で
用
水
節
約
、
水
源
地
拡
大
、
水
質

保
全
、
合
理
的
利
用
な
ど
一
連
の
措
置
を
決

め
、
市
民
に
対
し
て
は
水
道
料
金
値
上
げ
と

節
水
型
蛇
口
の
無
料
配
布
で
節
水
意
識
の
向

上
を
は
か
っ
て
い
る
（
『
北
京
週
報
』
二
○

○
○
年
四
十
六
号
）
。
魚
市
場
や
洗
車
場
の

水
使
用
が
ル
ー
ズ
だ
と
い
っ
た
批
判
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
冑
瞭
望
新
聞
周
刊
』
二
○
○
○
年

二
十
六
期
「
応
対
水
荒
」
）
も
な
さ
れ
て
お

り
、
現
在
の
技
術
と
方
法
の
も
と
で
も
農
業

で
一
○
’
五
○
％
、
工
業
で
四
○
’
九
○

％
、
市
政
で
三
○
％
、
そ
れ
ぞ
れ
節
約
で
き

よ
う
と
み
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
一
歩
退
い
て
、
中
国
全
体

の
水
資
源
事
情
と
対
策
を
総
合
的
、
長
期
的

に
把
握
し
て
み
た
い
。

中
国
の
水
資
源
の
絶
対
量
は
決
し
て
少
な

く
な
い
の
だ
が
、
人
口
数
が
多
い
だ
け
に
一

人
当
り
に
な
る
と
二
千
二
百
六
十
立
方
メ
ー

ト
ル
で
世
界
平
均
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、

十
三
貧
水
国
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
し

か
も
地
域
的
偏
り
が
大
き
く
、
長
江
以
南
は

水
資
源
の
七
○
％
を
占
め
な
が
ら
耕
地
面
積

は
三
一
％
、
長
江
以
北
は
耕
地
面
積
の
六
九

％
を
占
め
る
の
に
水
資
源
は
三
○
％
と
少
な

い
。
こ
の
た
め
華
南
は
し
ば
し
ば
洪
水
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
華
北
は
干
ば
つ
が
恒
常
化
し

て
い
る
。
九
九
年
冬
か
ら
二
○
○
○
年
に
か

け
て
の
干
ば
つ
被
害
は
三
・
’
億
ム
ー
（
一

ム
ー
は
六
・
六
六
七
ア
ー
ル
）
の
田
畑
、
そ

れ
に
千
七
百
七
十
万
人
の
飲
用
水
に
及
ん

だ
。
全
国
六
百
六
十
八
都
市
中
、
四
百
余
が

水
不
足
に
悩
ん
で
い
る
、
と
の
デ
ー
タ
も
あ

る
。こ
の
一
方
、
改
革
開
放
に
と
も
な
っ
て
工

業
廃
水
と
生
活
汚
水
が
増
大
（
九
一
年
で
三

百
三
十
六
億
ト
ン
）
、
し
か
も
工
業
排
水
の

半
分
は
排
出
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
千
二
百
本
余
り
の
中
国
の
河
川
の
う

ち
、
す
で
に
八
百
五
十
本
余
り
が
汚
染
さ
れ

て
お
り
（
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
『
発
展

の
制
約
ｌ
中
国
・
イ
ン
ド
を
中
心
に
ｌ
』
の

申
斯
迎
論
文
か
ら
）
、
使
用
可
能
な
水
資
源

を
さ
ら
に
減
少
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

中
国
が
二
十
一
世
紀
も
経
済
発
展
を
持
続
さ

せ
る
に
は
洪
水
、
干
ば
つ
、
水
質
汚
染
の
三

者
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
「
本
命
」
と
さ
れ
る
南
水
北

調
計
画
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

南
水
北
調
は
中
国
語
で
南
の
長
江
の
水
を

北
の
黄
河
へ
引
き
、
華
北
の
水
不
足
を
調
節

す
る
計
画
を
い
い
、
建
国
間
も
な
い
五
二
年

十
月
、
黄
河
水
利
委
員
会
の
王
化
雲
主
任
が

毛
沢
東
主
席
あ
て
に
長
江
と
黄
河
の
上
流
域

に
お
け
る
探
査
結
果
を
報
告
し
た
の
に
始
ま

る
。
そ
の
後
の
五
九
年
、
王
化
雲
は
党
理
論

雑
誌
『
紅
旗
』
に
論
文
「
南
水
北
調
的
宏
偉

理
想
」
を
発
表
、
そ
の
た
め
の
水
路
と
し
て

①
壬
樹
－
積
石
山
（
い
ず
れ
も
青
海
省
）

ル
ー
ト
、
②
翁
水
河
（
雲
南
省
）
ｌ
定
西
大

営
梁
（
甘
粛
省
）
ル
ー
ト
、
③
三
峡
（
湖
北

省
）
ｌ
北
京
ル
ー
ト
、
④
津
杭
（
天
津
ｌ
杭

州
）
運
河
ル
ー
ト
の
四
案
を
提
起
し
て
い

る
。文
革
中
も
地
道
な
調
査
が
進
め
ら
れ
、
六

七
年
に
三
峡
Ｉ
北
京
ル
ー
ト
の
途
中
に
当
る

漠
水
（
長
江
の
支
流
）
上
流
に
丹
江
口
ダ
ム

が
建
設
さ
れ
た
。
九
六
年
に
は
同
ダ
ム
の
水

を
北
京
、
天
津
へ
引
く
た
め
、
総
延
長
千
二

百
キ
ロ
余
り
の
運
河
建
設
案
が
ほ
ぼ
固
ま
っ

た
。
こ
れ
に
は
わ
が
国
が
第
四
次
対
中
円
借

款
の
一
部
と
し
て
六
百
九
十
三
億
円
を
低
利

融
資
す
る
こ
と
ま
で
内
定
し
て
い
た
の
だ
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深刻化する水資源不足
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沙

江

が
、
他
ル
ー
ト
と
の
調
整
、

そ
の
他
の
要
因
で
延
期
さ
れ

た
。し
か
し
、
華
北
の
水
不
足

の
深
刻
化
に
も
う
猶
予
で
き

な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
朱

鎗
基
首
相
は
二
○
○
○
年
十

月
の
党
中
央
委
総
会
（
十
五

期
五
中
全
会
）
で
「
南
水
北

調
の
準
備
作
業
に
力
を
入

れ
、
早
期
に
着
工
す
る
」

と
、
控
え
目
な
表
現
な
が
ら

第
十
次
五
カ
年
計
画
（
二
○

○
一
－
二
○
○
五
年
）
に
、

同
計
画
が
始
動
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
朱
演
説
は

ど
の
ル
ー
ト
か
ら
着
工
す
る

の
か
明
示
し
て
い
な
い
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
中

国
側
の
報
道
か
ら
み
て
、
丹

江
口
Ｉ
北
京
ル
ー
ト
に
な
る

模
様
で
、
工
事
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ｌ
丹
江
口
ダ
ム
か
ら

北
京
ま
で
幅
百
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
千
二
百
四
十
六
キ
ロ
の
運
河
を
建
設
す

る
。
河
南
省
都
の
鄭
州
で
黄
河
の
下
を
く
ぐ

り
、
あ
と
京
広
（
北
京
ｌ
広
州
）
鉄
道
に

沿
っ
て
、
そ
の
西
側
を
北
上
、
北
京
市
西
部

の
玉
淵
讓
が
終
着
点
と
な
る
。
年
間
送
水
量

百
四
十
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
五
百

四
十
八
億
元
、
工
事
期
間
は
六
年
。
す
で
に

測
量
、
実
地
調
査
を
終
え
、
ダ
ム
周
辺
で
は

区
間
八
キ
ロ
の
運
河
試
掘
も
実
施
さ
れ
た
。

将
来
は
運
河
を
丹
江
口
か
ら
三
峡
ダ
ム
（
二

○
○
九
年
完
工
予
定
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
構
想
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、

チ
ベ
ッ
ト
を
流
れ
る
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
江
（
イ

ン
ド
の
プ
ラ
マ
プ
ト
ウ
川
の
上
流
）
の
巨
大

な
落
差
を
利
用
し
て
多
目
的
ダ
ム
を
建
設
、

そ
の
水
を
怒
江
、
潤
槍
江
、
金
沙
江
（
長
江

の
上
流
）
を
経
由
し
て
黄
河
に
送
る
案
も
あ

る
。
中
国
全
土
に
ま
た
が
る
一
種
の
「
水
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
造
り
で
あ
る
。
あ
ま
り
に

空
想
的
ｌ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
、
人
類
の
生
存
と
発
展
に
、
そ
れ
ほ

ど
水
が
不
可
欠
な
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
よ

》
っ
。
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当’’一

蕊
鳶尋

欝
穰
艤
艤
懲
欝
艤
臘
欝
艤
鱸
艤
艤
麟
欝
艤
臘
艤
麟
欝
艤
欝
鶯
臘
臘
臘
蝋
臘
鬮
臘
鬮
臘
臘
臘
臘
騒
臘
臘
鶯
欝
欝
蝋
欝

い
わ
ゆ
る
少
子
化
問
題
と
教
育
改
革
問
題
が
、
誰
一
人
「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

の
関
わ
り
に
つ
い
て
１
．
こ
の
問
題
に
筈
」
と
否
定
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
。
私

つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
が
見
た
場
面
は
少
々
極
端
な
例
と
し
て
も
、

ど
に
一
般
の
関
心
と
論
議
が
な
い
。
大
同
小
異
の
教
育
が
現
実
に
間
違
い
な
く
行

私
見
で
は
、
戦
後
の
教
育
改
革
、
な
か
ん
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ず
く
、
国
公
立
の
中
高
教
育
に
お
け
る
男
女
現
に
、
こ
れ
も
私
の
Ｔ
Ｖ
で
の
所
見
だ

共
学
が
著
し
く
男
女
間
の
距
離
を
縮
め
た
。
が
、
男
女
共
学
の
授
業
風
景
を
見
る
と
、

そ
れ
が
少
子
化
傾
向
の
基
本
的
原
因
で
は
な
「
男
女
七
歳
に
し
て
」
と
は
ま
さ
し
く
逆

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
あ
る
と
き
に
、
思
春
期
、
情
緒
最
も
不
安
定
な
年
頃
の

Ｔ
Ｖ
で
中
学
校
か
高
校
か
の
体
育
の
場
面

で
、
男
女
が
入
り
乱
れ
て
柔
道
の
練
習
を

行
っ
て
い
る
模
様
を
見
て
憎
然
と
し
た
。
男

女
が
取
り
組
み
あ
い
、
抑
え
た
り
、
抑
え
ら

れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
を
担
当
し
て
い
る

教
師
風
の
人
が
エ
ヘ
ラ
・
エ
ヘ
ラ
と
楽
し
そ

う
に
眺
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
来
、
私
は

戦
後
に
お
け
る
子
供
の
教
育
の
乱
れ
の
証
拠

と
し
て
こ
の
場
面
を
引
き
合
い
に
出
す
の
だ

恋
心
の
な
い
世
代
到
来
を
憂
え
る

川
野
重
任

｜〈Ｐ？●弓。

両
…
０
Ｊ
‐
１
●
冊
！
‘
。
』
‐
‐
Ｊ
Ｐ
Ｉ
１
ｊ
ｈ
、
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｑ
ｉ
ｉ
ｉ
Ⅲ
ｂ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
Ｈ
Ｂ
８
；
●
目
！
■
０
‐
ず
Ｆ
－
ｌ
Ｐ
Ｉ
４
ｑ
５
ゴ
ヴ
・
ｏ
ｕ
Ｄ
ｌ
Ｃ
１
９
Ⅱ
１
０
１
－

は
ず
の
子
供
た
ち
が
、
男
女
肌
を
触
れ
合
わ

ん
ば
か
り
に
し
て
机
を
並
べ
て
い
る
。
極
端

に
は
同
じ
机
を
分
け
合
っ
て
座
ら
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
男
女
の
何
れ
と
も
判
ら
ぬ
中

性
人
口
の
誕
生
・
増
加
間
違
い
な
し
で
あ

る
。
「
最
近
の
若
い
人
々
に
は
恋
心
な
ど
と

い
っ
た
も
の
は
な
い
」
と
は
誰
か
の
言
だ

が
、
そ
の
結
果
は
性
道
徳
の
乱
れ
に
加
え

て
、
男
女
と
も
に
異
性
の
人
間
性
、
尊
厳
性

女
と
も
に
異
性
の
人
間
性
、
尊
厳
性
思
う
。
五
十
余
年
間
の
時
の
経
過
で
余
り
に

Ｆ軋垣－

－;;亨泓…
-1-■､■=

．－J五-．

艤
艤
艤
蟻
穰
艤
艤
艤
艤
縢
縢
艤
艤
艤
欝
艤
艤
轤
蕊

に
対
す
る
自
覚
の
喪
失
と
な
る
。
結
婚
へ
の

憧
れ
、
期
待
も
な
く
、
異
性
を
対
象
と
し
て

の
見
栄
や
自
負
心
と
い
っ
た
も
の
も
な
く
な

る
。
男
女
を
通
じ
て
の
結
婚
拒
否
症
と
、
結

婚
し
て
も
簡
単
に
別
れ
る
離
婚
率
の
高
さ
は

そ
の
結
果
と
し
て
、
少
子
化
現
象
を
も
た
ら

す
。
そ
の
根
因
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
男
子
に
性
欲
乏
し
く
、
精
液
に
精

子
が
少
な
い
な
ど
と
も
聞
く
。

ｊ
：
》
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
こ
の
共
学
体
制

ＰＰＰ一年

〈
｜
認
が
、
ほ
と
ん
ど
一
律
に
、
そ
し
て
牢
固
と
し

て
国
公
立
の
学
校
で
守
ら
れ
、
私
立
の
男
女

別
学
制
が
、
憲
法
違
反
視
さ
え
さ
れ
て
い
る

事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
皮
肉
に
も
、
ま
さ
に
そ
の
私
学
に
多
く
の

人
々
が
経
済
的
負
担
を
忍
ん
で
子
弟
を
送

り
、
国
公
立
が
逆
に
避
け
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
納
税
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
る
教
育
体
制
が
納
税
者
自
身
に
避
け
ら
れ

る
。
こ
の
矛
盾
を
ど
う
す
る
か
。
昂
然
た
る

批
判
、
反
対
の
声
の
起
こ
ら
な
い
の
が
不
思

議
だ
が
、
私
は
秘
か
に
戦
前
の
天
皇
制
論
議

に
も
似
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と

思
う
。
五
十
余
年
間
の
時
の
怪
過
で
余
り
に

！!;《鱸鑿

｝
二
弐
一
一
一
王

》霧

蕊i鍵:蕊ii蕊； :鱸;i露

ユ
恐
搦
剛

識一鯉

靹
三
』

輻
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恋心のない世代到来を憂える．ＡＰＤＡの新役員

ＬＡＰＤＡの新役員
も
事
態
が
定
着
、
固

制
下
に
育
っ
た
人
々

思
う
。
恐
ろ
し
い
こ

し
か
し
、
若
い
人

本協会は10月13日、理事会並びに評議員会を赤坂プリンスホテル

で開き、役員の改選を行った。評議員会では、昭和58年４月より本

協会の理事を務めた内村良英・前卿日本農業研究所理事長の後任に

後藤康夫同研究所理事長を選任。引き続き開催した理事会では本協 との定々 化
し
過
ぎ
、
そ
の
体

洗
脳
の
結
果
か
と
も

で
あ
る
。

が
、
活
力
を
失
え
ば

会理事清水嘉与子参議院議員が副理事長に就任。昨年10月以来本協

会評議員を務めた船津昭雄・前０M)日本原子力文化振興財団専務理事

の後任に堀義康同財団専務理事、永井信夫・前㈱日本電機工業会専

務理事の後任に藤本弘次同工業会専務理事がそれぞれ評議員に選任

された。

少
子
化
現
象
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

人
口
が
減
少
し
て
栄
え
た
国
は
な
い
。
こ
の

根
本
問
題
に
目
を
閉
じ
て
の
教
育
改
革
、
少

子
化
対
策
等
の
論
議
に
は
真
に
強
い
焦
燥
感

鏑
欝
灘
籔
鶏
灘
鏑
鶏
鑪
灘
灘
灘
籔
籔
籔
欝
熱
籔新副理事長

清水嘉与子

新理事

後藤康夫
。

藷
墾
謹
》
欝
篭
譲
騨
篭
評
議
鍵

を
覚
え
る
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
文
化
功
労
者
）

覚

蕊 蕊
溌

鱸
繧
鑿
鍵
鍵
鍵
鍵
鑿
鍵
議
鍵
》
霧

－１蔦

新評議員

藤木弘次

新評議員

堀義康

品。
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■
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
迩
迎
捷
口
■
硬
■
Ⅲ
露
蕊
霊
夢
。
。
…
見
爵

的
”
釦
在
日
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
訪
問

Ｓ
・
フ
レ
ル
バ
ー
ト
ル
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
大

使
と
懇
談
。

ｕ
”
Ⅲ
国
立
社
会
保
障
・
人
ロ
問
題
研
究

所
を
訪
問
し
、
阿
藤
誠
所
長
が
「
日
本
の
人

埋
着

本
協
会
は
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
・
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

の
協
力
で
、
毎
年
日
本
の
国
会
議
員
を
ア
ジ

ア
へ
派
遣
す
る
派
遣
事
業
と
、
ア
ジ
ア
の
国

会
議
員
を
日
本
に
招
く
受
入
事
業
の
国
会
議

員
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
年
は
受
入
事
業
に
モ
ン
ゴ
ル
国
を
選

び
、
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
の
日
程
で

モ
ン
ゴ
ル
の
国
会
議
員
団
（
団
長
ト
グ
シ
ュ

’
ロ
転
換
と
経
済
発
展
」
に
つ
い
て
講
義

阿
藤
所
長
は
、
「
日
本
は
急
速
な
経
済
発

展
を
と
げ
、
近
代
化
が
進
む
に
つ
れ
て
死
亡

率
が
下
が
り
、
人
口
増
加
を
経
験
し
、
過
去

に
は
移
民
を
海
外
へ
送
り
出
し
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。
現
在
、
日
本
は
高
齢
化
に
加
え
、

出
生
率
が
下
が
っ
た
た
め
少
子
化
が
深
刻
化

し
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
大
変
不
安
定
な
人

口
構
造
で
あ
る
」
と
グ
ラ
フ
や
図
な
ど
を

使
っ
て
詳
し
く
説
明
し
た
。
出
生
力
の
低
下

の
理
由
と
し
て
、
’
九
五
○
年
代
の
中
絶
の

ジ
ャ
ロ
ガ
ル
・
ガ
ン
デ
ィ
議
員
ほ
か
三
名
の

国
会
議
員
）
が
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た

め
来
日
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
母
子
保
健
や
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
、
日
本
の
感
染
症

対
策
を
中
心
に
日
本
の
現
状
を
視
察
す
る
こ

と
が
目
的
。
厚
生
省
や
家
族
計
画
国
際
協
力

財
団
な
ど
で
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
は
畜
産
業
が
主
要
産
業

合
法
化
と
家
族
計
画
の
普
及
、
ま
た
現
在
で

は
晩
婚
化
、
夫
婦
の
子
供
数
の
減
少
な
ど
を

例
に
あ
げ
た
。

ソ
ド
ノ
ム
ド
ル
ジ
議
員
は
、
「
人
口
問
題

は
、
開
発
・
経
済
・
社
会
問
題
と
結
び
つ
け

て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で

も
そ
の
方
向
で
動
い
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

熱
心
に
阿
藤
所
長
の
話
し
に
耳
を
か
た
む
け

た
。 で
、
畜
産
経
営
・
管
理
に
つ
い
て
視
察
す
る

た
め
帯
広
へ
移
動
し
、
帯
広
畜
産
大
学
や
畜

産
公
社
な
ど
を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本

の
国
会
議
員
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
国

際
人
□
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
短
期
間
の
ス
タ
デ
ィ
ー

ッ
ァ
１
で
あ
っ
た
が
幅
広
い
分
野
を
熱
心
に

視
察
し
帰
国
し
た
。
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スタディーツアー／モンゴル議員団を迎えて

辿
坤
釦
厚
生
省
で
福
島
豊
厚
生
総
括
政
務

次
官
を
表
敬
訪
問

人
口
懇
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
福
島
豊
厚
生

総
括
政
務
次
官
を
表
敬
し
、
両
国
の
友
好
関

係
と
協
力
関
係
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

咀
孵
囮
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
を
訪
問

近
泰
男
ジ
ョ
イ
セ
フ
常
任
理
事
は
、
ま
ず

阿藤所長の講義をきく

り
で
あ
る
」
、
と
日
本
の
現
在
の
問
題
点
を

説
明
し
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
「
人
間

的
な
家
族
計
画
」
の
推
進
を
は
か
り
、
人
間

中
心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
活
動
を
続
け
て
い
く

と
訴
え
た
。

胆
卵
咀
家
族
計
画
協
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪

問

モ
ン
ゴ
ル
は
十
代
で
の
結
婚
率
が
高
く
、

ジ
ョ
イ
セ
フ
の
活
動
に
つ
い
て
、

国
民
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
啓
発
活
動

と
、
途
上
国
に
対
す
る
国
際
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
大
き
く
分

け
て
二
つ
の
役
割
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。
日
本
の
家
族
計
画
の

歴
史
に
つ
い
て
、
二
九
四
八
年

の
中
絶
の
合
法
化
に
よ
り
、
中
絶

が
増
え
出
生
率
の
低
下
に
つ
な
が

り
問
題
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
五

○
年
代
に
政
府
が
家
族
計
画
政
策

を
実
施
し
た
。
中
絶
を
減
ら
す
た

め
避
妊
に
よ
っ
て
望
ま
な
い
妊
娠

を
減
ら
し
て
き
た
が
、
現
在
は
二

十
歳
未
満
の
中
絶
が
増
え
、
低
用

量
ピ
ル
も
昨
年
認
可
さ
れ
た
ば
か

若
者
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
家

族
計
画
の
推
進
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
家

族
計
画
協
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
北
村
邦
夫
所
長

は
「
日
本
の
若
者
の
性
行
動
と
性
感
染
症
問

題
の
実
態
」
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
短
期
間

で
急
激
に
十
代
の
性
に
対
す
る
意
識
が
変
化

し
、
十
代
の
性
交
経
験
率
も
年
々
増
え
続
け
鋼

て
い
る
と
説
明
。
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
か
ら
も

霧

北村所長の案内で家族計画協会クリニックを見学



九
○
年
代
、
市
場
経
済
に
移
行
し
て
か
ら
目

に
見
え
て
十
代
の
望
ま
な
い
妊
娠
が
モ
ン
ゴ

ル
で
も
増
え
、
ま
た
中
絶
率
も
増
加
し
て
い

る
と
の
話
し
が
出
た
。
ま
た
、
北
村
所
長
の

高
校
生
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
一

九
九
九
年
の
避
妊
率
は
一
九
九
六
年
を
下
回

り
、
避
妊
具
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ド
ー
ム
と

い
っ
た
男
性
中
心
の
避
妊
具
が
使
わ
れ
て
い

る
と
説
明
。
今
後
、
ピ
ル
な
ど
女
性
が
取
り

組
め
る
避
妊
法
を
最
優
先
し
、
性
感
染
症
に

は
引
き
続
き
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
を
進

め
て
い
く
と
北
村
所
長
は
述
べ
た
。

凹
恥
Ⅲ
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
主
催

の
歓
迎
夕
食
会

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
や
今
年
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

た
モ
ン
ゴ
ル
視
察
に
参
加
を
希
望
し
た
議
員

を
中
心
に
、
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
と
夕
食
を
囲

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

出
席
議
員
“
森
山
眞
弓
・
衆
議
院
議
員

（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
）
、
清
水
嘉
与
子
・
参

議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
）
、
南
野

知
惠
子
・
参
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務

総
長
）
、
福
島
豊
。
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
メ
ン
バ
ー
）
、
熊
谷
市
雄
・
衆
議
院
議
員

（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
）
、
長
浜
博
行
・
衆

皿
》
Ⅲ
厚
生
省
で
日
本
の
感
染
症
対
策
を

聞
く厚
生
省
保
健
医
療
局
結
核
感
染
症
課
の
齋

藤
剛
国
際
感
染
症
情
報
専
門
官
が
感
染
症
に

関
す
る
政
府
の
対
策
に
つ
い
て
、
日
本
で
感

染
症
が
発
生
す
る
と
、
ま
ず
病
院
が
保
健
所

へ
届
け
、
そ
れ
か
ら
都
道
府
県
へ
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
感
染
症
を
含
め
た
病

気
の
動
向
を
国
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

伊
東
芳
郎
エ
イ
ズ
対
策
謀
課
長
補
佐
が
、

エ
イ
ズ
動
向
把
握
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
①

地
域
保
健
所
で
の
匿
名
無
料
検
査
、
②
陽
性

者
は
医
院
に
て
確
認
検
査
、
③
医
療
機
関
は

地
方
自
治
体
に
報
告
、
④
厚
生
省
の
エ
イ
ズ

動
向
委
員
会
が
集
計
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
と
説
明
し
た
。
日
本
で
は
一
九
八
○
年

代
前
半
、
血
友
病
患
者
が
治
療
用
輸
血
凝
固

因
子
製
剤
に
因
り
多
数
感
染
し
た
が
、
現
在

で
は
性
行
為
感
染
が
増
加
し
感
染
者
の
主
流

と
な
っ
て
お
り
、
若
者
の
性
の
価
値
観
、
性

１
月
１
日
（
火
）

議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
）

行
動
の
変
化
に
伴
い
、
将
来
「
感
染
爆
発
」

も
予
測
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

皿
韓
Ⅲ
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

議
長
主
催
の
歓
迎
昼
食
懇
談
会

参
議
院
議
員
会
館
で
歓
迎
昼
食
懇
談
会
を

開
催
し
、
谷
津
義
男
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、

清
水
嘉
与
子
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
、
松
岡

利
勝
・
衆
議
院
議
員
、
石
井
一
二
・
参
議
院

議
員
が
出
席
。
谷
津
、
松
岡
両
議
員
は
昨
年

モ
ン
ゴ
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
地
域

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
雄
大
さ

に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
話
が
盛
り
上

が
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
の
モ
ン
ゴ
ル
冷
害
の

際
に
、
日
本
政
府
が
援
助
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ガ
ン
デ
ィ
団
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。

旧
坤
加
野
沢
太
三
・
参
議
院
日
本
モ
ン
ゴ

ル
友
好
議
員
連
盟
会
長
を
表
敬

野
沢
議
員
は
、
モ
ン
ゴ
ル
は
先
の
選
挙
で

政
権
が
一
変
し
た
が
、
今
後
も
市
場
経
済
を

引
き
続
き
進
め
て
い
く
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
情

勢
に
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
｜
行
が
人
口

と
開
発
問
題
に
興
味
が
あ
る
た
め
、
日
本
の

少
子
・
高
齢
化
問
題
に
ふ
れ
、
政
府
が
進
め
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スタディーツアー／モンゴル議員団を迎えて

て
い
る
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ガ
ン

デ
ィ
議
員
は
、
「
前
政
権
と
違
う
こ
と
は
、

社
会
福
祉
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
」
と
説
明
す
る
と
、
野
沢
議
員
は
、
「
福

祉
に
力
を
入
れ
る
に
は
経
済
力
が
必
要
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
は
、
日
本

の
少
子
・
高
齢
化
問
題
に
関
心
を
示
し
熱
心

に
質
問
し
た
。

帯広畜産大学岡本教授の話をきく

！

Ⅳ
醜
Ⅱ
地
方
視
察
の
た
め
帯
広

へ
飛
行
機
で
移
動

四
＄
加
砂
川
・
帯
広
市
長
、
福

岡
・
日
本
モ
ン
ゴ
ル
文
化
経
済
交

流
協
会
北
海
道
支
部
会
長
と
夕
食

懇
談
会

産
業
を
比
較
し
て
説
明
、
元
労
働
大
臣
の
ゴ
め
、
地
方
へ
つ
な
が
る
道
路
を
建
設
す
る
必

ン
ポ
ジ
ャ
ブ
議
員
が
、
「
モ
ン
ゴ
ル
で
は
遊
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ガ
ン

牧
民
が
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
周
辺
に
集
ま
っ
て
デ
イ
議
員
は
、
現
在
計
画
予
定
の
道
路
を

い
る
た
め
、
都
市
周
辺
の
草
地
管
理
の
問
題
ボ
ー
ド
に
地
図
を
描
い
て
説
明
し
た
。

が
生
じ
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
岡
本

途
中
で
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
と
畜
産

教
授
は
草
地
の
公
害
は
家
畜
数
を
減
ら
す
し
大
学
の
数
人
の
教
授
が
合
流
し
、
一
行
と
意

か
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
遊
牧
民
が
ウ
ラ
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
当
大
学
内
の
農
場
を

そ
ハ
ー
ト
ル
周
辺
に
集
ま
ら
な
く
す
る
た
岡
本
教
授
の
案
内
で
見
学
し
た
。

朋
坤
別
川
端
喬
帯
広
畜
産
大
学

図
書
館
長
と
会
談

川
端
図
書
館
長
が
一
行
を
迎

え
、
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

的
》
釦
岡
本
明
治
教
授
か
ら
草

地
管
理
に
つ
い
て
講
義
を
う
け
る

岡
本
明
治
教
授
は
、
十
勝
地
方

の
酪
農
畜
産
と
モ
ン
ゴ
ル
で
の
畜

illlil
農場を見学する－行
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ｕ
恥
叩
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
を
視
察

渡
部
義
太
郎
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
が
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
、
十
勝
の
特
色
を

踏
ま
え
た
研
修
に
取
り
組
み
、
モ
ン
ゴ
ル
か

ら
も
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
説
明
し

た
。
日
本
語
の
ク
ラ
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ル
ー
ム
な
ど
、
設
備
の
整
っ
た
セ
ン
タ
ー
内

を
見
学
し
、
所
長
の
説
明
を
う
け
た
。

旧
咽
加
北
海
道
畜
産
公
社
を
見
学

主
な
産
業
が
畜
産
業
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
で

は
、
今
後
食
肉
を
輸
出
し
た
い
と
希
望
し
て

お
り
、
輸
出
用
食
肉
の
衛
生
管
理
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
行
は
北
海
道

畜
産
公
社
帯
広
営
業
所
を
訪
れ
、
工
場
内
で

牛
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
運
ば
れ
な
が
ら

加
工
さ
れ
へ
食
肉
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
見

学
し
た
。
工
場
見
学
の
後
、
佐
藤
政
好
所
長

と
懇
談
し
、
協
同
組
合
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

帯
広
か
ら
飛
行
機
で
東
京
へ
移
動

日
立
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ッ
／
日
立

‘ nilililllijiilllil

サ
イ
バ
ー
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ェ
ア
を
見
学

に
感
嘆

今
後
の
モ
ン
ゴ
ル
の
政
策
立
案
に
役
立
て

る
た
め
、
日
本
の
進
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
・
メ

デ
ィ
ア
や
電
子
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
た
。
日

立
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ッ
で
一
行
は
、
テ
レ
ビ

の
画
面
上
に
直
接
指
な
ど
で
絵
や
文
字
が
か

け
る
サ
イ
パ
ー
タ
ッ
チ
な
ど
に
興
味
を
持
ち

説
明
を
聞
い
て
い
た
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー
。

１
日立メディイアプラヅッで

』
lO
d●
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ガ
バ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ェ
ア
で
は
手
話
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、

日
本
の
最
先
端
の
技
術
に
驚
い
て
い
た
。

姐
叩
釦
徳
田
昌
則
・
東
北
大
学
東
北
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
幹
事
長
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理

事
／
事
務
局
長
と
夕
食
懇
談
会

モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
に
二
○
○
万
ド
ル
の
Ｉ

Ｔ
の
た
め
の
援
助
支
援
を
要
求
し
た
の
に
対

し
、
基
礎
的
情
報
技
術
が
必
要
で
あ
り
、

リ
ー
ス
で
使
い
終
わ
っ
た
中
古
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
モ
ン
ゴ
ル
へ
寄
付
す
る
こ
と

を
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
徳
田
教
授
は
一
行

に
説
明
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
は
発
展
を

遂
げ
る
段
階
で
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
先
進

国
の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
最
先
端
の
技

術
を
つ
か
っ
て
開
発
を
進
め
て
欲
し
い
と
訴

え
た
。

成
田
発
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
帰
国

（
加
藤
祐
子
）
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灘

ヱ
ィ
ハ
凹
み
ｕ
［

二
王

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
、
午
前
十
時
か

ら
参
議
院
議
員
会
館
第
一
会
議
室
で
、
ナ

フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局

長
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ク
ラ
ッ
グ
ズ
同
広

報
・
渉
外
部
長
、
市
原
美
香
同
共
同
出
資
事

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
迎
え
て
、
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
合
同
部
会
が

開
か
れ
た
。

本
年
度
末
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
退
官
す
る
サ

デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
が
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
と
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
－
」
に

つ
い
て
講
演
。
土
井
た
か
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
顧

問
、
関
谷
勝
嗣
同
副
会
長
、
堂
本
暁
子
同
副

会
長
、
清
水
嘉
与
子
同
事
務
総
長
、
大
渕
絹

子
幹
事
、
加
藤
修
一
、
谷
川
秀
善
両
参
議
院

議
員
、
山
谷
え
り
子
衆
議
院
議
員
ら
が
出

席
、
最
後
の
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

清
水
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
が
、
①
サ

デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
国
運
史
上
女
性
と
し

て
初
め
て
の
事
務
局
長
に
就
任
し
、
国
連
機

関
に
お
け
る
女
性
の
進
出
及
び
地
位
の
向
上

鱗

田
一
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
で

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
、
②
一
九
九
四
年
の

国
際
人
口
開
発
会
議
で
、
人
口
問
題
を
個
人

の
生
活
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
視
点
と
、
地
球
環

境
と
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
マ
ク
ロ
の
視

点
を
同
時
に
提
示
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し

遂
げ
、
③
人
口
・
開
発
問
題
を
解
決
す
る
上

で
国
会
議
員
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
も
っ
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
地
域
の
議
員
活
動
の
拡
充
に
努
め
て
き

た
、
と
同
女
史
の
活
躍
を
讃
え
た
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、
日
本
政
府
の

「
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問
題

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
や
途
上
国
間
の
「
南
々

協
力
」
の
推
進
を
高
く
評
価
し
、
本
年
度
よ

り
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
内
に
設
立
さ
れ
た
「
イ
ン

タ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
信
託
基

金
」
を
歓
迎
。
谷
津
義
男
「
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
１
ラ
ム
」
議
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
地
域

国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
間
が
、
更
に
協
力
関
係

を
強
化
す
る
よ
う
希
望
し
た
。
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ま
た
、
同
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
・

市
ヶ
谷
の
国
際
協
力
総
合
研
究
所
で
、
国
際

協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
主
催
、
ナ
フ
ィ

ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
事
務
局
長
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

は
二
十
八
年
間
（
内
、
事
務
局
長
職
十
三
年

間
）
勤
め
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
本
年
末
に
退
官

ま
た
、
各
地
域
の
国
会
議
員
が
協
力
し
、

①
思
春
期
の
青
少
年
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
の
権
利
を
保
証
す
る
政
治
的
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
化
や
、
②
女
性
や
若
者

の
セ
ク
シ
ャ
ル
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
問
題
へ
の
男
性
の
参
加
を
は
か
り
、

③
政
策
決
定
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
際
に

は
、
法
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
で
更
に
多

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
巻
き
込
み
、
④
政
府
、
民

間
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
経
済
決
定
者
や
金

融
機
関
と
対
話
を
増
や
し
、
⑤
「
カ
イ
ロ
行

動
計
画
」
の
妨
げ
と
な
る
環
境
に
対
処
す
る

必
要
が
あ
る
、
と
出
席
し
た
議
員
に
訴
え
た
。

蕊蕊
騨
識
議
講
演
も
匡
際
椋す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
本
講
演
会
は

彼
女
の
退
官
記
念
講
演
会
で
あ
る
。

礒
部
博
昭
・
外
務
省
経
済
協
力
局
国
際
機

構
課
長
が
「
開
会
の
挨
拶
」
を
行
い
、
「
サ

デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
は
、
国
連

機
関
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
平
等
、
ま
た
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開

発
会
議
で
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

拠
出
に
つ
い
て
も
、
「
今
ま
で
は
日
本
が

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
最
大
拠
出
国
で
あ
っ

た
が
、
来
年
は
オ
ラ
ン
ダ
が
拠
出
を
増
額
し

ト
ッ
プ
・
ド
ナ
ー
と
な
る
。
だ
が
、
今
後
と

も
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
日
本
の
拠
出
は
欠
か
せ
な
い
」
と
、
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
陳
情

し
た
。

最
後
に
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、
「
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
皆
様
に
は
、
地
球
上
の
全
て
の
者

に
影
響
を
与
え
る
人
口
・
開
発
問
題
解
決
に

向
け
て
各
国
の
議
員
と
手
を
取
り
合
っ
て
活

動
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
を
締
め
く
く
っ
た
。

ご
臣
オ
ア
部

ス
、
ラ
イ
ッ
と
い
う
概
念
の
確
立
に
貢
献
さ

れ
た
」
と
、
彼
女
の
業
績
を
讃
え
た
。

加
藤
圭
一
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
総
合
研

究
所
長
に
よ
る
「
講
演
者
紹
介
」
に
引
き
続

き
、
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
は

「
人
口
問
題
の
潮
流
ｌ
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
二

十
一
世
紀
へ
ｌ
」
と
題
し
、
大
要
次
の
講
演

を
行
っ
た
。

世
界
人
口
は
昨
年
六
○
億
人
に
達
し
た
。

現
在
、
人
類
が
直
面
し
て
い
る
人
口
問
題
と

し
て
①
（
特
に
先
進
国
）
人
口
の
高
齢
化
に

よ
る
、
高
齢
者
の
一
厘
用
や
社
会
保
障
の
問

題
、
②
発
展
途
上
国
に
お
け
る
若
者
に
対
す

る
教
育
、
保
健
、
雇
用
の
提
供
、
望
ま
な
い

妊
娠
や
性
行
為
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
の

性
教
育
の
普
及
、
③
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
、

民
族
問
題
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
、
世
界

的
に
進
行
し
て
い
る
都
市
化
と
国
境
を
越
え

る
人
口
移
動
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
は
、
①
人
権
と
開
発
問
題
の
視
点
か

ら
、
男
性
を
巻
き
込
み
つ
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

不
平
等
に
取
り
組
み
、
②
’
九
九
四
年
の
カ

イ
ロ
国
際
人
口
開
発
会
議
で
の
合
意
に
基
づ

き
、
特
に
先
進
国
に
対
し
て
合
意
拠
出
額
達

成
を
呼
び
か
け
、
人
口
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
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ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
事
業
の
資
金
不
足
を
対
処

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
疑
応
答
で
は
、
「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局

長
と
し
て
活
動
し
て
き
た
中
で
、
｜
番
印
象

深
い
出
来
事
は
？
」
「
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統

領
の
就
任
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
、
特
に

資
金
の
面
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と

思
う
か
？
」
等
、
様
々
な
内
容
の
質
問
が
飛

コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
は
、

二
○
○
○
年
末
に
退
官
し
た
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
の
後

任
と
し
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
出
身
の
ト

ラ
ャ
・
オ
ベ
イ
ド
女
史
を
任
命
し
た
。

オ
ベ
イ
ド
女
史
は
、
国
連
社
会
開
発
・

人
口
局
主
任
、
西
ア
ジ
ア
経
済
・
社
会
委

■
ザ

塊へ
認
淀

一か．。．｜｜、（１）

、蕊へ

や
〆
洪
名
江

西
ア
ジ
ア
経
済
・
社
会
委

員
会
執
行
部
副
書
記
等

を
務
め
、
現
在
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
ア
ラ
ブ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
局
長
。
二
○
○

一
年
一
月
一
日
に
事
務

局
長
に
就
任
す
る
。

（
写
真
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

蕊鑿ｉｉ
認識議戸
〒＝万一

・汗》で》・・》
‐
汗
軟
・
野
口
試

乱
仏
咀
４
斗

噸Ｉ

iii
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張繊･中国計雌育委員会主任が講演

酷
演
す
る
張
碓
慶
団
尾

２１世紀の中国の人ロ問題と対策について

一
九
九
九
年
末
、
中
国
大
陸
の
総

人
口
は
十
二
億
六
千
万
人
で
、
世
界

人
口
の
二
十
一
％
を
占
め
て
い
る
。

一
九
七
○
年
代
末
か
ら
実
施
し
た
計

画
生
育
（
以
下
、
家
族
計
画
）
に
よ

り
出
生
率
と
自
然
増
加
率
を
半
減
さ

せ
、
合
計
特
殊
出
生
率
も
低
下
す
る

こ
と
で
低
出
生
、
低
死
亡
、
低
増
加

を
実
現
し
た
。

健
康
水
準
も
向
上
し
、
妊
産
婦
死

亡
率
は
建
国
以
来
約
三
十
分
の
一
ま

で
低
下
さ
せ
、
平
均
寿
命
も
約
三
十

五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
伸
び
た
。
都

市
及
び
農
村
と
も
収
入
が
急
激
に
伸

び
生
活
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
り
七
十
年
代
以

中
国
家
族
計
画
政
策
の

成
果
’
三
億
人
の
人
ロ

抑
制 張
維
慶
中
国
計
画
生
育
委
員
会
主
任
を
団
長
と
す
る
訪
日
視
察
団
が
十
月
十
七

日
か
ら
一
一
十
四
日
ま
で
来
日
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

な
ど
を
行
っ
た
。
十
九
日
に
は
ジ
ョ
イ
セ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
人
ロ
問
題
協

議
会
主
催
の
講
演
会
で
張
団
長
は
次
の
通
り
講
演
し
た
。

中
国
が
二
十
一
世
紀
に
直
面
す
る
問
題

に
、
人
口
総
数
の
継
続
的
増
加
な
ど
次
の
五

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
今
後
十
数
年
間

で
増
加
す
る
人
口
。
年
平
均
で
一
千
万
人
を

越
え
、
二
十
一
世
紀
中
頃
ま
で
に
総
人
口
は

十
六
億
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

総
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
就
業
、
教

育
、
住
宅
、
交
通
、
保
健
医
療
、
社
会
福
祉

な
ど
様
々
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
る
。

第
二
は
、
今
後
五
十
年
で
生
産
年
齢
人
口

が
約
十
億
人
と
な
り
労
働
力
の
需
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
、
経
済
構
造
調
整
を
図
る

降
の
家
族
計
画
の
実
施
に
よ
り
三
億
人
の
人

口
抑
制
が
図
ら
れ
、
七
兆
四
千
億
元
の
扶
養

費
を
節
約
し
た
と
の
試
算
が
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
直
面
す
る

問
題
点

4２



張維塵･中国計画生育委員会主任が講演

中
国
国
家
家
族
計
画
生
育
委
員
会
張
維
慶

主
任
（
大
臣
）
を
団
長
と
す
る
中
国
訪
日
団

が
、
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
来

日
、
予
防
医
学
協
会
施
設
や
国
立
公
衆
衛
生

院
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
を
視
察
し
た

が
、
十
八
日
（
水
）
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
主
催
で

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
と
の
歓
迎
昼
食
会
が
開
か
れ

た
。

必
要
が
出
て
く
る
。
す
で
に
、
農
村
部
で
は

一
億
九
千
万
人
の
過
剰
労
働
力
も
出
て
い
る

が
都
市
部
で
は
年
間
数
百
万
人
の
新
規
労
働

力
を
必
要
と
し
て
い
る
。

第
三
は
、
中
国
も
今
世
紀
末
に
高
齢
化
社

会
に
突
入
し
た
。
高
齢
化
社
会
に
な
る
こ
と

で
介
護
及
び
社
会
保
障
の
問
題
が
国
民
の
負

担
を
重
く
す
る
。

第
四
は
、
年
間
二
十
万
人
か
ら
三
十
万
人

の
先
天
性
異
常
児
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
対
策
が
人
口
の
質
の
向
上
と
し
て
急
務

と
な
る
。

第
五
は
、
東
南
沿
岸
地
域
へ
の
人
口
移
動

張
。
・
中
国
国
家
家
族
計
画
生
育
委
員
会
主
任
天
臣
）
が
来
日

中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
は
、
全
国
の

家
族
計
画
活
動
を
担
当
す
る
中
華
人
民
共
和

国
の
最
高
行
政
機
関
と
し
て
一
九
八
一
年
に

設
立
さ
れ
、
人
口
・
家
族
計
画
活
動
の
方
針

・
政
策
・
法
規
の
制
定
、
科
学
研
究
の
組
織

を
は
じ
め
家
族
計
画
の
宣
伝
広
報
・
相
談
・

技
術
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
強
化
、
家
族
計
画
活

動
の
総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
行
っ
て
い

中
国
は
、
今
後
十
年
の
人
口
と
家
族
計
画

を
強
化
す
る
た
め
広
報
教
育
、
避
妊
等
の
活

動
方
針
を
守
り
、
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制

に
適
応
し
た
人
口
抑
制
政
策
に
努
め
る
。
就

業
機
会
の
増
加
と
創
出
の
た
め
弾
力
的
な
就

で
あ
る
。
人
口
移
動
に
よ
り
若
者
が
流
出

し
、
地
域
的
に
高
齢
化
現
象
が
顕
著
に
現

れ
、
生
産
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。人
ロ
問
題
解
決
の

主
な
対
策

ブ（）Ｏ歓
迎
昼
食
会
で
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹

事
長
が
、
「
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
は

一
九
七
四
年
に
設
立
し
、
国
連
な
ど
の
国
際

機
関
と
密
接
に
協
力
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、

人
口
事
情
視
察
団
の
派
遣
や
国
際
会
議
へ
の

参
加
を
通
じ
て
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
き
お

た
。
今
回
の
張
大
臣
の
訪
日
に
よ
り
、
日
中

業
形
態
、
労
働
市
場
の
拡
充
に
努
め
る
。
農

村
で
は
、
養
老
、
子
ど
も
の
安
全
と
健
康
な

ど
の
保
障
制
度
、
都
市
で
は
、
養
老
保
険
、

医
療
保
険
、
失
業
保
険
や
出
産
保
険
等
の
制

度
を
設
け
、
整
備
す
る
。
さ
ら
に
、
都
市
機

能
の
強
化
を
図
り
農
村
人
口
を
受
入
れ
て
、

人
口
の
都
市
と
農
村
間
の
合
理
的
流
動
と
分

布
を
促
進
す
る
。

最
後
に
、
人
口
、
家
族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
の
国
際
交
流
を
促

進
し
、
日
中
両
国
を
は
じ
め
全
地
球
的
規
模

の
人
口
分
野
の
発
展
に
努
め
た
い
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
と
昼
舎
云
云



両
国
の
人
口
・
家
族
計
画
分
野
の
交
流
と
協

力
が
一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
念
願

す
る
と
共
に
、
中
国
の
皆
様
が
、
日
本
各
地

を
楽
し
く
視
察
見
学
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
」
と
、
一
行
を
歓
迎
し
た
。

張
大
臣
は
、
「
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
死

歓迎の挨拶をする谷津ＪＰＦＰ幹事長

十
一
月
三
日
（
金
）
四
日
（
土
）
の
両

日
、
中
国
・
北
京
和
平
賓
館
で
中
国
全
国
人

民
代
表
大
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
教
育
科
学
文
化
衛

生
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
主
催
の
「
中

国
西
部
地
域
の
開
発
と
人
口
に
関
す
る
中
国

議
員
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
が
協
力
し
て
、
初
め
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｈ
Ｃ

ぬ
ま
で
が
人
口
問
題
で
あ
り
、
日
中
の
人
口

問
題
に
お
け
る
協
力
関
係
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
希
望
す
る
」
と
日
中
協
力
関
係
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

谷
津
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
が
中
国
の
水
不
足

問
題
を
指
摘
し
、
広
中
和
歌
子
議
員
が
中
国

の
深
刻
な
環
境
問
題
の
早
期
解
決
に
つ
い
て

訴
え
た
の
に
対
し
、
張
大
臣
は
、
「
途
上
国

の
環
境
問
題
は
、
先
進
国
の
問
題
で
も
あ

「
中
・
国
西
『
部
地
正
域
の
開
口
発
と
人
口
に

・
関
，
す
る
中
国
議
員
会
議
〕
開
く

答
星
斤
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
Ⅲ
四
席

が
主
催
し
た
人
口
・
開
発
議
員
会
議
で
、
九

月
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
が
参
加
し
た
。
会

議
に
は
、
張
懐
西
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
副
委
員
長

・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｃ
代

表
、
西
部
地
域
の
省
・
自
治
区
の
人
民
代
表

大
会
代
表
、
専
門
家
等
計
六
十
五
名
が
出
席

し
た
。

開
会
式
で
は
、
姜
春
雲
Ｎ
Ｐ
Ｃ
副
委
員
長

り
、
中
国
の
環
境
問
題
は
人
口
問
題
が
根
源

に
あ
る
。
中
国
は
人
口
問
題
と
共
に
環
境
問

題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

｜
行
は
津
島
厚
生
大
臣
、
浅
野
外
務
政
務

次
官
を
表
敬
し
、
都
内
で
の
視
察
を
終
え
た

後
、
福
島
へ
移
動
し
て
介
護
老
人
福
祉
施
設

や
福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
問

し
、
奈
良
・
京
都
を
ま
わ
っ
て
帰
国
し
た
。

`‘



｢中国西部地域の開発と人ロに関する中国議員会議」開く

が
「
中
国
国
民
経
済
の
発
展
や
近
代
化

進
に
は
、
西
部
地
域
の
開
発
戦
略
実
施
一

須
で
あ
り
、
人
口
問
題
を
総
体
的
に
戦

略
に
組
み
込
む
」
と
挨
拶
、
人
口
問
題

へ
の
取
組
み
が
中
国
の
発
展
に
不
可
欠

で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
「
西
部
開

発
戦
略
を
実
施
す
る
上
で
、
人
民
代
表

大
会
は
国
家
権
力
機
関
と
し
て
人
口
・

開
発
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
、
政
策

立
案
及
び
人
口
抑
制
・
計
画
生
育
の
意

義
を
広
く
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
人
民
代
表
大
会
の
人
口
・
開

発
問
題
に
対
す
る
更
な
る
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
強
調
し
た
。

谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
、
「
人
口

問
題
こ
そ
が
全
て
の
開
発
問
題
の
基

礎
」
と
力
説
し
、
｜
西
部
は
民
族
、
文

化
、
宗
教
の
点
で
多
様
性
に
満
ち
た
地

域
で
、
政
策
立
案
に
は
様
々
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
困
難
が
あ
ろ
う
が
、
中
国

政
府
・
国
民
が
協
力
し
て
次
世
代
の
中

国
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
”
礎
“
を
築

か
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
挨

拶
し
た
。

中
国
西
部
は
社
会
経
済
発
展
の
水
準
及
び

「
中
国
国
民
経
済
の
発
展
や
近
代
化
の
椎

』
は
、
西
部
地
域
の
開
発
戦
略
実
施
が
必

自
然
環
境
等
の
制
約
が
あ
っ
て
、
少
数
の
地

区
を
除
き
人
口
と
計
画
生
育
活
動
の
水
準
は

低
い
。
人
口
は
依
然
転
換
途
中
に
あ
り
平
均

増
加
率
も
か
な
り
高
く
、
人
口
資
質
も
低

挨拶する谷津ＡＦＰＰＤ議長

い
。
こ
の
様
な
人
口
状
況
は
社
会
経
済
の
発

展
の
妨
げ
に
な
り
、
長
期
的
に
は
人
口
資
質

の
向
上
が
西
部
開
発
の
成
功
の
鍵
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
西
部
開
発
戦
略
を
実
施
す
る

際
に
は
、
計
画
生
育
の
宣
伝
教
育
や
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
活
動
を
強
化
し
、
計
画
的
で
優
秀

な
生
育
の
新
し
い
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
社

会
保
障
制
度
を
重
点
と
す
る
利
益
誘
導
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
早
急
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

西
部
地
域
に
あ
る
省
・
自
治
区
か
ら
の
代

表
者
は
、
各
地
域
の
人
口
状
況
に
つ
い
て
発

表
し
、
産
科
施
設
の
増
設
、
計
画
生
育
担
当

者
の
給
与
改
善
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
の
推

進
や
国
か
ら
の
人
口
抑
制
に
関
す
る
無
償
の

教
育
事
業
を
訴
え
た
。

開
会
前
、
谷
津
議
長
は
張
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副

議
長
、
美
Ｎ
Ｐ
Ｃ
副
委
員
長
と
会
談
。
人

口
、
環
境
、
食
料
問
題
等
幅
広
い
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
、
姜
Ｎ
Ｐ
Ｃ
副
委
員
長

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
人
口
問
題
を
重
視
し
て
お

り
、
今
後
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
く
」
と
述
べ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
・
中
国
間

の
一
層
の
協
力
関
係
の
強
化
を
約
束
し
た
。

（
星
合
千
春
）
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曰
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リプロダクテイブ■Qヘルス及■び
■■■■持続■可能な開発

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱpﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市で鵬
国
△

十
二
月
七
日
・
八
日
の
両
日
、
”
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
及
び
持
続
可
能
な
開

発
“
イ
ン
ド
シ
ナ
国
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。同
セ
ミ
ナ
ー
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
地
域
会
議

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
人
口
と
開
発

に
関
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
）
と
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
、
保
健
省
、
卿
ア
ジ

ア
人
口
・
開
発
協
会
、
国
連
人
口
基
金
、
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
協
会
（
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
の
後

援
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

会
議
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ

ト
ナ
ム
、
中
国
の
国
会
議
員
が
参
加
し
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
計
七
ヶ
国
、
国

会
議
員
、
事
務
局
、
メ
デ
ィ
ア
、
国
際
機
関

＝品『

■Ｅ〕，，

－－
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インドシナ国会議員セミナー

〔写真･右頁〕開会式でメッ

セージを読む広瀬次雄ＡＰ

ＤＡ常務理事･事務局長

代
表
を
含
め
八
十
名
が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
は
谷
津
義
男
・
衆
議
院
議
員
・

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
参
加
予
定
で
あ
っ
た

が
、
農
林
水
産
大
臣
就
任
に
と
も
な
い
、
急

遼
参
加
不
能
と
な
り
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
参
加
し
、
谷
津
議

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

会
議
は
メ
ン
・
サ
ム
。
ア
ン
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
の
歓
迎
挨
拶
で
始
ま
り
、
全
田
良
子
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
駐
在
代
表
の
挨
拶
、
谷
津
義
男
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
挨
拶
を
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
常
務
理
事
が
代
読
、
ノ
ロ
ド
ム
・
ラ
ナ

リ
ッ
ト
下
院
議
長
が
開
会
を
宣
言
し
た
。

谷
津
議
長
の
挨
拶
の
中
で
”
イ
ン
ド
シ
ナ

国の力は人口の□■■
ｒＴｉ

Ｆ量､では■なく、質L、

半
島
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
悲
惨
な
歴
史

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
最
後
ま
で
戦
火
の
な

か
に
あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
一
九
九
七
年

以
降
シ
ア
ヌ
ー
ク
国
王
の
下
、
平
和
と
安
定

の
中
で
着
実
な
発
展
を
は
じ
め
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
国
々
で
も
国
民
の
代
表
で
あ
る

国
会
議
員
が
人
口
増
加
の
も
た
ら
す
将
来
的

二
日
間
に
わ
た
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
、
保
健
省
マ
ン
・
ブ
ー
・
ヘ
ン

次
官
に
よ
っ
て
”
思
春
期
の
保
健
状
態
と
地

域
プ
ロ
グ
ラ
ム
”
、
つ
ぎ
に
全
田
良
子
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
が
、
〃
国
連

人
口
基
金
の
事
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
実
行
の
観

ＨⅣ/Ａ１ＤＳに■■)■け可
iiLlrｍｗ

ＪＴ■緊急の対策を」/／

な
影
響
を
十
分
認
識
し
て
、
国
会
の
開
発
計

画
を
し
っ
か
り
と
立
て
て
い
く
こ
と
が
問
題

解
決
の
最
初
の
一
歩
で
あ
る
。
各
国
が
、
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に

理
解
し
て
お
り
、
こ
の
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
の
、
各
国
の
徹
底
し
た
努
力
に
こ
た
え

て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
皆
様
を
支
援
し
て
い
き

た
い
“
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
た
。

点
”
、
ジ
ョ
ブ
・
マ
ン
セ
イ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
が
〃
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ

と
性
行
為
感
染
症
と
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
“
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口

・
開
発
立
法
者
委
員
会
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
の

共
同
議
長
（
下
院
代
表
）
で
あ
る
ア
ン
ト

ー
ー
ー
オ
議
員
が
”
人
口
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
分
野
に
お
け

る
国
会
議
員
の
役
割
“
と
題
す
る
発
表
を
行

い
、
引
き
続
い
て
参
加
者
が
討
議
し
た
。

今
回
、
討
議
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓

延
に
つ
い
て
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
罹
患
率
は
ア
ジ
ア
で
最
悪
な

状
況
に
あ
る
。
タ
イ
で
蔓
延
し
た
エ
イ
ズ
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
入
り
、
貧
困
、
人
口
移
動
、

４７



会場風景

社
会
的
な
不
安
定
、
検
査
技
術
、
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
欠
如
が
エ
イ
ズ
を
蔓
延
さ
せ
た
。

’
九
九
八
年
時
点
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
十

五
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
再
生
産
年
齢
人

口
の
四
％
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
罹
患
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
二
○
○
○
年
に
は
五

・
二
％
に
ま
で
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
妊
産
婦
の
罹
患
率
も
二
・
四
％
と
悲

惨
な
状
況
に
あ
り
、
母
子
感
染
に
よ
る
拡
大

も
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

最
も
罹
患
率
が
高
い
の
は
二
十
歳
か
ら
二

十
四
歳
の
ビ
ー
ル
・
タ
バ
コ
の
販
売
促
進

や
、
カ
ラ
オ
ケ
で
客
の
接
待
を
し
な
が
ら
時

折
売
春
を
行
う
非
直
接
性
的
労
働
者
□
ゴ
ー

巳
局
の
９
ｍ
の
Ｈ
三
。
烏
の
局
）
と
呼
ば
れ
る
女
性

た
ち
で
、
そ
の
罹
患
率
は
四
四
・
五
％
に
も

達
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
売
春
に
携
わ
る

女
性
よ
り
も
明
確
な
危
機
意
識
が
な
い
た
め

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
を
行
わ
な
い
場
合

が
多
く
、
そ
の
結
果
、
圧
倒
的
な
罹
患
率
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
売
春
婦
の
罹
患
率

も
き
わ
め
て
高
く
十
五
歳
か
ら
十
九
歳
の
売

春
婦
の
四
一
％
が
罹
患
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
場
合
、
貧
困
を
原
因
と
し

て
売
春
に
転
じ
る
例
が
多
く
、
そ
の
年
齢
も

4８



インドシナ国会議員セミナ

十
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
罪
も
な
い

多
く
の
少
女
た
ち
が
貧
し
さ
ゆ
え
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
感
染
し
、
そ
の
人
生
を
終

え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
悲
し
い
現
実
が
あ

る
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
に
対
し
、
各
国
か
ら

売
春
防
止
法
お
よ
び
麻
薬
乱
用
防
止
法
の
経

験
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療
体
制
を
拡

充
す
る
上
で
、
医
師
や
看
護
婦
が
絶
対
的
に

不
足
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
伝
統
的
な

産
婆
で
は
全
く
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

伝
統
的
な
産
婆
の
活
用
に
つ
い
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ア
ン
ト
ニ
ー
オ
議
員
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
伝
統
的
な
産
婆
の
再
教
育
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
バ
ラ
ン
ガ
イ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最

も
小
さ
い
行
政
区
画
）
の
健
康
セ
ン
タ
ー
の

普
及
に
役
立
て
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
同
時
に
各
国
の
抱
え
る
問
題
と
し

て
医
学
教
育
を
受
け
た
医
師
が
都
会
に
集
中

し
て
し
ま
い
、
教
育
環
境
、
所
得
、
生
活
水

準
の
悪
い
地
方
に
行
き
た
が
ら
な
い
こ
と
も

問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
地
方
医
療
充
実
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
自
治
医
科
大
学
の
経
験

を
広
瀬
常
務
理
事
が
発
表
し
、
各
国
が
そ
の

技
術
移
転
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
よ
せ
た
。

ま
た
日
本
の
青
年
海
外
協
力
隊
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ
）
な
ど
の
医
療
分
野
で
の
拡
充
な
ど
も
強

く
求
め
ら
れ
た
。加

を

呼嶽密
綱
針
肱

汁
響

ド
影

ン
の

イ

カ
ン
ポ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
で
は
明
確
な
形
で

は
な
い
が
人
口
増
加
策
が
望
ま
れ
、
人
口
政

策
が
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
人
口

増
加
策
は
、
人
口
増
加
の
与
え
る
影
響
な
ど

を
十
分
検
討
し
た
結
果
作
り
出
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
た
だ
漫
然
と
〃
国
の
規
模
が
小
さ

い
か
ら
人
口
を
増
や
し
た
い
“
と
い
う
理
由

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生

そ
の
後
、
討
議
会
議
宣
言
文
案
に
対
す
る

討
議
が
行
わ
れ
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
と
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
イ
ン
ド

シ
ナ
国
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
宣
言
」
の
採
択
が

行
わ
れ
、
｜
致
で
採
択
さ
れ
た
。

態
系
や
社
会
的
条
件
を
考
え
る
と
人
口
増
加

は
長
期
に
わ
た
っ
て
大
き
な
被
害
を
両
国
に

与
え
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
会
議
で
「
効
果
的
な
国
家
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
上
で
国
家
人
口
政
策
の
形

成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
人
口
政
策
は
人

口
増
加
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
蔓
延
が
経
済

成
長
、
国
民
の
安
寧
、
環
境
劣
化
、
人
間
資

源
、
雇
用
機
会
、
お
よ
び
そ
の
他
の
社
会
・

自
然
条
件
に
与
え
る
影
響
を
十
分
に
考
慮
に

入
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
に
お
い
て
十
分

検
討
さ
れ
た
人
口
政
策
の
形
成
を
国
会
議
員

自
身
が
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
地
域
の
持

続
可
能
な
開
発
を
推
し
進
め
る
上
で
、
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
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鋪
ラナリット殿下〈下院議長)と広瀬ＡＰＤＡ常務理事

メ
ン
・
サ
ム
・

ア
ン
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
が
協
力
者
、

参
加
者
に
感
謝
を

述
べ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
を
代
表
し
て
グ

エ
ン
・
テ
ィ
・
タ

ン
議
員
（
ベ
ト
ナ

ム
）
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
正
規
メ
ン
バ
ー

へ
の
加
盟
を
歓
迎

し
、
共
に
密
接
に

働
き
ま
し
ょ
う
と

閉会式

述
べ
る
と
会
場
か
ら

拍
手
が
沸
き
あ
が
っ

た
。
続
い
て
タ
ン
議

員
は
こ
の
地
域
で
国

会
が
あ
り
な
が
ら
唯

一
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
内
委
員
会
が

存
在
し
な
い
、
ラ
オ

ス
に
国
内
委
員
会
の

設
立
を
強
く
呼
び
か

け
た
。

最
後
に
、
ヘ
ン
・
サ
ム
・
リ
ン
下
院
副
議

長
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
上
下
両
院
で
こ
の
会

議
で
合
意
さ
れ
た
内
容
を
支
え
る
た
め
の
確

固
た
る
支
援
を
行
う
こ
と
を
宣
言
す
る
と
述

べ
た
。
こ
れ
ま
で
人
口
政
策
が
な
か
っ
た
同

国
で
、
上
下
両
院
が
人
口
問
題
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
支
援
す
る
と
明
確
に
述
べ
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
、
そ
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
地

域
の
平
和
・
安
定
そ
し
て
人
口
問
題
に
対
す

る
取
り
組
み
が
、
新
し
い
局
面
に
入
っ
た
こ

と
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ

の
歴
史
的
と
も
言
え
る
宣
言
を
持
っ
て
会
議

は
閉
会
し
た
。

（
楠
本
修
）
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十
二
月
九
日
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
シ
ャ
ィ

ア
ム
・
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
第
二
十
八
回
運
営
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

十
二
月
五
日
に
農
水
大
臣
に
就
任
し
た
谷

津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
に
運
営
委
員
会
は

お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
参
加
者
か
ら
盛

ん
な
祝
福
を
受
け
た
。

谷
津
議
長
は
桜
井
前
議
長
か
ら
強
い
要
請

を
受
け
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
大
会
参
加
者
の

承
認
を
得
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
議
長
に
就
任
し

た
。
谷
津
新
議
長
は
、
数
多
く
の
国
際
会
議

で
は
起
草
委
員
会
の
委
員
を
務
め
る
な
ど
長

年
に
わ
た
り
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
従
事
し
て

き
た
が
、
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

は
新
人
で
あ
り
、
今
後
と
も
各
役
員
の
支
援

を
受
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し

た
。 毎

□姫南

■

毎
・
・
正

一匹
】
■
て

■
旬
白

今
回
、
運
営
委
員
会
の
役
員
の
交
替

が
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ダ
ミ
ッ
ト
議

員
の
後
任
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
フ
シ
ァ

・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
ー
ル
議
員
が
副
事

務
総
長
に
就
任
し
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の

ボ
コ
シ
ョ
フ
議
員
の
後
任
と
し
て
ス
ル

タ
ノ
フ
議
員
が
委
員
と
な
っ
た
。

前
回
議
事
録
の
承
認
、
二
○
○
○
年

予
算
執
行
状
況
の
承
認
、
二
○
○
｜
年

か
ら
二
○
○
三
年
ま
で
の
予
算
承
認
、

プ
ラ
ソ
ッ
プ
議
員
の
引
退
に
伴
い
長

年
、
同
議
員
の
好
意
で
脳
神
経
学
研
究

所
に
置
か
れ
て
い
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
タ

イ
事
務
所
の
移
転
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

５１



解禁から１年のピル問題を検討碕曰 暉喀

毎
曰
新
聞
社
人
ロ
問
題

調
査
会
定
例
研
究
会

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
女
性
達
の

ク
所
長
の
北
村
邦
夫
氏
は
ピ
ル
使
用
が
思
っ

た
以
上
に
伸
び
て
い
な
い
原
因
と
し
て
、
①

医
師
の
診
察
・
検
査
を
う
け
る
の
が
面
倒
、

②
副
作
用
が
心
配
、
③
経
費
が
か
か
る
な
ど

の
問
題
点
を
あ
げ
た
。
現
在
、
低
用
量
ピ
ル

を
服
用
す
る
に
は
医
師
の
診
断
と
検
査
が
必

要
で
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
よ
う
に
突
発
的
に
使

用
で
き
る
も
の
と
は
違
い
、
毎
日
飲
み
つ
づ

し
、
よ
う
や
く
解
禁
と
な
っ
た
低
用
量
ピ
ル

の
発
売
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
一
年
が
経
っ

た
。
ピ
ル
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
十
月
十
九
日
（
木
）
、
医
療
現

場
で
活
躍
す
る
二
人
の
医
師
を
招
き
、
如
水

会
館
で
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
定
例

研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
ク
リ
ニ
ッ

欧
米
な
ど
に
比
べ
多
大
な
時
間
を
費
や

=

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

ピ
ル
の
価
格
は
一
年
間
を
通
じ
て
の
一
ヶ

月
平
均
四
千
円
程
度
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

負
担
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
負
担
が

若
い
未
婚
の
女
性
に
と
っ
て
ピ
ル
使
用
を
消

極
的
に
し
て
い
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ピ
ル
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
出

血
、
悪
心
、
胸
が
張
る
な
ど
副
作
用
の
症
状

が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
北
村
所
長

に
よ
る
と
七
五
％
の
女
性
が
「
副
作
用
と
思

わ
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
」
と
答
え
て
い

る
。北
村
所
長
は
、
日
本
人
の
ピ
ル
使
用
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
〃
メ
デ
ィ
ア

が
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
“
と
指
摘

し
て
い
る
。
日
本
の
若
者
は
避
妊
の
知
識
に

つ
い
て
知
る
の
は
「
本
や
雑
誌
」
か
ら
が
一

番
多
く
、
欧
米
の
若
者
は
「
両
親
か
ら
教
え

ら
れ
た
」
と
い
う
者
が
多
い
。
日
本
で
は
雑

誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
与
え
る
影
響

は
大
き
く
、
若
い
女
性
が
読
む
雑
誌
な
ど
に

「
ピ
ル
は
副
作
用
が
あ
る
の
で
は
？
」
と

い
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
た
め
、
ピ
ル
使

用
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
職
員
共
済
組
合
青
山
病
院
産
婦
人

科
の
早
乙
女
智
子
医
師
は
、
ピ
ル
は
単
に
避

妊
の
道
具
と
し
て
使
う
だ
け
で
な
く
、
月
経

困
難
、
月
経
不
順
、
子
宮
内
膜
症
、
に
き
び

の
改
善
な
ど
、
ピ
ル
に
期
待
す
る
副
効
用
が

あ
る
、
と
述
べ
た
。
四
十
年
の
ピ
ル
使
用
の

歴
史
が
あ
る
欧
米
で
は
、
ピ
ル
の
使
用
目
的

の
約
三
○
％
が
避
妊
目
的
で
、
そ
の
他
は
に

き
び
の
治
療
や
月
経
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目

的
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
ピ
ル
に
含
ま
れ

る
成
分
に
よ
る
副
効
用
の
他
に
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ピ
ル
使
用
前
の
医
師

に
よ
る
検
査
に
よ
っ
て
、
子
宮
内
の
異
常
が

発
見
さ
れ
、
早
期
発
見
の
た
め
助
か
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
と
い
う
。
日
本
の

場
合
、
欧
米
に
比
べ
定
期
的
に
健
康
診
断
に

い
く
の
は
三
十
歳
を
超
え
て
か
ら
と
い
う
の

が
一
般
的
で
あ
り
、
ピ
ル
使
用
を
き
っ
か
け

に
診
断
を
受
け
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
と
い
え

る
。早
乙
女
医
師
は
、
ピ
ル
を
服
用
す
る
こ
と

イ
コ
ー
ル
避
妊
目
的
と
考
え
、
性
的
に
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
み
ら
れ
る
な
ど
日
本
に
は
ピ
ル
に

対
す
る
偏
見
が
多
い
と
指
摘
し
、
ピ
ル
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
と

述
べ
た
。
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国際協力フェスティバル2000-日比谷公園で開く－

十
月
六
日
「
国
際
協
力
の
日
」
の
記
念
事
業
と

し
て
、
今
年
も
「
国
際
協
力
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二

○
○
○
｜
が
、
十
月
七
日
（
土
）
と
八
日
（
日
）

の
二
日
間
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

「
あ
な
た
も
わ
た
し
も
地
球
家
族
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
政
府
関
係
機
関
、
国
際
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
二
○
○
以
上
の
団
体
が
参
加
。
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
も
は
じ
め
て
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
。

両
日
と
も
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
若
者

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
、
展
示
品
を

並
べ
た
各
団
体
の
ブ
ー
ス
を
熱
心
に
見
て
ま
わ
っ

て
い
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
ブ
ー
ス
は
位
置
が
良
く
、

多
く
の
人
が
立
ち
寄
り
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
制
作
の
人
口

問
題
に
関
す
る
ビ
デ
オ
や
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
出
版
物
、

世
界
・
ア
ジ
ア
・
日
本
の
人
口
問
題
を
説
明
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
立
ち
止
ま
っ
て
見
る
人
が
多
く
人
気

を
集
め
て
い
た
。
中
に
は
、
「
国
際
協
力
や
人
口

問
題
な
ど
、
普
段
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
て
、
人

口
問
題
が
地
球
に
与
え
る
影
響
、
そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
多
く

の
人
が
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。

”



昨
年
一
年
間
の
都
内
の
出
生
数
は
九

万
七
千
九
百
五
十
九
人
で
前
年
よ
り
千

一
人
減
り
、
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む

子
供
の
平
均
数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生

率
は
前
年
よ
り
０
．
肥
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
１
．
Ｍ
と
過
去
最
低
を
更
新
し
た
こ

と
が
三
日
、
都
衛
生
局
の
人
口
動
態
統

計
で
わ
か
っ
た
。
二
十
三
区
で
の
同
出

生
率
は
０
．
肥
と
な
り
、
初
め
て
１
を

割
り
込
み
、
首
都
で
急
速
に
進
む
少
子

化
現
象
が
改
め
て
裏
付
け
ら
れ
た
。

四口“■■》 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

蝉二十九歳以下が四万五千九百八十（読売新聞一一・・・・
出器 ・・囲口側餓■＃■議蕊凱物在庫

日
本
を
は
じ
め
先
進
諸
国
で
は
、
飽

食
や
肥
満
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

世
界
で
は
、
約
八
億
人
も
が
栄
養
不
足

に
苦
し
ん
で
い
る
。
近
年
、
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
国
際
機
関

や
各
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
飢
餓
人
口

は
減
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
開
発
途
上

国
で
は
人
口
が
増
え
続
け
、
食
糧
生
産

に
追
い
つ
け
な
い
状
況
に
あ
り
、
栄
養

栄
養
不
足
深

Ｉ亥

不
足
を
訴
え
る
人
々
は
む
し
ろ
増
加
傾

向
を
示
す
。
一
九
九
六
年
の
世
界
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
で
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た

「
二
○
一
五
年
ま
で
に
飢
餓
人
口
を
半

減
す
る
」
と
い
う
目
標
の
実
現
も
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。
十
六
日
の
「
世
界
食
糧

デ
ー
」
を
機
に
、
地
球
規
模
で
の
食
糧

問
題
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
解
説
部
永
峰
好
美
）

一
人
で
前
年
よ
り
千
八
百
九
十
八
人
減

少
す
る
一
方
で
、
三
十
歳
以
上
は
前
年

よ
り
八
百
九
十
六
人
増
加
し
て
五
万
千

九
百
七
十
四
人
と
な
っ
た
。

｜
方
、
死
亡
数
は
八
万
五
千
四
百
二

十
七
人
で
前
年
よ
り
四
千
六
百
三
十
四

人
増
加
し
、
う
ち
、
自
殺
に
よ
る
も
の

は
二
千
八
百
二
十
七
人
に
上
り
、
過
去

最
悪
を
更
新
し
た
。
離
婚
件
数
は
二
万

六
千
三
百
七
十
五
組
と
過
去
最
高
だ
っ

た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
十
・
四
）

・
出
生
率
過
去
最
低
を
更
新
『
…
・
由

●
飢
餓
な
お
８
億
人
：
…
・
…
…
…
剛

Ｑ
栄
養
不
足
人
口
半
減
遅
れ
る
…
弱

●
水
資
源
不
足
は
深
刻
な
問
題
：
命

Ｑ
團
理
人
口
基
金
次
期
事
務
局
長

考
Ｉ
Ｔ
Ｉ

：
や
。
Ｃ
：
：
。
：
：
。
：
Ｃ
Ｒ
Ｕ

。
『
ポ
リ
オ
根
絶
』
宣
言
：
：
…
丹
前

●
中
国
一
人
っ
子
見
直
し
二
人
〆
：
鴎

・
中
国
・
国
勢
調
査
が
難
航
雫
：
…
魂

・
人
ロ
減
で
も
豊
か
に
…
…
…
…
閉

・
環
境
を
考
え
る
指
標
に
…
…
…
閲

・
世
界
四
億
下
水
な
し
、
下
痢
…
帥

・
人
口
問
題
、
日
本
が
指
針
に
…
帥

・
釦
世
紀
半
ば
「
焔
億
人
最
高
…
田

・
都
入
口
一
二
○
○
万
人
突
破
…
剛

●
日
本
の
人
口
伸
び
戦
後
最
低
…
腿

献じ
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こゅ－すふぉ－らむ

■
世
界
の
食
糧
需
給

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
最
新
統
計
に
よ
る
と
、
二

○
○
○
年
の
世
界
の
穀
物
生
産
は
約
十

九
億
ト
ン
の
見
通
し
で
、
前
年
を
１
．

３
％
と
や
や
上
回
る
と
み
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
で
は
、
来
年
必
要
と
さ
れ

る
世
界
全
体
の
消
費
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ず
、
穀
物
ス
ト
ッ
ク
（
在
庫
）
を

取
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

一
方
、
ス
ト
ッ
ク
量
は
こ
の
二
年
間

連
続
で
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
消

費
量
に
対
す
る
ス
ト
ッ
ク
の
割
合
は
焔

・
６
％
ま
で
下
が
る
見
込
み
。
Ｆ
Ａ
Ｏ

が
、
不
作
や
自
然
災
害
を
想
定
し
て
試

算
し
た
ス
ト
ッ
ク
の
最
低
安
全
水
準
Ⅳ

％
を
割
り
込
み
そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、

世界の穀物ストックの変化 、
咽
旧
叫
米
（
精
米
）
粗
粒
穀
物
小
麦

DC▽
鱗

同鍵ｊｉ

驫騨

蝋：

筆
０
Ｃ
Ｏ
０
０
０
０
０

回
５
０
５
０
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
二
○
○
｜
年
に
は
一
層
の

食
糧
増
産
が
必
要
だ
と
警
告
し
て
い

る
。こ
の
問
題
は
、
八
月
に
横
浜
で
開
か

れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

総
会
で
も
議
題
に
上
っ
た
。
経
済
危
機

と
度
重
な
る
自
然
災
害
を
乗
り
越
え

て
、
農
業
生
産
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
ア

ジ
ア
に
お
い
て
、
穀
物
増
産
に
力
を
入

れ
る
こ
と
が
各
国
政
府
代
表
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
。

■
食
糧
の
偏
在

と
こ
ろ
で
、
世
界
中
で
生
産
さ
れ
る

食
糧
で
、
地
球
人
口
六
十
億
を
ま
か
な

い
き
れ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
問

題
の
一
つ
は
、
食
糧
の
偏
在
に
あ
る
。

二
つ
は
、
食
糧
の
偏
在
に
あ
る
。

経
済
力
の
あ
る
国
々
に

α
桴
は
様
々
な
食
糧
が
集
ま

０
０

ｍ
卯
り
、
消
費
さ
れ
ず
に
大
量

０

９
ｍ
廃
棄
さ
れ
る
一
」
と
も
少
な

９
２

日
９
く
な
い
。
一
方
で
、
ァ
ジ

氾
明
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開

９
９
発
途
上
国
で
は
、
約
八
億

ｌ躬
師
人
が
栄
養
不
足
を
訴
え
て

鋼
妬
い
る
。
こ
の
数
は
、
途
上

鋤
国
人
口
の
旧
％
に
当
た

ね
妬
り
、
十
五
年
前
の
釦
％
に

比
べ
る
と
減
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
今
後
途
上
国

に
お
け
る
人
口
増
加
を
考
え
る
と
、

「
今
の
ま
ま
で
は
二
○
一
五
年
に
は
依

然
と
し
て
六
’
七
億
人
の
栄
養
不
足
人

口
が
存
在
す
る
」
と
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
予
測

す
る
。

■
食
糧
と
緊
急
援
助

Ｆ
Ａ
Ｏ
が
六
月
に
ま
と
め
た
報
告
書

「
食
糧
作
物
と
不
足
」
に
よ
れ
ば
、
今

年
五
月
末
ま
で
に
、
極
度
の
食
糧
不
足

で
緊
急
援
助
が
必
要
な
国
と
し
て
、
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
を
中
心
に
三
十
六
の

国
・
地
域
が
指
定
さ
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
「
ア
フ
リ
カ

の
角
」
と
呼
ば
れ
る
東
ア
フ
リ
カ
の
ェ
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【
ロ
ー
マ
支
局
価
日
】
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
本
部
ロ
ー
マ
）
は
十

六
日
、
「
世
界
の
食
糧
不
安
情
勢
２
０

チ
オ
ピ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
エ
リ
ト
リ
ア

を
中
心
に
干
ば
つ
に
よ
る
不
作
で
飢
餓

が
発
生
、
千
六
百
万
人
が
苦
し
ん
で
い

る
。
特
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
東
部
と
南
部

の
牧
畜
地
帯
で
は
食
糧
不
足
が
深
刻

で
、
死
者
が
増
加
し
て
い
る
。
家
畜
が

死
ん
で
、
多
く
の
家
族
は
穀
物
の
種
子

な
ど
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
い
で
い
る

た
め
、
農
業
生
産
回
復
の
見
通
し
は
明

る
く
な
い
。
今
後
こ
の
状
況
が
続
け

ば
、
八
四
年
の
大
規
模
な
飢
鐘
を
上
回

る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
中
東
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
北
朝
鮮
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
な
ど
で
、
こ
こ
数
年
、
慢
性
的

な
食
糧
不
足
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
干
ば
つ
で

１闇■m
栄養不足人口
の｢半■鯛
■遅れる？

ＦＡＯが警告

０
０
」
と
題
す
る
年
次
報
告
書
を
公
表

し
、
食
糧
事
情
改
善
が
計
画
通
り
進
ま

ず
、
世
界
の
栄
養
不
足
人
口
を
二
○
’

五
年
ま
で
に
約
半
分
の
四
億
人
に
削
減

す
る
と
し
た
一
九
九
六
年
の
世
界
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
の
目
標
達
成
が
十
五
年
遅
れ

る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
世
界
の
栄
養
不
足

人
口
は
現
在
、
計
八
億
二
千
六
百
万
人

で
、
昨
年
の
報
告
は
同
水
準
。
現
状
の

ま
ま
な
ら
一
五
年
の
栄
養
不
足
人
口
は

小
麦
と
大
麦
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で
、
数

百
万
人
が
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。
今
年
の
穀
物
生
産
量
は
、
昨
年
の

狸
％
減
と
推
定
さ
れ
、
大
幅
な
穀
物
の

輸
入
増
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン

ゴ
ル
は
三
十
年
ぶ
り
の
厳
寒
に
見
舞
わ

れ
、
多
数
の
家
畜
が
死
ん
だ
。
二
百
七

十
万
の
牧
畜
民
の
四
人
に
一
人
の
食
糧

供
給
を
脅
か
し
た
。
中
で
も
、
女
性
や
子

供
を
中
心
に
栄
養
不
足
が
深
刻
化
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
の
飢
餓
の
要
因

は
、
干
ば
つ
、
洪
水
な
ど
自
然
災
害
だ

け
で
は
な
い
。
人
ロ
増
に
食
糧
生
産
が

追
い
つ
か
な
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題

に
加
え
、
内
戦
や
経
済
問
題
な
ど
が
絡

み
合
い
、
犠
牲
者
を
増
や
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
十
・
五
）

地
球
環
境
問
題
と
い
え
ば
、
温
暖
化

や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
を
考
え
る
。
し
か

し
、
現
在
の
人
類
は
も
っ
と
深
刻
と
も

い
え
る
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

水
資
源
の
問
題
で
あ
る
。
「
湯
水
の
よ

う
に
使
う
」
と
い
う
表
現
の
通
り
、
季

節
的
な
問
題
は
あ
る
が
、
日
本
で
は
水

問
題
に
対
す
る
関
心
が
薄
い
。
と
こ
ろ

が
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
水
不
足
こ

そ
最
も
早
急
に
手
当
て
が
必
要
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

国
連
大
学
の
冊
子
に
よ
る
と
、
一
人

当
た
り
の
水
供
給
量
は
一
九
七
○
年
ご

ろ
の
三
分
の
一
ま
で
減
少
し
た
そ
う

だ
。
こ
の
た
め
、
安
全
な
飲
み
水
を
確

五
億
八
千
万
人
程
度
ま
で
し
か
減
ら

ず
、
目
標
達
成
は
困
難
だ
と
し
て
お

り
、
国
際
社
会
に
紛
争
終
結
や
持
続
可

能
な
経
済
成
長
へ
向
け
た
投
資
な
ど

「
決
定
的
、
効
果
的
な
緊
急
の
行
動
」

を
促
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

報
告
書
は
ま
た
食
糧
事
情
に
よ
り
世

界
各
国
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
。

函

水
資
源
ｑ
不
足
は

深
刻
な
地
球
環
境
へ
問
題

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
の
数
が
十
億

人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
二
○
二
五

年
に
な
る
と
、
こ
の
数
字
が
世
界
人
口

の
三
分
の
一
一
に
ま
で
増
え
る
と
の
予
測

が
あ
る
。
開
発
途
上
地
域
で
は
、
汚
染

さ
れ
た
水
が
原
因
で
毎
年
十
二
億
人
が

病
気
に
か
か
り
、
四
百
万
人
の
子
供
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。

中
国
第
二
の
大
河
で
あ
る
黄
河
は
、

こ
こ
十
年
ほ
ど
毎
年
の
よ
う
に
、
乾
期

に
な
る
と
干
上
が
っ
て
水
が
流
れ
な

い
。
ひ
ど
い
年
に
は
年
間
の
三
分
の
二

も
干
上
が
っ
た
状
態
が
続
い
た
。
イ
ン

ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
も
、
乾
期
に
水
が
海

ま
で
流
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
世
界
で

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝

鮮
）
は
全
人
口
の
五
七
％
が
栄
養
不
足

と
さ
れ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
と
並
び
最

も
食
糧
事
情
の
悪
い
グ
ル
ー
プ
（
計
二

十
三
カ
国
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
十
・
十
七
）
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有
数
の
湖
で
あ
る
ア
ラ
ル
海
は
、
水
不

足
の
た
め
に
面
積
が
減
少
し
、
往
時
の

半
分
以
下
に
な
っ
た
。

飲
み
水
の
不
足
は
、
人
口
の
増
加
や

河
川
な
ど
の
汚
染
が
原
因
だ
。
河
川
や

湖
水
の
枯
渇
は
灌
概
（
か
ん
が
い
）
に

よ
る
過
剰
利
用
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
一
部
に
過
ぎ

な
い
。

水
が
無
け
れ
ば
、
生
物
は
生
き
ら
れ

な
い
。
人
間
も
例
外
で
は
な
い
。
清
潔

な
飲
み
水
の
確
保
は
、
他
の
環
境
問
題

よ
り
緊
急
性
が
高
い
。
世
界
の
農
業
の

二
○
％
近
く
は
灌
概
に
依
存
し
て
お

り
、
灌
概
用
水
の
不
足
は
食
糧
生
産
の

危
機
に
直
結
す
る
。
国
境
を
越
え
て
流

れ
る
川
の
流
域
で
は
、
昔
な
が
ら
の
水

争
い
が
、
国
家
間
の
紛
争
の
種
に
な
っ

て
い
る
。

一
九
九
七
年
の
国
連
総
会
で
は
、
開

発
途
上
国
の
水
問
題
を
最
優
先
課
題
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
ま
ま

で
い
く
と
、
水
問
題
が
現
実
の
国
際
紛

争
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

人
種
と
い
う
視
点
か
ら
も
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
水
に
恵
ま
れ
た
日
本

人
に
と
っ
て
実
感
は
薄
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
先
進
国
と
し
て
こ
の
問
題
に
対

し
て
も
、
誠
意
あ
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

下
水
処
理
技
術
、
循
環
利
用
の
技

術
、
海
水
淡
水
化
技
術
、
砂
漠
の
緑
化

技
術
な
ど
、
日
本
の
技
術
が
水
不
足
に

悩
む
人
々
に
役
立
つ
可
能
性
は
大
き

い
。
こ
れ
ら
の
技
術
移
転
も
含
め
て
、

日
本
に
何
が
で
き
る
か
を
十
分
考
え
、

具
体
的
行
動
に
結
び
つ
け
た
い
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
・
七
）

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
題
日
Ⅱ
都
丸
修
二

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
は
二
十
五
日
、

緒
方
貞
子
・
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の

後
任
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ル
ベ
ル
ス
前
首
相

（
六
一
）
を
、
ま
た
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
次
期
事
務
局
長
に

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
オ
ベ
イ
ド
同
基
金

ア
ラ
ブ
欧
州
局
長
（
五
五
）
を
そ
れ
ぞ

れ
任
命
し
た
、
と
発
表
し
た
。
二
人
と

も
来
年
一
月
一
日
に
就
任
す
る
。

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
・
二
十
六
）

囮

次期事務局長に

オベイド氏任命

国連人口基金

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
珀

日
、
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
中
の

西
太
平
洋
地
域
ポ
リ
オ
根
絶
京
都
会
議

で
、
日
本
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
西
太
平
洋
の
師
力
国
・
地
域
か
ら

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
が
根
絶
し
た
こ

と
を
「
京
都
宣
言
」
と
し
て
発
表
し

た
。
根
絶
宣
言
は
１
９
９
４
年
の
ア
メ

リ
カ
地
域
（
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
）
に

次
い
で
世
界
で
２
番
目
と
な
っ
た
。

同
会
議
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
一
斉
投

与
や
発
症
調
査
の
結
果
、
師
年
３
月
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
女
児
の
発
症
例
を
最
後

函國

西
太
平
洋
の
師
力
国
・
地
域

「
ポ
ワ
オ
根
絶
」
宣
言

に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
基
準
と
す
る
３
年
間
、

同
地
域
の
野
生
株
に
よ
る
ポ
リ
オ
の
発

生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
、
同
地
域
で
の
ポ
リ
オ
ワ
チ
ク
ン
購

入
費
の
う
ち
日
本
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
蛆
％
を
占
め
、
日
本
の

民
間
団
体
が
ワ
ク
チ
ン
の
運
搬
や
調
査

費
負
担
な
ど
に
貢
献
し
た
こ
と
を
評

価
、
京
都
で
根
絶
宣
言
が
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

【
猪
狩
淳
己

●
ポ
リ
オ

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
。
人
間
の
腸
で
増
殖
し
た
ウ
ィ
ル

ス
が
経
口
感
染
し
、
発
症
す
る
と
発

熱
の
後
、
下
肢
を
中
心
に
ま
ひ
が
起

こ
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
よ
り
終

生
免
疫
が
で
き
、
日
本
で
は
１
９
８

０
年
代
以
降
、
自
然
感
染
に
よ
る
患

者
は
い
な
い
。
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ

を
中
心
に
昨
年
も
約
６
４
０
０
人
の

発
症
報
告
が
あ
り
、
根
絶
に
数
年
か

か
る
見
通
し
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
・
三
十
）

京都で開催

５７
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【
北
京
７
日
Ⅱ
鈴
木
暁
彦
】
中
国
国
家

計
画
出
産
委
員
会
の
陳
勝
利
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
は
七
日
、
人
口
抑
制
の
た
め
の

二
人
っ
子
政
策
」
を
二
○
一
○
年
に

見
直
し
、
二
人
ま
で
認
め
る
可
能
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
人
権
尊
重
の
観
点
か

ら
国
際
的
な
非
難
も
浴
び
て
き
た
出
産

制
限
の
緩
和
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
狙
い
も
あ
る
。

同
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、
’

九
八
○
年
か
ら
始
め
た
一
人
っ
子
政
策

の
結
果
、
｜
組
の
夫
婦
が
産
む
子
供
は

全
国
平
均
で
現
在
約
一
・
九
人
。
今
後

も
一
組
の
夫
婦
が
子
供
を
二
人
産
む
と

仮
定
し
た
場
合
、
二
○
’
○
年
の
中
国

の
人
口
は
十
三
億
八
千
万
人
、
二
十
一

世
紀
末
に
は
十
四
億
五
千
万
人
程
度
と

見
込
ま
れ
、
人
口
増
に
は
一
応
の
歯
止

め
が
か
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
「
一
人
っ
子
政

策
を
始
め
る
時
、
こ
の
政
策
は
一
世
代

囲國

一人っ子見直

し､二人まで

高齢化に対応
【
北
京
ｎ
日
Ⅱ
山
本
秀
也
】
中
国
全
土

で
十
年
ぶ
り
と
な
っ
た
国
勢
調
査
が
難

航
し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
人
口
の
激
増
な

ど
市
場
経
済
の
下
で
進
ん
だ
社
会
の
変

化
に
従
来
型
の
調
査
が
追
い
つ
か
な
い

た
め
だ
。
香
港
に
隣
接
す
る
広
東
省
な

ど
で
は
、
十
一
日
か
ら
調
査
期
間
を
延

長
し
て
国
民
に
協
力
を
訴
え
る
異
例
の

事
態
と
な
っ
た
。

五
回
目
を
迎
え
た
国
勢
調
査
は
、
六

百
万
人
の
調
査
員
を
動
員
し
て
今
月
一

日
か
ら
十
日
間
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て

き
た
。
中
間
調
査
の
行
わ
れ
た
五
年
前

に
は
中
国
の
人
口
が
十
三
億
人
を
突
破

し
た
だ
け
に
、
今
回
の
調
査
は
二
十
一

世
紀
の
地
球
人
口
の
動
態
と
も
絡
ん
で

注
目
さ
れ
て
い
る
。

政
府
側
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
は
地
方

か
ら
の
出
稼
ぎ
組
だ
。
広
東
省
東
莞
市

で
は
「
人
口
の
四
人
に
三
人
が
出
稼
ぎ

（
約
三
十
年
間
）
を
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
二
○

一
○
年
ご
ろ
に
見
直
す
予
定
だ
っ
た
」

四■國

一
人
っ
子
政
策
逃
れ
と
出
稼
ぎ
Ｚ
激
増

ｌ
国
勢
調
査
が
難
航
Ｉ

大
蔵
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
旧
日
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
と
日
本
経
済
に
関
す
る
研
究
で
、

「
日
本
人
は
人
口
が
減
っ
て
も
豊
か
に

な
れ
る
」
と
の
試
算
を
明
ら
か
に
し

組
」
（
地
元
紙
・
羊
城
晩
報
）
と
さ

れ
、
都
市
部
で
就
労
や
居
住
に
必
要
な

手
続
き
を
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
か
な

り
の
比
率
に
上
る
。
ま
た
、
内
陸
の
農

村
部
な
ど
の
調
査
で
は
「
一
人
っ
子
政

策
」
で
知
ら
れ
る
人
口
抑
制
策
の
網
を

逃
れ
て
生
ま
れ
、
戸
籍
を
持
た
な
い
子

と
話
し
た
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
十
一
・
八
）

函大
蔵
省
グ
ル
ー
プ
が
少
子
高
齢
化
の
未
来
試
算

負
担
増
え
る
が
Ｆ
生
産
性
上
げ
れ
ば
…
…

人
口
減
で
も
豊
か
に

た
。
労
働
生
産
性
の
伸
び
率
を
米
国
並

み
の
２
％
に
高
め
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
印
年
後
に
社
会
保
障
と
税
金
の
負

担
が
４
倍
に
増
え
て
も
、
所
得
は
２
．

５
倍
に
な
る
た
め
可
処
分
所
得
（
手
取

供
の
扱
い
が
や
は
り
頭
痛
の
タ
ネ
だ
。

難
航
を
見
越
し
た
政
府
は
五
日
、
調

査
の
過
程
で
発
覚
し
た
違
法
就
労
や
超

過
出
産
に
は
罰
金
を
科
さ
な
い
な
ど
を

発
表
し
て
調
査
に
応
じ
る
よ
う
国
民
に

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
戸
籍
を
持
た
な

い
子
供
に
関
し
て
も
、
調
査
と
引
き
換

え
に
戸
籍
の
作
成
に
応
じ
る
よ
う
通
達

を
出
す
な
ど
、
中
国
政
府
と
し
て
は
最

大
限
の
忍
耐
を
発
揮
し
て
精
度
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

行
政
の
側
で
も
、
湖
北
省
武
漠
市
で

死
亡
者
が
戸
籍
で
は
存
命
扱
い
だ
っ
た

ケ
ー
ス
が
約
九
千
件
も
発
覚
す
る
な

ど
、
問
題
が
ポ
ロ
ポ
ロ
出
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
十
一
・
十
二
）
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にゅ－すふぉ－らむ

ｈ
収
入
）
は
２
」
造
近
く
増
え
る
と
い
う
。

少
子
高
齢
化
は
、
一
般
論
か
ら
い
え

ば
、
働
き
手
の
減
少
と
同
時
に
、
年
金

や
医
療
の
社
会
保
障
負
担
も
増
え
、
経

済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え

る
。
試
算
で
は
、
１
９
９
０
年
代
の
米

国
が
平
均
１
．
９
％
の
生
産
性
向
上
を

果
た
し
た
こ
と
を
参
考
に
、
日
本
で
も

同
０
．
５
％
か
ら
肥
～
２
０
２
５
年
度

は
２
％
、
妬
～
印
年
度
も
１
．
５
％
が

可
能
と
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
労
働
力
人
ロ
ー
人
当

た
り
の
年
間
所
得
は
、
１
９
９
８
年
度

の
４
４
９
万
円
か
ら
２
０
５
０
年
度
に

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
９
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｊ

｢￣－－~￣----￣~---~~￣~~---￣~－－－－~－－~~~~--￣~~---~￣￣

◆将来の所得と負担◆

|年度1998年度2025年度2050年度
|総人口12649万人12091万人10050万人
|労働力人口6790万人6045万人4776万人
|国内総生産497兆円756兆円866兆円

|所得449万円768万円1114万円

|負担119万円296万円479万円
|可処分所得330万円471万円635万円

|注)98年度は実績｡所得~可処分所得は労働力人口1人
’当たり。

は
２
．
５
倍
の
１
１
１
４
万
円
に
増

加
。
社
会
保
障
と
税
金
の
負
担
額
を
差

し
引
い
て
も
、
可
処
分
所
得
は
３
３
０

万
円
か
ら
６
３
５
万
円
に
増
え
、
金
融

資
算
も
的
年
度
に
は
国
民
１
人
当
た
り

２
８
１
４
万
円
に
達
す
る
と
い
う
。

１
人
当
た
り
の
住
宅
面
積
は
姐
年
に

は
米
国
（
“
平
方
厨
）
を
追
い
抜
き
、

東
京
圏
の
鉄
道
の
混
雑
率
は
輸
送
力
増

強
を
無
視
し
て
も
「
体
が
触
れ
合
う

日
常
生
活
が
環
境
へ
及
ぼ
す
負
荷

を
、
面
積
で
表
す
指
標
「
エ
コ
ロ
ジ
ヵ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
食
べ
物
な
ら
、
実
際
に
消
費

し
て
い
る
食
糧
を
得
る
の
に
必
要
な
畑

や
牧
場
、
海
の
面
積
な
ど
を
丹
念
に
は

じ
き
出
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
を
話
し

合
う
国
際
会
議
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

で
開
会
中
の
折
、
現
在
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
る
き
っ
か
け
に
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

と
は
、
経
済
活
動
に
よ
る
生
態
系
へ
の

函
生
態
系
へ
の
踏
み
つ
け
面
積
を
計
算

エ
コ
ロ
ン
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
考
え
る
指
標
に

が
、
新
聞
は
読
め
る
」
（
１
８
０
％
）

か
ら
「
｜
肩
は
触
れ
合
う
程
度
で
新
聞
は

楽
に
読
め
る
」
（
１
５
０
％
）
程
度
に

改
善
す
る
と
い
う
。

膨
大
な
財
政
赤
字
な
ど
は
試
算
に
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
グ
ル
ー
プ

は
「
選
択
と
決
断
次
第
で
達
成
可
能

で
、
決
し
て
楽
観
的
な
試
算
で
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。
【
高
橋
秀
郎
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
十
一
・
十
七
）

踏
み
つ
け
面
積
の
こ
と
。
衣
食
住
に
わ

た
る
今
の
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
に

は
、
ど
れ
だ
け
の
広
さ
が
必
要
か
を
地

域
ご
と
に
計
算
す
る
。
食
べ
物
以
外
で

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
っ
て
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
く
れ
る

森
林
の
面
積
な
ど
も
換
算
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
教
授
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
リ
ー

ス
さ
ん
が
９
年
前
、
同
大
学
院
生
（
当

時
）
の
マ
テ
ィ
ー
ス
・
ワ
ケ
ナ
ゲ
ル
さ

ん
ら
と
考
案
、
札
幌
大
助
教
授
（
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
）
の
和
田
喜
彦
さ
ん

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
ブ
リ
ン
ト
の
イ
メ

ー
ジ
図
（
Ｐ
・
テ
ス
テ
ィ
メ
ー
ル
さ
ん
の
作
）

ら
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
昨

年
版
の
環
境
白
書
や
今
年
の
東
京
都
の

環
境
白
書
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
指
標
に
基
づ
い
て
計
算
す
る

と
、
耕
作
地
な
ど
実
際
に
人
間
に
恵
み

を
も
た
ら
し
て
い
る
地
球
の
面
積
は
一

人
当
た
り
２
．
ｍ
鯵
。
と
こ
ろ
が
、
食

糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
を
輸
入
に
頼

る
日
本
人
は
、
東
京
ド
ー
ム
の
面
積
に

匹
敵
す
る
４
．
追
鯵
を
一
人
当
た
り
で

使
っ
て
い
る
計
算
に
な
る
。
日
本
人
全

体
だ
と
５
億
１
２
０
０
万
鯵
で
、
国
土 蝋
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の
Ｍ
倍
に
当
た
る
面
積
に
な
る
。
ち
な

み
に
イ
ン
ド
は
一
人
当
た
り
０
．
４

ヘ
ク
Ｃ
ｆ

海
外
依
存
度
の
ほ
か
、
便
利
さ
を
求

め
る
た
め
に
新
た
に
生
じ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
な
ど
、
日
本
人
が
目
に
つ

か
な
い
と
こ
ろ
で
引
き
起
こ
し
て
い
る

環
境
負
荷
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く

れ
る
。

和
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
ト
マ
ト
千
ト

ン
を
生
産
す
る
場
合
、
畑
の
面
積
で
は

露
地
栽
培
が
旧
１
ｍ
粉
必
要
な
の
に
対

し
、
温
室
栽
培
な
ら
２
鯵
で
済
む
。
と

こ
ろ
が
温
室
に
使
う
天
然
ガ
ス
や
化
学

肥
料
な
ど
、
投
入
す
る
資
源
ま
で
考
慮

に
入
れ
た
生
態
系
の
踏
み
つ
け
面
積
で

み
る
と
、
露
地
が
蛆
ｌ
師
鯵
な
の
に
対

し
温
室
は
７
６
０
１
６
１
３
鯵
と
、
温

室
の
方
が
環
境
負
荷
が
高
い
と
い
う
結

果
が
出
た
。

東
京
精
華
大
教
授
（
生
活
環
境
論
）

の
山
田
国
広
さ
ん
は
「
国
内
で
も
都
市

と
地
方
、
単
身
世
帯
と
家
族
の
多
い
世

帯
で
環
境
負
荷
が
ど
れ
ぐ
ら
い
違
う
か

な
ど
、
も
っ
と
多
く
の
デ
ー
タ
が
ま
と

ま
れ
ば
、
環
境
へ
の
関
心
も
さ
ら
に
高

ま
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
｜
・
’
一
十
二
）

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
本

部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
は
１
９
６
９
年

に
設
立
さ
れ
た
。
私
は
刀
年
か
ら
基
金

本
部
に
勤
務
し
、
師
年
に
就
任
し
た
事

務
局
長
職
を
今
年
末
に
退
任
す
る
。
、

年
に
詔
億
人
だ
っ
た
世
界
人
□
は
朗
年

に
釦
億
人
を
突
破
し
た
が
、
人
口
分
野

で
の
国
際
的
な
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
塑
日
Ⅱ
小
林
伸
雄
】
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
国
連
児
童

基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
は
二
十
二

日
、
二
○
○
○
年
版
の
一
世
界
の
生
活

水
事
情
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
発
展
途
上
国
人

口
の
半
分
に
あ
た
る
二
十
四
億
人
が
下

皿 画國

ll堺24億人

下水なし
人
口
問
題
、
岡
本
が
指
針
に

サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
の
講
演

年220万人
下痢で死亡

な
成
果
を
上
げ
た
。

的
年
当
時
に
比
べ
、
世
界
全
体
の
平

均
寿
命
は
切
歳
延
び
、
家
族
の
構
成
員

数
は
半
分
に
な
り
、
人
口
増
加
率
は
鈍

化
し
た
。
家
族
計
画
が
普
及
し
、
女
性

の
教
育
や
社
会
進
出
が
進
ん
だ
。
加
年

間
の
国
際
的
な
取
り
組
み
が
成
功
し
た

理
由
は
、
人
間
の
数
で
は
な
く
、
個
人

水
道
な
ど
の
「
衛
生
的
な
水
道
シ
ス
テ

ム
」
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
ず
、
う
ち
十

一
億
人
は
家
庭
で
上
水
道
の
供
給
を
受

け
て
い
な
い
。
下
痢
に
苦
し
む
症
例
が

世
界
中
で
年
間
四
十
億
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
五
歳
以
下
の
乳
幼
児
を
中
心
に
二

百
二
十
万
人
が
下
痢
が
原
因
で
死
ん
で

い
る
と
い
う
。

ま
た
、
二
十
四
億
人
の
う
ち
約
八
割

は
ア
ジ
ア
に
集
中
し
、
と
く
に
人
口
の

多
い
中
国
と
イ
ン
ド
の
農
村
部
で
＋
年

前
と
比
べ
ほ
ど
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な

い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞二
○
○
○
・
十
｜
・
二
十
一
一
一
）

に
政
策
の
重
点
を
置
い
た
こ
と
だ
。
人

口
問
題
と
は
人
間
を
中
心
と
す
る
対
応

が
必
要
な
問
題
で
あ
る
と
教
え
ら
れ

た
。カ
イ
ロ
で
弘
年
に
開
か
れ
た
国
際
人

口
開
発
会
議
以
降
は
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
ピ
と
い
う

概
念
が
我
々
の
指
針
に
な
っ
た
。
個
人

の
権
利
と
地
球
規
模
で
人
口
増
加
を
抑

制
す
る
必
要
性
と
の
間
に
矛
盾
は
な

い
。
経
験
や
調
査
か
ら
、
女
性
も
男
性

も
選
択
が
可
能
な
ら
ば
、
子
供
の
数
を

親
の
世
代
よ
り
も
少
な
く
し
た
い
と
望

ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

先
進
国
の
人
口
増
加
は
鈍
化
あ
る
い

は
安
定
し
て
い
る
が
、
開
発
途
上
国
で

は
年
間
７
８
０
０
万
人
増
え
続
け
て
い

る
。
増
加
は
今
後
、
年
間
続
き
、
そ
れ

か
ら
増
加
傾
向
は
衰
え
て
い
く
だ
る

》
っ
。日
本
な
ど
の
工
業
国
で
は
出
生
率
の

低
下
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
高
齢

者
の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
と
な
り
、
そ
れ
は
社
会
保
障
や
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
抜
本
的
な
改
革
を
意
味
す

る
。だ
が
、
大
半
の
国
に
と
っ
て
高
齢
化

よ
り
も
、
世
界
人
ロ
の
半
数
を
占
め
る

6り



すふお－らこゆ

妬
歳
未
満
の
若
者
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
で
結
婚
年

齢
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
若
者

が
婚
前
性
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
望
ま

な
い
妊
娠
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
）
を
含
む
性
感
染
症
を
背
負
う
ｎ
代

の
割
合
は
上
昇
し
て
い
る
。

世
界
人
口
の
変
化
と
し
て
、
途
上
国

で
の
人
口
増
加
や
都
市
化
が
あ
る
。
貧

富
の
差
は
国
家
間
、
国
家
内
で
広
が

り
、
貧
し
い
人
々
の
多
く
は
女
性
で
あ

る
。
女
性
に
対
す
る
差
別
や
暴
力
は
、

人
権
や
開
発
の
成
果
を
後
退
さ
せ
る
。

ど
こ
の
国
で
も
男
性
は
、
性
差
別
や
不

平
等
を
当
然
視
す
る
。
男
性
が
女
性
の

平
等
の
追
求
に
協
力
す
る
と
き
、
両
者

が
開
発
の
果
実
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

カ
イ
ロ
会
議
で
の
合
意
は
世
界
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
、
拠
出
さ
れ

る
資
金
は
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
。
オ

ラ
ン
ダ
は
今
年
、
日
本
に
代
わ
り
、
国

連
人
口
基
金
へ
最
大
の
拠
出
金
を
提
供

し
た
が
、
日
本
が
首
位
に
返
り
咲
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

途
上
国
へ
の
援
助
は
、
日
本
に
と
っ

て
も
有
益
。
日
本
の
政
府
、
国
会
議

員
、
市
民
組
織
は
人
口
問
題
の
解
決
の

た
め
に
、
専
門
的
知
識
や
資
金
を
提
供

し
て
き
た
。
急
速
な
工
業
化
や
出
生
率

と
死
亡
率
の
短
期
間
で
の
低
下
を
実
現

し
た
日
本
は
、
歴
史
的
な
経
験
を
他
国

と
分
か
ち
合
え
る
。
日
本
の
経
験
と
政

策
対
応
は
将
来
へ
の
貴
重
な
指
針
と
な

る
だ
ろ
う
。

【
ｎ
月
朋
日
の
来
日
講
演
よ
り
。
訳
・

生
長
恵
里
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
二
・
一
）

【
北
京
旧
曰
Ⅱ
古
谷
浩
二
中
国
政
府

は
十
九
日
、
「
中
国
の
二
十
一
世
紀
の

人
口
と
発
展
」
と
題
し
た
人
口
白
書
を

発
表
し
た
。
白
書
は
今
後
十
数
年
間
、

中
国
本
土
の
人
口
が
年
間
一
千
万
人
以

上
の
割
合
で
増
え
続
け
る
と
し
、
「
計

画
生
育
（
一
人
っ
子
政
策
）
」
に
よ
る

人
口
抑
制
目
標
を
二
○
○
五
年
で
十
三

億
三
千
万
人
以
内
、
二
○
一
○
年
に
は

十
四
億
人
以
内
と
設
定
。
さ
ら
に
二
十

一
世
紀
の
半
ば
に
十
六
億
人
近
く
ま
で

程沮豊U
``人口見通し，,

211u紐半ば、

16億人ﾋﾞーク

｢一人っ子政策｣なお続行

増
加
し
た
人
口
は
、
そ
の
後
緩
や
か
な

減
少
傾
向
を
見
せ
る
と
の
見
通
し
を
示

し
た
。

白
書
は
人
口
増
加
傾
向
は
短
期
間
に

は
改
善
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、
経
済

が
発
達
す
る
前
の
労
働
者
人
口
の
大
量

増
加
、
高
齢
化
社
会
へ
の
突
入
が
、
中

国
の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
困

難
に
し
て
い
る
と
分
析
。
一
人
っ
子
政

策
と
と
も
に
教
育
や
医
療
レ
ベ
ル
の
向

都
は
二
十
日
、

二
○
○
○
年
国
勢
り

調
査
（
十
月
一
日
わ

現
在
）
の
速
報
値
峻

を
発
表
し
た
。
都
移

内
の
人
口
が
一
千
ｍ

一一百万人を突破必
し
、
女
性
が
初
め
京

て
男
性
を
上
回
っ
東

た
。速
報
値
に
よ
る
と
、
人
口
は
前
回
調

査
（
九
五
年
）
よ
り
二
十
八
万
人
余
り

増
え
て
約
一
千
二
百
五
万
九
千
人
（
男

四

都
人
口
Ⅷ
万
人
突
破

都
心
空
洞
化
に
歯
止
め

上
な
ど
も
総
合
的
に
進
め
る
姿
勢
を
強

調
し
た
。

中
国
の
人
□
は
昨
年
末
時
点
で
十
二

億
六
千
万
人
に
上
り
、
世
界
人
口
の
約

二
一
％
を
占
め
る
。
白
書
は
一
九
七
○

年
代
末
か
ら
の
一
人
っ
子
政
策
の
成
果

で
、
三
億
人
分
の
人
口
増
加
を
く
い
止

め
た
と
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
十
二
・
二
十
）

性
約
六
百
二
万
六
千
人
、
女
性
約
六
百

三
万
三
千
人
）
。
世
帯
数
も
約
五
百
四

十
一
万
と
初
め
て
五
百
万
を
超
え
た
。

国勢調査
速報値

ａ

調
査
年 人口

（
％
）

増
加
率

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

２
２
３
３
４
４
５
５
６
６
７
７
８
８
９
９
０
０

９
２

１ ８
４
８
９
１
４
０
４
２
４
１
４
１
３
３
５
７

２
４
７
１
７
８
０
８
０
４
７
５
８
６
６
０
３

４
１
６
９
９
２
５
０
８
２
０
５
２
３
５
６
２

；
ウ
ゥ
９
日
９
９
ワ
リ
０
９
Ｐ
９
ｐ
６
０
？

９
５
８
９
４
８
７
７
３
９
８
３
８
９
５
３
９

９
８
０
６
５
８
７
３
８
６
０
７
１
２
５
７
５

６
４
４
３
３
４
２
０
６
８
４
６
６
８
８
７
０

０
Ｐ
ウ
ヲ
９
０
分
り
＄
Ｐ
Ｊ
０
９
Ｊ
９
９
９

３
４
５
６
７
３
６
８
９
０
１
１
１
１
１
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１

｜
叫
胡
而
蛆
訂
船
舶
蛆
皿
加
羽
灯
配
配
的
偲

●
●
■
０
ｃ
■
の
■
□
０
●
ｃ
■
□
■
●

１
０
７
５
２
９
８
０
２
４
２
０
１
０
０
２

２
２
１
１
５
７
２
２
１



片
山
虎
之
助
次
期
総
務
相
（
総
務
庁

長
官
）
は
二
十
二
日
の
閣
議
に
二
○
○

○
年
国
勢
調
査
の
人
口
速
報
値
を
報
告

し
た
。
十
月
一
日
現
在
の
総
人
口
は
一

億
二
千
六
百
九
十
一
万
九
千
二
百
八
十

八
人
で
、
前
回
の
一
九
九
五
年
調
査
に

比
べ
百
三
十
四
万
九
千
四
十
二
人
増
え

た
。
過
去
五
年
間
の
増
加
率
は
一
二

六
五
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
を
た

ど
っ
て
い
た
区
部
の
人
口
も
増
え
始
め

た
。
特
に
都
心
部
は
バ
ブ
ル
期
の
地
価

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
、
人
口
が
激
減

し
て
い
た
が
、
今
回
、
区
部
で
は
、
品

川
、
北
、
足
立
、
葛
飾
の
四
区
を
除
く

十
九
区
で
人
口
が
増
加
。
こ
の
う
ち
、

港
、
文
京
、
台
東
、
荒
川
は
四
十
年
ぶ

り
の
人
口
増
と
な
り
、
都
心
部
の
空
洞

化
に
よ
う
や
く
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

市
部
の
人
口
も
増
加
数
、
増
加
率
と

も
に
前
回
調
査
を
上
回
り
、
都
内
の
総

人
口
に
占
め
る
割
合
も
別
・
９
％
と

な
っ
て
、
０
．
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

た
だ
、
一
世
帯
当
た
り
人
員
は
０
．

四

日
本
・
戦
後
最
低
の
伸
び

少
子
化
で
世
界
９
位
に
後
退

％
（
年
率
○
・
二
％
）
で
、
前
回
調
査

に
比
べ
○
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
く
、
戦
後

最
低
の
増
加
率
と
な
っ
た
。
出
生
率
の

低
下
な
ど
か
ら
人
口
の
伸
び
が
一
段
と

鈍
化
す
る
一
方
、
地
域
別
で
は
東
京
、

名
古
屋
な
ど
大
都
市
圏
へ
の
人
ロ
集
中

が
加
速
、
核
家
族
化
も
進
ん
だ
。
政
府

は
早
急
な
少
子
化
対
策
の
推
進
を
迫
ら

四
人
減
の
２
．
四
人
。
都
は
「
都
心
回

帰
の
中
、
少
子
化
や
単
身
世
帯
の
増
加

も
進
ん
で
い
る
」
と
み
て
い
る
。

ま
た
、
都
は
国
勢
調
査
に
合
わ
せ
、

住
居
不
定
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
つ
い
て
も

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
五
年
前
に
比

べ
千
百
六
十
人
増
え
、
四
千
百
二
十
三

人
と
な
っ
た
。

火
山
活
動
が
続
く
三
宅
村
は
全
島
避

難
中
の
た
め
、
国
勢
調
査
の
上
で
は
人

口
、
世
帯
数
と
も
に
ゼ
ロ
。
人
口
二
百

三
人
の
伊
豆
諸
島
・
青
ヶ
島
村
は
、
愛

知
県
富
山
村
を
抜
い
て
全
国
で
最
小
の

自
治
体
と
な
っ
た
。

（
藷
些
冗
新
聞
二
○
○
○
・
十
二
・
’
’
十
一
）

れ
る
。
今
回
の
調
査
を
も
と
に
衆
院
選

挙
区
な
ど
の
配
分
見
直
し
も
今
後
の
焦

点
と
な
る
。

総
人
口
の
内
訳
は
男
性
が
六
千
二
百

十
万
三
千
八
百
二
人
、
女
性
は
約
二
百

七
十
一
万
千
六
百
八
十
四
人
多
い
六
千

四
百
八
十
一
万
五
千
四
百
八
十
六
人
。

日
本
は
世
界
の
総
人
口
の
二
・
一
％
を

占
め
る
。
国
別
人
口
で
は
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
に
抜
か
れ
、
九
五
年
の
世
界

人口曽加率
P1

L

世界の人口上位に10カ国
（単位：億人）

2000年1995年
①中国12.78１２．２１
②インド10.14９．３４
③米国２．７８２６７
④インドネシア２．１２１９７
⑤ブラジル１．７０１．５９
⑥パキスタン１．５６１．３６
⑦ロシア１．４７１．４８
⑧バングラデシュ1．２９１．１９
⑨日本１．２７１．２６
⑩ナイジェリア１．１２０．９９
－－－-－－－－－－-－－－－－－--●￣－－－－－－－－－－－－－－-－￣

世界の総人口６０．５５５６．６６
(注）順位は2000年の順位

０
８
６
４
２
０

6２
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八
位
か
ら
九
位
に
後
退
し
た
。

人
口
増
加
率
は
八
○
年
調
査
以
来
、

五
回
連
続
で
低
下
し
た
。
一
二
％
と

い
う
人
口
増
加
率
は
戦
争
中
の
一
九
四

○
’
四
五
年
の
同
水
準
。
晩
婚
化
で
出

生
数
が
減
る
一
方
、
老
人
人
口
の
増
加

か
ら
死
亡
者
数
が
増
え
た
の
が
主
な
原

因
。
九
五
年
調
査
で
は
過
去
五
年
間
に

生
ま
れ
た
子
供
の
総
数
か
ら
死
亡
者
数

を
差
し
引
い
た
自
然
増
分
が
お
よ
そ
百

八
十
一
万
人
だ
っ
た
が
、
今
回
は
百
三

十
一
万
人
と
五
十
万
人
減
っ
た
。
自
然

増
加
率
は
全
都
道
府
県
で
低
下
し
た
。

少
子
高
齢
化
現
象
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
で
、
今
後
は
医
療
や
年
金
問
題
な

ど
社
会
保
障
分
野
で
の
対
策
確
立
が
急

務
に
な
る
。
さ
ら
に
労
働
力
人
口
の
減

少
の
経
済
へ
の
影
響
も
現
実
化
し
て
き

そ
う
だ
。

二
○
○
○
年
調
査
の
日
本
の
人
口
増

加
率
は
ド
イ
ツ
（
○
・
七
％
）
や
英
国

（
○
・
九
％
）
を
上
回
っ
た
が
、
先
進

国
平
均
の
一
・
四
％
よ
り
も
○
・
三
ポ
イ

ン
ト
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
た

世
帯
数
は
四
千
七
百
三
万
九
百
五
十

四
世
帯
で
前
回
比
六
・
六
％
増
。
一
世

帯
当
た
り
家
族
数
は
二
・
七
人
で
前
回

の
二
・
八
五
人
に
比
べ
て
一
段
と
核
家

族
化
が
進
行
し
た
。

都
道
府
県
別
の
状
況
を
見
る
と
、
人

口
が
減
少
し
た
の
は
二
十
四
道
県
。
減

少
数
が
最
大
だ
っ
た
の
は
長
崎
県
の
二

万
八
千
三
百
九
十
八
人
。
以
下
、
山
口

県
の
二
万
七
千
四
百
三
十
六
人
、
秋
田

県
の
二
万
四
千
四
百
五
十
二
人
な
ど
が

続
く
。

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
大
都
市
圏

で
は
合
計
の
人
口
増
加
数
が
計
百
二
十

二
万
人
に
達
し
、
全
国
の
人
口
増
加
分

の
九
割
を
占
め
た
。
特
に
首
都
圏
で
は

東
京
都
が
前
回
の
○
・
七
％
減
か
ら
二
・

四
％
増
に
転
じ
る
な
ど
増
加
し
た
。

国
勢
調
査
は
五
年
に
一
度
、
全
世
帯

を
対
象
に
職
業
や
家
族
構
成
を
調
べ

る
。
今
回
の
公
表
分
は
こ
の
中
の
人
口

の
速
報
値
。
確
定
値
は
来
年
十
月
に
ま

と
め
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
一
○
○
○
・
十
’
一
・
’
’
十
二
）

（:p-匹)￣

本誌Nd73（2000年秋号）

28頁の写真説明「杏林

大学」は「吉林大学」

の誤りでした。読者並

びに筆者に訂正申し上

げまして深くおわびを

いたします。〈編集部〉
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Mj(（解あ湘域と仰とどのとのい
いＩｉｊｌｉノミハニリ人と二業ばていいⅢ：人人ま人
い＋－，‐，》JIL上、、ろ公森すまつ界［」’’す［’
た、ろＩ）らす統ＨにｉＩｆ林“、て人のは“問
しあノｊＡぴ）’パイえきを破人’'1：ＬＩＩｊ１Ｙ’二一題
三す娘一一Ⅱ（ノノなてｌｊｌ域［’界過のり'１のノＬは
す⑪をアキﾉﾘ！‘）どいきを湘各ｉこｉｉ大は急ノし゛
プＬざブに典のま延し〃'1地で半、期九二
Ｍぐタ、退よすこた仁ではをあす年十
”る＿すなう“しら伸Ｉｕｌあ，lｉふるに－
，１１，たはへとにま、ＬうばＩⅡのゆ世はＩＵ：
ふめ、て、、た地、食れまるる界六紀
い、，.（，，さ少、Ｌｋ－・科てせア社人ｃの
未卜ｉｈＬ人まｆ人瑚）ｊ不いんシ会１１億人
*俊喰，，ざ．ＩＩｌｉｉｉでA1る‐ア・の人離
と、び.，まｉ(`ＪｉｌｌＨめはを〃人総六を生
、１ＬｌＩ１１１ＩｌＩなｌｌｉｌ)迦悠急ＭｉＩｊＭｌ」ｉ（Ｃ超イイ
共⑪,,際題ＩＦ化で化速うljhの問劣えを
７１Ｆに機に人かははなた間行迦を、左
‘〕野IlUlI）な進燃、二［ぬＲｕブノにｌｌｉ依右
とブノグ）結祉み発も難び）.‘が深め然す
めをｌｌｌ１さ会jlW11Jう化焼も、刻てとる
に紬ノノ』し.）１ｔに二は畑、人なおし地
＋１ｆけをま締め入れ人膿人馴Ii1クリて球
さてｉりすｉ斤様１１以菰業【’４１三弾まふ’二
まいて問鋤期ｌＬｉｊｊやの「j：をすえの
ゾ）ま、Ｈｕな」」,，牧ｉイミ、』脚の腿“統岐
トＭｉ十二を労をｉｉｆｉや燃加力ぽけも
いノＬ地lIi1,銃でＪｋ料かギしてＴＩｉ
ご；』え力げき『（と人を.まお婆
協めて下てなｉｊｊしき搬す’）な
ノ」ＩｌＩＩい’,ＬｔＴいＩ&りてな－＞‘ま課
を趣るやⅡ｜キなの根てす題
心を先ＷI（にりど聯イパい゛と
かィ「逆ｈｌ:．|iiiキ多伐原るァな

ｊｉ；ｉｌＷ繩）)AiiWl茅ぞ
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２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調査報告諜

一インド1ＦＩ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙ〔)fpDpulaUonand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountries

-India-

施調報告圏及び,出|版Ｕ

■

昭和58年度

1．中埖人1ｔ共和国人L1家族iil･画J脾礎調査報告轡

BasicSurvevonPopulationandFamilyPlanning

inlhePeople'sRepublicofChin圏（英語脳）

生育率和生活水平失系LIjH合作凋在研究梱告考

（中腫l語版）

３．中華人jjt共棚国人口・家族計画第二次鵬鑑識森報告u}

BasicSuTvey(11）onPopulationandFhmilyP1almlng

inthePeopleOsRepublicofChina

生了『率和生活水平矢系第二次中日合作ilM代研究1M

告苓（中国語版）

昭和59年度

１．アジア諸圃の農村人口と農業開発に関する調ＩＩＥ報告諜

一インド|Ｉ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｃｙｏｆＲｕｒａｌＰｏpulationand

AgriculturalDevelopmenljnAsianCountries

-Inda-（英語版）

４．ネパール｣HUM人I非家族計画雌礎調従

BasicSuwevReportonPopulationandIiilmily

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．Ｈ本の人口都７１I化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan〈英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発恭礎調森報告普

一タイｈ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｌＰopulationandDeve

IopmentinSoutheastAsianCountries

-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生播瑚境・福祉調介

一データ網一一

SurvevofUrbanization，LMngEnvironmentand

WblfareinBangkok－，a隈一

（英語版）

３．Ｈ本の人口転換と農村I)M発

ｌ)emographicTransitioninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の那市化と人口（日本語版j

UrbanizalionandPopulationinJapan（英語M)〔）

日本的城市化与人口〈中国語服）

UrbanisasiDankependudukanDjJepanlg

（インドネシア譜版）

４．SurveyofFertilitvandLivingStandardsinChirlese

RuraIAreaｓ－Ｄａｔａ－ＡｌＩｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏｌｄｓｏｆｔｗｏ

v1IlagesinJilinProvincesurveyedbyquestionnaires

（英語版）

美干『''1量l友付的人口生育率与生活水平的凋迩担告

一吋干古林智柄介村進行全戸面談凋在的靖呆－

－銃ｉｆ蝋＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア蒲雁lの農村人[」と農業開発に関する鋼従報告響

一インドネシアｌｆｌ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎＬｈｅＳｕｒｖｅｙｏ「RuralPopula[ionan〔l

AgriculturalDeveloDmentinAsianCourllries

-lIldonesi(1－（英語版）
５．スライド日本の農業、農村|#１発と人口

－その軌跡一（日本語Hllp

Agricul[ural＆RuralDeveloDmentandPopulation

mJapan（英語版）

Ｕ本旗此衣村的茂展和人口的推移（中国語版）

Ｐｅ｢kembanganPertanian，MasyarakatDes2Dan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発jjL礎調炎報告布1キ

ーインドネシア国一

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulalionand

DeveIopmGntinSoutheastAsianCounLrieg

-Indonesia-（英語版）

３．在日剤学生の学習とLLiui条件に関する研究

一人的能ﾌﾞJMI発の課題にHlIして－

昭和60年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報涛啓

一タイｌ１１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒveyofRuraIPopuIationand

Ag｢iculturEllDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

４．Ｈ本の労働力人口と開発

LaborForceandDeve1opmentinJapan（英諾版）

５．人口と開発関連統計災

DemographicandSocIoEconomiclndjcatorson

PopulationandDevelopmenl（英語版）

“



６．スライドⅡ本の１１;業開発と人l］

－その原動力・麺久一（日イミ譜脳）

Indust｢ialDevelopmcntandPopulationinJapan

-TheprlmeMover-Electricitv- （英語IHI）

日本的芹此友展与人ロ

ー其原功カー喪&〔－（中国識版j

Pembangunanlndustl･idankependuduk息ndijepang

-Pengge｢ａｋ［tama-TengaLislrik-

（インドネシア譜版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調盃報告書

一中雌人氏共『１１国一

ReportontheBasicSurveyofPonulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCounlr1es

-China-（英語版）

３．アジア諸国からのﾂﾅ働力流ｌｌｌに関する調査研究機吉野

一タイ画一

４．日本の人口と家族

Popula[iｏｎａｎｄｔｈｅＦａｍｉｌｙｉｎｊａｐａｎ（英語版） ネバールニl2ufl人[I家族計両第二次雑礎識ff

ComplementaryBasicSurveyReportonPopulation

andFamilyPlaI1ninginthekingdomofNepal

０

句一Ｊ０

５．アジアの人'百l転換と開発一総計喋一

Demog｢aphjcTransitionandDcvGlopmentinAsian

Countries-OvervlewandStatisIicalTables-

（英語版）
昭和62年度

Ｌアジア諸同の農村人I」と農業開発にＩＩＬIする調森報告沓：

…中華人民共和国一

ReportonthcSurveyofRuralPopulationaIId

AgriculturalDevc]opmentinAsianCounIries

-CIum&1－（共i譜版）

６．スライド

Ｈ本の人口と家族（日本語版）

PamilyandPopuIa[ioninJapan-AsianExperi

ence-（英識版）

日本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア譜版） ２．來南アジア諸国･等人口・開発JIL礎調jilii報告普

一『l1lllE人氏共和lTil-

ReportontheBasicSul･veyolPopulationand

Developmel]（１nSoutheastAsi釦Countris

-China-（英語腿）

７．ペルー共和国人口家族計画坐礎調盃

平成元年度

1．アジア諸国の農村人【］と農業開発に関する鯛従報告書

一バングラデシュｌｍｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulatjonand

AgriculturalDevelopment-Bangladesh-（英

譜版〉

３．アジア諸国からの労Iiit力流出に側する綱在研究報告苫

一フィリピン'五１－

４．日本の人口と農業|;Ⅱ光

PopulationandAgriculturaIDevelopmentinjaI)ａｎ

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調盗戦告脅

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulaIionand

DevelopmentinSou[heastAsianCouI1tries

-NePal-（英語版）

５．ネパールの人1コ・HM発・環境

Population，Devel〔】pmentandEnvironmentinNepaI

（英語版）

６．スライド

［I水の人口稚動と維済発腿（Ｕ本諾版）

TheMigra[orVMovemen［ａｒ】dEconomicDevcloI)‐

ｍｅｎｔｉｎＪａｐａｎ（英諦版）

Ｉ]水的人口繩功jJi鑑ｉｈ浅展（中岡謡脆）

Ｐｅ】rpindahanPe｢】dudukDanPcrkembaI1ganEkonomi

D1Jepang（インドネシア語１１１(）

３．アジア諸国からの.〃動力流'11に関する調鎌研究報告ill：

－マレーシア1１２１－

４．Ⅱ本の人口櫛造変動と開発一高齢化のアジア的祝
di-
DQDq

StructuralChimgeinPoOulationandDeve]opment

-」apa､,sExperienccinAglng- （英語版） ７．トルコlII人[I家ｉ蹄I11hj雑礎IiMljOf

５．スライド

高齢化社会へのロ本の桃ｌｉｉｆ

－生きがいのある老後を|]折して－（ロ本譜版）

AginginJaI)fｍ－ChalIengesaIIdPmspec[昌一

（拠語飯）

辺人i灘齢化社会的日本JIL面'1曲挑故一追求具生命通:又

的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

,、アジア諸IIilの農村人口と農業開発に関する識査報告書

一ネパールＵｉｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕＴｖｅｙｏｆＲｕ｢aIPopulaUonand

AgriculturfllDeveIopmcntinA富ianCountrjes

-Nepal-（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調炎研究撒告書
一中飛人氏共和国一

TanlfInganMawarakatLanjutusiaJepang-

（インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinJapan
-TrendsandProspectsiｎｌｈｅｌ９９０ｓ－
（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５力凹の比較一

StrategicMeasuresｆｏｒｔｈｅＡｇ｢jcultu｢alDevelopment
-ComparativeStrudiesonFiveAsianCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年111)日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部PI1で優秀賞を受賞｡）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調充報告書

一フィリピン１塁ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅＶｏｆＲｕｒａｌＰｏｐｕｌationand

AgriclllturalDevelopment-Philippines-（英語版）
６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

２．束南アジアi諸岡等人口・開発JIL礎調査紺告書

一バングラデシュ_

ReportontheBasicSurveyofPopuIatjonand

DeveloPmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

l･アジア諸国の農村人口と農業開発にUUする調森報告諜

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuraIPopulationand

AgriculturalDevelopmen［－Malaysia－

（英語版） ３・アジア諸ｌＵｉｊからの労働力流出に関する鋼査研究報ｆＩｆ懇

一インドネシア田一

２．東南アジア諸国等人LI・聞発人囎礎調査報告醤

一ベトナム国一

ReportontheBasiCSurveyofPopula[ionand

DevelopmentinSou[heas［AsianCouIntr】eｓ

－ＶｉｅｌＮａｍ－（英語版）

４．日本の人n

Popula[ion，

Lnpan-

･開発・環境一アジアの経験一

Deveiopment2ndEnvir(Jnmentln

AslanExperiellce-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人IEI・開発（日本語版）

EnvironmenLPopu1alionandDevelopmenlln
laPan（英語脳）

ロ本的坏境・人口・升友（１１１国識版）

Lingkungan，PendudukdallPembangunanJepang
（インドネシア語版）

（本作品陰、1991年０１１)日本視聴覚教育協会主催優秀映

像数材選奨社会教育部門で優秀灘を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告ilド

ースリランカ国一

４．アジアの産業権換と人LI

lndustrialTransilionandPopLlIationinAsia

（芙語版）

５．スライド

明日に生きる一Ⅱ本の雄業転換と人｢１－（日本
語版）

LivingforTomor｢０Ｗ－IndustriaITransiljonand

PopuIationinjapan-（英語版）

生活在明天一日本的祥並蒔換与人口一（中国語版）

６．アジアの人口部ilj化一統計粟一

ProspectsofUrbanizEItioninAsiａ （英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告誹
一スリランカl正I-

ReportontheSurvevRuraIPopulationand

AgriculluralDevelopment-Srilank曲一

（英譜版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanSlTuktur

lndustriDanPopuIaslDlJepang-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調燕報告啓
一フィリピンiEl-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Philippmes-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一ベトナム同一
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平成７年度

1．アジア$譜国の発展幾階ｻﾘ腱雅叱農111M１発｣M崔磁JMff縦Ｉｌｒ

ｉｌドーバキスタンｉＥ１－

ＲｅＩ)or[ｏｎｔｈｅＢａｓｌＣＳｕ｢veyonARricultur(llandRural

DevelopmenzbyProgresｇＳＩａＲｅｉｎＡ白ianCountrieH
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１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告
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２．アジア諸国の都市化と開発調在報告書一タイ{n-

ReportontheSurveyofUrbanizationtmdDevelopment

inAsianCountT1es-Thailand-（英語版）

２．アジアiiiil玉lの都TIJ化と１１}1発鋼飛報iif;'ト

ーフィリピン瞳l-

ReportontheSuweyolUrbanizationandDevel(Ｊ１〕・

ｍｅｎｔｌＩ１八siEknCount｢ies-Philippines-〈英語版）
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平成９年度

Ｌアジアi粥|玉Iの発展段１膳別農堆・農村１１N楚JIL礎調ｲf慨告

i11：一ラオス人l（民主共和lfl-

Rel)〔】ｒＩ〔】ｎｉｈｅＢａｓｉｃＳｕｗ【)ｙｏ】〕AgriculturaIal1d

Ru:.aIDevelo;Dmezl“〕ｙＰｒ(】gr〔ＤｓｓＳ悪ｇｅｉｒｘＡｓｊ&I1

Countrie爲一ＬａｏＰｅｏひle，sDemogralicRepublic-

平成11年度

1．アジア譜風の発展段ljHf別農推・農村開発｣喋礎綱査報告

了1ドーモンゴル同一中央県、セレンゲlji(を''１心として－

ReportontheBasicSurveyonAgricullu｢a］alId

RuralDevelopmentbvProgre鶉StagclnAsian

Countr1es-Mongoliａ－ＦｏｃｕｓｏｎＴｏｖａｎｄＳｅｌｅｌ】ge‐
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２．アジア‘)ilB会lIllﾂﾞ６と人lllllIIj苑

Ｓ(lciiI1l)cvell)】rTw11tandlIumﾋﾞｽllDcvclol〕mcnI

iI1As2a

３．アジア,満lflの人lI1jifrilliillI１発と`)了IliIﾌﾟﾉに1雛Iするii凋任hlr究
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ResoLITces-（英識版）

水避ｲ】１２命i]《」－人１１９！k耐11Ｉ－Ｉ１ｌＩＩｆｌ識H1）
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２．アジア諸同の商船化と保他の実態調従報告書

一大轆民同一
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1996年５１]にマレーシアのクアラルンプールでＩ)+1かれ

た、人口と食搬安全保障に側するAFPPI）（人11と|＃１

発にｌＨｒｌ~るアジア雛風フォーラム）iji9I連簡鑑貝会で、

ベトナムl翼l会社全姿風会姿11腿グエン・テノ・タン砿

Liとマグサイサイ賞受賞汁である符名な農業学昔ボー

トン・ズアン博士の共杵論文のＨ４ＫｉｉＩｌｌｌｌｌＷ)合ｲﾐ。ilViL

食料サミヅトにif1けた資料として作成された．１

１．F国際人ロ開発会熟行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人111%1発会議(ICPD)′)１丁

動Iil1111iの饗Ｈｏ１ｉｉｌ丈ilFlH連の'1}版物としてはｲ庭1:１１初｡）

２．『国際人ロ開発識員会鯛｣、国際人ロ開発鱗国会鱗瓢事

録、1995年（和文）

（IAl行：1994年カイロで同際人[I開発会議(lCPD)に先

駆けて|;卜|朧さｫした[rl会議Ll会議である国際人I｣１１M発離

日会雛ｿﾞ)鱗1j録。lI1会議には117カ国約3(1)名の１重l会縦

Ｌｉが参)｣Ⅱした。会縦fi:試文はICPD総会でも発炎された。

また、ニカ会縦を契機としてアフリカ・アラブ地域の

lrl会俄１１フォーラムが;(liIiljさオした。）

9．「国際食料安全保障・人ロ・開発議員会鱗さ、国際食料

安全保障・人ロ・開発鱗員会議(lMPFSPD)畿事録、

1997年（和文）

（内容：食料隆雄機'１０(ＦＡＯ)主lil1の世界食料サミⅡ'ト

（WFS)に蝿ノ》せ、ｌｌＩｌｌｌｉｆ｢１１１１:」スイス･ジニネーブでlIM

ill1さjしたＩＰＩ際食料安粂保擁・人[ル|釧発鱗Li会鱗

（MPFSPD)の識lIi錐ｌ剛会織の成果は、ｌｌｔ界食料サコ，

トで公式にＩＷｉＴさｌし、またＷＴＯルジニーロリサ瀞jiIjl〈

’二も桜井新・会縦識lえから乎波さjLだ。） ３．国連人口基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：｣【Ｗｆの人1-1分iliに対する般助の現我と、溢金

の流ｫＬを分析．我が[Iiiの人１１分軒への『i(献も併I1ilLj

10．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（IAlfF：iI1連人口坐金出版物Ｆｏｏｄｆｏｒ［heFururcゾ）

Ｌ{本譜版。人｢ljii卯のlIlIilil1と食料砿ＩｊＬをｲﾌﾟうたいに、

女盤の参jlⅡが不可欠であることをざまざな典f水１ｹＩから

解きIゑぐしている。）

４．『国際人ロ・社会開発蝋風会融』、国際人ロ・社会開発

鯛員会鯛(lMPPSD)溌事録、1996年（和文）

（内容：←世界社会|;Ⅱ苑サミット（WSSD)にあわせ、1995

年３１１にデンマーク・コペンハーゲンでllMIiMされた人

ＬＩと#{:会ljM苑にllUするｌｊｉ１会Iijfji会,淡議jjl録｡）

11.国連食糧農業機栂(FAOﾙﾘｿｰｽ･ｼﾘｰｽﾞ4世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』、1997年（和文）

（lAIfiF：’11:界食料サミットのローマ宣言と行勅Ｉｉｌ１１ｍの

傘|;;j初の翻訳であ')、多分野か,.｡liTI丈１１ﾄﾞｸﾞ)I｣ｲ鳶翻』(”

決定HhとしてiIiiい評価を受けた｡）

5．黒田俊夫署「リソース・シリーズ１国達人ロ会職20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘーと、1996年（和文）

（内容：lfl巡王Ｉｉｌの第一回人Ｌ１会i磯であるブカレスト

会繊から1994年カイロの、際人[二I開発会繍まですべて

の[ＬＩＲＩ巡ｶﾓ催②人1Ｊ会縦に参〃!'し、人[U分Ⅲｆにおける111冒

界｢Iｿ大家である瞥者が、その推秘を概観し、分析した｡）

12．『リソース・シリーズ５ＦｉｖｅＹｅａｒｓｆｒｏｍｌＣＰＰＤ－国

際人ロ開発議員会議から５年一人ロと開発に閲する国

会鰄員会麹宣言文91998年（和・英）

（内容：カイロの１１１際人'二'１１１１発会議から５ｉｆ[Iを迎え、

この機会に人口とMH充Iこ関するｕ際鍛１１会Ｉ鞭．地域雛

１１会縦の宣言文を鵬h)L”今後の更なる発腿のための資

料とした。）

６．ToshioKuroda，ResourceSeries2QCFromBucha‐

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒｏ－２０ＹｅａｒｓｏｆＵｎｉｔｅｄＮａｔionsPopuIa・

tionConferences-"’’９９ｓ（英文）

（内容：好『;･ﾄﾞをもって迎えんﾉした「リソース・シリー

ズｌ」の竺災丈版:）

13.ｒリソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsiaJ

1998年（英文）

（内容：当ⅡIrl]1が主Ｉｌｉｉする「人１１とllM苑に'１Mす-るアジ

ア国会議凡会議」で|呼びかけをおこない、各IUilの人１１

政策を徐匝|政府1！〔([街もしくは(１１[|`[1家が鑓逃した㈱器

ｌｒＩの政策IこｆｉｌＥを特つlfl会議hiが関与している点で、

ｆ｢(例をIILない鯵）

14．’『Iノソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオゾチ研究｢ﾘiからfl1行きiしたSandra

Postel符、WorldwatchPaperl32

DividmgtheWaters：ＦｏｏｄSecurity、Ecosystem

Health,andtheNewPoliljcsofScarcitvのflii沢二十後

人鮒社会に大きなI1ill約を与えるのか、淡水YrillIiの不)ｌＬ

である‘1Wえ続ける人１１を支えるための農難Ⅱﾐﾙ臆もま

７．「国際女性・人ロ・開発職員会議.!、国際女性・人ロ・

開発議員会調(IMPGPD)識事録、1996年（和文）

（内容：鞘４１m１１１:界女洲:会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９１１に9K京で|)Ⅲ''1きれた同際女性・人[」・開発議員

会繊(IMPGPD)の識ﾘﾄ鍬。｜iil会議にはiii4p世界女性

会縦に吋する行１１:l政１１:r代災を'''心と１－る川合t磯11か参

川]した`.〕

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン・

ティ・タン箸、Ｕリソース・シリーズ３食料安全保障

と人口：資料』、1997年（和文）

（内容：’''二界食料サミ傘，；へ”f(l3IINiとして[llilL食料隆

雄様l則(ＦＡＯ)がl｣１１巡人I｣堆金との共Iiijil｢先さ（した、「人

１１期hⅡと-ｔ喪劣化一に側する;iiii文③Ｈ小lilIi版および、
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評luのための国述人I]特別総会報告譜」日本語版。同

会議では、国際人'二1開発会議（ＩＣＰＤ）から５年を

経て．その進捗を妨げるlllif害、ＡＩＤＳなどの予想以

l1の蔓延など、時代の変化をとり入ｵL、行動ii↑ldIiを実

施する上で必要となる指標や障害を解iWするための具

体的行動などをl工l迦力|]盟国がlTl連総会の場で協議し確

認した．

た淡水賛源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総通は地球｣二の水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総litは、有史以来変わっ

ておらず、人口が琳加する分だけ、一人当たり使用で

きる水の趾はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識されていない。人口増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っている二とに腎告を発

している.）（日本語版版権取得）

１９．人ロと開発に関するアジア鶴員フォーラム第６回大会

壮士界段初の人口と開発に関する議上lフォーラムであ

る「人口と|)3発に関する議貝フォーラム(ＡＦＰＰＤ）

が３年に一度IlHIil1する大会の議事録。

ＡＦＰＰＤは1981年にi設立されてから世界の指導的

な人！」と開発にljMする地域縦到iiIi動として、アジアの

みならず、世界レベルでも人I」とＩＭＩ苑に腿する陵|会議

ロ枡動の指導的な役割を担っている。その礎ﾛﾊ肴であ

り、創設者の佐藤隆・尤腱水大臣と、桜Ｊ１新・現縦lと

の出身地である新潟県で開雌されたＡＦＰＰＤ大会の

報肯Ｔｌ｝（日本語版）。同人会では1000年期股後の大会

として、2000年期に向けたアジア・太平洋地域の人１１・

開発問題に関する国会議員のhliliM針をlii1議し、その

成果は「新掛宣言」にまとめられた-

20．リプロダクテイブ･ライツ･チャート

IPPF(国際家ji霜１画j1liIMl)が作成した"lPPF／lwaravv，

reproductive「ights200()"ウォールチャートの[{イ点ii冊

版=１１t罪名|玉|のりプロダクテイブ・ヘルスやライツに

附迎する政箙のfM状や進捗状況を…鼬にしたものであ

る。英語版ではアルファベットlliilになっていたもめを

地域別・あいうえお'１|(iIこ糊典を111lえ、『洸哲ぴ)uiを|,非，

ている．また、各l玉|の風fi表記はｹﾄ務省の炎紀にii1ii拠

した正規埆称を用いている。

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人１ｺ雅金出版物Environmen［ibrPeople
の日本語版二人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の１Ｍ］

に架け橋を懸け、相関関係を麺視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、
手段を採っている｡）

１６．ParliamentariansoActivitieso、Populationand

DevelopmentQHistoryofParliamentariansoActivitiesand

It`sFindings‐（英文、－部スペイン嬬）

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開雌さ

れた「雁l際人口開発会i議評Ｉ１ｉｉのための、会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」のためにiﾘiIiliiされた出版物である。こ

の出版物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開

発に関するアジア議貝フォーラム（ＡＦＰＰＤ）を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議員グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発議貝フォー

ラムｉＦＡＡＰＰＤルヨーロッパ地域の国会議員活

励の成果である宣言文と、各譲連の活動史を纈ぬた世

界で初めての出版物である。国会議員活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

２１．女性のエンパワーメン卜に向けて

ＵＮＦＰＡのWorking［ｏＥｍｐｏｗｅｒＷｏｍｅｎｌＪＮＦＰＡ臼

ExperienceinlmD1ementingtheBeijingPIatfOrm

ofActionのⅡ本誌版｡銭女性のエンハワーメン卜”は|Ｔｌ

際人｢IlHj苑会議（ICPD）iT1li1)iil1ﾋﾞliにおいて人'11111趣ｸﾞ）

解決を来たす｣二での菰要なカギとなる概念として位iiUf

付けらｵした。また、中国北京でllHIlilされた猟４回世界

女IfiH会議では''１心的な概念となった≦第４１，１世界女ＩＭＩ；

会縦から５年を踏まえ、人口、女性問題に共jinする女

性のエンハワーメントを｢|必に」CPD行mjjil1Il1iならび

に女性会離の行動綱iii(実)随とl乳|逃するＵＮＦｌ』Ａのiハ

鋤をLL体的に純介している。

17．国際人ロ開発会醗評価のための国会膿員フォーラム
（ＩＦＰ）報告密

1992年２月ハーグの|到際フォーラムに合わせてlll11iHさ

れた「|秀l際人口l)9発会議評iiiのための[理会縦風フォー

ラム（ＩＦＰ)」の報告謎である。同会畿には１０３力１万ｌ

からおよそ210名の国会議貝が参加した。同会議では

国際人口開発会議から５年|Ｍ１の進捗状況とその進展を

’111むlllif害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を一ll1した視点で扱うﾆｿﾞｷﾞを強く求めた「国際
人口l制発会i瀧評価のための国会磯貝フォーラム・ハー

グ.『↑i:Ei」が採択された。この１A1行は会縦rlT務総踵を務

めた桜↓'二新人ＦＰＰ、議長の手によって、ハーグの雁ｌ

際フォーラムならびに３１１にニューヨークで開llWされ

た準ｌｌＩｉ会議の場でも発炎された。

18．第21回国連特別総会特別委員会報告癖｢付録」

国連人ロ開発会鶴行動計画のさらなる実施に向けた主
な行動

1999年６月３０[l～７月２日にかけて、ニューヨーク

の岡述本iIiliでllIliiilされた「|釦際人口|)'1発会議から５年

”
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月１月
１３８７

日日日

ｎ
月
旧
日

、
『
月
畑
日

皿
月
四
日

ｎ
月
皿
日

’１

１月
４３

日日

ｎ
月
６
日

１１

１月
１７１２

日日

国
際
協
力
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
０
に
本
協
会
が
出
展
。
本
協

会
の
出
版
物
・
ビ
デ
オ
等
を
展
示
、
提
供
（
日
比
谷
公
園
）
。

本
協
会
評
議
員
会
な
ら
び
に
理
事
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
。

⑪
平
成
過
年
度
事
業
註
画
・
収
證
亨
算
（
日
本
財
団
へ
の
助
成
金
申
請
）

②
理
事
の
退
任
並
び
に
就
任

③
副
理
事
長
の
選
任
並
び
に
評
議
員
の
退
任
及
び
就
任

農
林
水
産
省
委
託
調
査
一
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

村
開
発
基
礎
調
査
ｌ
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
」
現
地
調
査
報
告
会
を
開
催
。

中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
主
任
（
大
臣
）
と
人
口
懇
役
員
と
の

昼
食
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
出
席
。

人
口
問
題
協
議
会
主
催
五
世
紀
の
中
国
の
人
口
問
題
と
対
策
」

講
演
者
張
維
慶
中
国
国
家
生
育
委
員
会
主
任
（
大
臣
）
の
講
演
会

に
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
研
究
会
定
例
会
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
の

代
理
と
し
て
、
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

外
務
省
高
須
国
際
協
力
部
長
お
よ
び
磯
貝
国
際
機
構
課
長
と
「
地

域
間
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
日
本
信
託
基
金
」
に
つ
い
て
広
瀬
次

雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
が
協
議
。

厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化
と
保

健
の
実
態
調
査
」
第
二
回
研
究
会
・
調
査
報
告
会
を
開
催
。

中
国
・
北
京
市
で
開
催
さ
れ
た
「
中
国
西
部
地
域
の
開
発
と
人
口

に
関
す
る
中
国
議
員
会
議
」
に
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
星

合
千
春
国
際
課
長
が
出
席
。

労
働
省
・
雇
用
能
力
・
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職

業
安
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
ｌ
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
」
第
２
回
研
究
会
・
調
査
報
告
会
を
開
催
。

モ
ン
ゴ
ル
訪
日
議
員
団
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
ガ
ン

デ
ィ
議
員
（
団
長
）
を
含
む
４
人
の
国
会
議
員
が
、
人
口
と
開
発

事
情
視
察
の
た
め
来
日
。
国
立
社
会
保
障
・
人
□
問
題
研
究
所
、

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
や
厚
生
省
な
ど
を
訪
問
。

ま
た
、
帯
広
へ
移
動
し
、
帯
広
畜
産
大
学
な
ど
を
視
察
。

ｎ
月
加
曰
Ｇ
ｌ
ｌ
懇
談
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
・
沖
縄
感
染
症
対
策
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

絡
会
に
、
星
合
千
春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

ｎ
月
Ⅲ
日
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
前
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
（
タ

イ
）
が
来
所
し
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
。

ｕ
月
犯
日
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
前
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
来
一
町
桜

井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
前
議
長
並
び
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
。

ｎ
月
酊
日
バ
ラ
シ
ー
ラ
人
口
と
開
発
・
南
南
協
会
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
事
務
局
長

と
の
懇
談
会
に
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

ｎ
月
配
曰
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
を
招
き
、
国
際

人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
を
開
催
。

ｎ
月
泌
日
国
際
協
力
事
業
団
と
国
際
協
力
総
合
研
修
所
共
催
で
開
催
さ
れ

た
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
講
演
会

に
、
星
合
千
春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

胆
月
１
日
「
感
染
症
対
策
沖
縄
国
際
会
議
」
記
者
レ
ク
に
加
藤
祐
子
渉
外
課

長
が
出
席
。

皿
月
５
日
プ
ラ
ミ
ラ
・
セ
ナ
ナ
ャ
ヶ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
次
長
が
来
日
。
堂
本

暁
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
、
南
野
知
恵
子
同
副
事
務
総
長
、
小
宮
山

洋
子
参
議
院
議
員
と
懇
談
。

皿
月
７
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
国
会
議
員
セ
ミ

～
８
日
ナ
ー
”
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
及
び
持
続
可
能
な
開
発
“

開
催
。
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
代
理
と
し
て
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
が
参
加
。
楠
本
修
主
任
研
究
員
が
随
行
。

皿
月
９
日
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
で
第
邪
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
開
催
。

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、

楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
任
研
究
員
が
参
加
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
正
規
会

員
国
申
請
の
承
認
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
フ
シ
ァ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ

マ
ー
ル
議
員
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
ス
ル
タ
ノ
フ
議
員
が
運
営
委
員

汀
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。



◇
一
一
十
一
世
紀
の
人
類
の
暮
ら
し
は
、
二
十
世
紀
後
半
に
比
べ
て
よ
り
豊
か

な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
の
は
幻
想
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
問
題
を
原
点
と
し
た
環
境
、
食
料
、
水
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
重
荷
を
背
負
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
問
題

解
決
の
た
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
画
竜
点
猜
を
欠
く

こ
と
に
な
る
。

わ
れ
わ
れ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
モ
ッ
ト
１
は
、

国
。
『
○
宮
同
国
国
、
面
庁
句
巨
百
円
の

国
・
甸
○
目
冨
・
岳
の
Ｈ
四
目
の
一
に
あ
る
。

宇
宙
、
地
球
、
す
べ
て
の
生
命
の
歴
史
を
見
つ
め
直
し
、
地
球
と
他
の
生

物
と
共
生
す
る
、
と
い
う
確
固
た
る
哲
学
を
持
つ
こ
と
だ
。

浮
か
れ
ず
、
嘆
か
ず
、
前
進
し
よ
う
ｌ

（
Ｔ
・
Ｈ
）

◇
一
一
十
世
紀
は
、
高
度
な
科
学
技
術
の
発
展
、
戦
争
と
紛
争
の
明
け
暮
れ
、

人
口
爆
発
と
環
境
破
壊
な
ど
、
か
つ
て
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激

動
、
波
乱
に
満
ち
た
世
紀
だ
っ
た
。

世
紀
初
頭
の
世
界
人
口
は
一
六
億
五
○
○
○
万
人
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀

夜
明
け
に
は
お
よ
そ
四
倍
の
六
一
億
人
に
ふ
く
ら
ん
だ
。
勢
い
は
衰
え
つ
つ

あ
る
と
は
い
え
、
途
上
国
で
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
今
世
紀
半
ば
に
は
九
○

億
人
に
達
す
る
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
先
進
国
、
と
り
わ
け
日

本
で
は
深
刻
な
「
少
子
・
高
齢
化
」
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
。

◇
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
。

歴
史
の
記
念
す
べ
き
”
節
目
“
の
新
春
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
い

ま
、
こ
の
地
球
の
上
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
感
謝
し
、

献
盃
し
よ
う
。

表紙の写真説明

古典を未来へ…伝統舞踊

２１世紀を迎えたカンボジアの

人々の表情は明るい。

ポルポト時代、やわらかい手を

もっているだけで銃殺されたとい

う悲惨・暗黒の歴史を持つカンボ
ジア。

ラーマヤナというインド古典に

由来する美しい伝統舞踊など幻想

に過ぎなかったが、今、彼女たち

は輝く未来を夢みて踊り、舞う。

開放されたカンボジアでは、超党派の

人口と開発･冬季号く通刊74号＞
2001年１月１日発行く季刊〉

国会議員が゛平和と尊厳を守るため．人

口と開発議員連盟を設立し、本格的国づ

くりに動き出した。その動きはお隣のラ

オスにも伝わり始めている。

不幸な歴史に泣くこれらの国々に、価

値ある日本のＯＤＡ援助が必要なのは言
うまでもない。

･編集発行人広瀬次雄

・発行所

財団法人アジア人口･開発協会
〒160-0022

東京都新宿区新宿1-5-1‐３Ｆ

ＴＥＬ（03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ（０３)3358-2233

・印刷所

文化印刷株式会社
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